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第 1 号 平 成27年 度 徳 島 県 一 般 会 計 予 算

平成27年度徳島県一般会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ440，888，000千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（債務負担行為）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第214条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項，期間及び限度額は，「第2表債務負担行為」に

よる。

（地方債）

第3条 地方自治法第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，「第3表地方債」に

よる。

（一時借入金）

第4条 地方自治法第235条の3第2項の規定による一時借入金の借入れの最高額は，90，000，000千円と定める。

（歳出予算の流用）

第5条 地方自治法第220条第2項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は，次のとおりと定める。

()1 各項に計上した給料，職員手当等及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項

の間の流用

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1号 平成27年度徳島県一般会計予算
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款 項 金 額

1 県 税 77，000，000

1 県 民 税 28，308，589

2 事 業 税 17，473，678

3 地 方 消 費 税 12，050，935

4 不 動 産 取 得 税 1，438，088

5 県 た ば こ 税 848，268

6 ゴ ル フ 場 利 用 税 272，217

7 自 動 車 取 得 税 427，563

8 軽 油 引 取 税 5，967，415

9 自 動 車 税 10，187，107

10 鉱 区 税 1，368

11 狩 猟 税 24，592

12 旧 法 に よ る 税 180

2 地 方 消 費 税 清 算 金 23，701，000

初校
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1 地 方 消 費 税 清 算 金 23，701，000

3 地 方 譲 与 税 11，688，000

1 地 方 法 人 特 別 譲 与 税 9，748，535

2 地 方 揮 発 油 譲 与 税 1，833，000

3 石 油 ガ ス 譲 与 税 103，465

4 航 空 機 燃 料 譲 与 税 3，000

4 地 方 特 例 交 付 金 130，000

1 地 方 特 例 交 付 金 130，000

5 地 方 交 付 税 139，000，000

1 地 方 交 付 税 139，000，000

6 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 290，000

1 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 290，000

7 分 担 金 及 び 負 担 金 703，387

1 分 担 金 116，585

2 負 担 金 586，802

8 使 用 料 及 び 手 数 料 5，672，689

1 使 用 料 3，976，541
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2 手 数 料 1，696，148

9 国 庫 支 出 金 44，051，937

1 国 庫 負 担 金 27，534，446

2 国 庫 補 助 金 15，243，943

3 委 託 金 1，273，548

10 財 産 収 入 1，336，504

1 財 産 運 用 収 入 584，178

2 財 産 売 払 収 入 752，326

11 寄 附 金 103，450

1 寄 附 金 103，450

12 繰 入 金 82，064，963

1 特 別 会 計 繰 入 金 62，182，286

2 基 金 繰 入 金 19，882，677

13 繰 越 金 1，000，000

1 繰 越 金 1，000，000

14 諸 収 入 14，523，070

1 延 滞 金，加 算 金 及 び 過 料 等 100，910

初校
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款 項 金 額

1 議 会 費 983，479

1 議 会 費 983，479

2 総 務 費 23，072，798

1 総 務 管 理 費 11，279，174

2 県 預 金 利 子 13，860

3 公 営 企 業 貸 付 金 元 利 収 入 4，050，000

4 貸 付 金 元 利 収 入 4，226，794

5 受 託 事 業 収 入 870，244

6 収 益 事 業 収 入 2，840，483

7 利 子 割 精 算 金 収 入 758

8 雑 入 2，420，021

15 県 債 39，623，000

1 県 債 39，623，000

歳 入 合 計 440，888，000

歳 出

千円
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2 企 画 費 1，989，311

3 徴 税 費 2，552，063

4 市 町 村 振 興 費 1，216，695

5 選 挙 費 511，298

6 防 災 費 4，591，666

7 統 計 調 査 費 613，924

8 人 事 委 員 会 費 133，139

9 監 査 委 員 費 185，528

3 民 生 費 57，351，747

1 社 会 福 祉 費 42，631，147

2 児 童 福 祉 費 9，228，626

3 生 活 保 護 費 5，491，974

4 衛 生 費 24，993，270

1 公 衆 衛 生 費 6，214，606

2 環 境 衛 生 費 2，268，213

3 保 健 所 費 1，371，496

4 医 薬 費 7，408，712

初校
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5 病 院 事 業 費 7，730，243

5 労 働 費 5，688，303

1 労 政 費 4，606，754

2 職 業 訓 練 費 969，096

3 労 働 委 員 会 費 112，453

6 農 林 水 産 業 費 19，674，244

1 農 業 費 3，635，142

2 園 芸 費 608，418

3 畜 産 業 費 812，991

4 農 地 費 5，460，739

5 林 業 費 7，339，812

6 水 産 業 費 1，817，142

7 商 工 費 63，839，724

1 商 業 費 58，540，256

2 工 鉱 業 費 4，096，737

3 観 光 費 1，202，731

8 土 木 費 27，096，058

初校
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1 土 木 管 理 費 4，282，793

2 道 路 橋 り ょ う 費 11，890，557

3 河 川 海 岸 費 5，296，096

4 港 湾 費 2，288，193

5 都 市 計 画 費 2，174，628

6 住 宅 費 1，163，791

9 警 察 費 20，740，151

1 警 察 管 理 費 18，761，881

2 警 察 活 動 費 1，978，270

10 教 育 費 83，079，212

1 教 育 総 務 費 12，605，643

2 小 学 校 費 26，343，483

3 中 学 校 費 15，915，786

4 高 等 学 校 費 18，400，821

5 特 別 支 援 学 校 費 7，042，092

6 社 会 教 育 費 1，899，955

7 保 健 体 育 費 871，432
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11 災 害 復 旧 費 7，526，986

1 農 林 水 産 施 設 災 害 復 旧 費 1，114，304

2 土 木 施 設 災 害 復 旧 費 6，312，682

3 公 用 公 共 用 施 設 災 害 復 旧 費 100，000

12 公 債 費 80，807，348

1 公 債 費 80，807，348

13 諸 支 出 金 25，884，680

1 地 方 消 費 税 清 算 金 11，795，058

2 利 子 割 交 付 金 171，019

3 配 当 割 交 付 金 756，173

4 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 802，571

5 地 方 消 費 税 交 付 金 11，884，591

6 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 190，709

7 特 別 地 方 消 費 税 交 付 金 100

8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 284，358

9 利 子 割 精 算 金 101

14 予 備 費 150，000

初校
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1 予 備 費 150，000

歳 出 合 計 440，888，000

事 項 期 間 限 度 額

消防防災ヘリコプター売買契約 平 成 28 年 度 3，500，000千円

地方債証券の共同発行により生ずる連帯債務（共同発行市場公募地方債） 自 平成27年度
至 平成37年度

元金
1，396，000，000千円
及びこれに対する利
子相当額

新公有財産管理システム開発事業業務委託契約 平 成 28 年 度 27，700千円

防災拠点施設機能強化事業工事請負等契約 平 成 28 年 度 198，000千円

既存ストック有効活用事業工事請負等契約 平 成 28 年 度 405，000千円

自動車税納税通知書等作成業務委託契約 平 成 28 年 度 10，000千円

人事給与システム再開発等事業業務委託契約 自 平成28年度
至 平成33年度 268，686千円

公益財団法人とくしま産業振興機構の中小企業・雇用対策推進費造成事業融資損失補償契約 平 成 28 年 度

融資額
36，800，000千円

及び金利3％並びに
延滞金及び違約金年
10．95％の範囲内に
おける損失補償

再校

第2表 債務負担行為

１０

平成27年2月議案



公益財団法人とくしま産業振興機構のとくしま経済飛躍ファンド造成事業融資損失補償契約 平 成 28 年 度

融資額 960，000千円
及び金利3％並びに
延滞金及び違約金年
10．95％の範囲内に
おける損失補償

公益財団法人徳島県農業開発公社の農地保有合理化事業等資金損失補償契約 自 平成28年度
至 平成38年度

融資額 50，000千円
並びに延滞金及び違
約金年10．95％の範
囲内における損失補
償

水産研究課美波庁舎機能強化事業工事請負契約 平 成 28 年 度 256，000千円

県営かんがい排水事業工事請負契約 平 成 28 年 度 20，000千円

広域営農団地農道整備事業工事請負契約 平 成 28 年 度 40，000千円

県営農道整備事業工事請負契約 平 成 28 年 度 5，000千円

公益社団法人徳島森林づくり推進機構の株式会社日本政策金融公庫資金損失補償契約 自 平成27年度
至 平成83年度

融資額 248，010千円
に対するつぎにかか
げる損失補償
償還期限到来後10か
月の期間満了の日
（以下「損失確定
日」という。）にお
いて，株式会社日本
政策金融公庫が弁済
を受けなかった元利
金合計額（遅延損害
金を含む。）及び損
失確定日の翌日から
補償履行の日までの
利率年11％の割合に
よる金額

徳島県土地開発公社の開発事業資金債務保証 自 平成28年度
至 平成37年度

融資額
2，500，000千円

及び金利5％の範囲
内における債務保証

再校

１１

平成27年2月議案



徳島県土地開発公社の用地取得等契約 自 平成28年度
至 平成37年度

用地費，補償費等
2，500，000千円

及び金利5％の範囲
内の金額

街路事業工事請負契約 平 成 28 年 度 500，000千円

公園整備事業工事請負契約 平 成 28 年 度 200，000千円

広域河川改修事業工事請負契約 平 成 28 年 度 100，000千円

総合流域防災事業工事請負契約 平 成 28 年 度 120，000千円

地震・高潮対策河川事業工事請負契約 平 成 28 年 度 80，000千円

堰堤改良事業工事請負契約 平 成 28 年 度 100，000千円

海岸侵食対策事業工事請負契約 平 成 28 年 度 80，000千円

河川等災害関連事業工事請負契約 平 成 28 年 度 100，000千円

河川等施設災害復旧事業工事請負契約 平 成 28 年 度 1，000，000千円

道路局部改良事業工事請負契約 平 成 28 年 度 30，000千円

道路改築事業工事請負契約 平 成 28 年 度 420，000千円

緊急地方道路整備事業工事請負契約 平 成 28 年 度 550，000千円

橋りょう修繕事業工事請負契約 平 成 28 年 度 20，000千円

県単独港湾整備事業工事請負契約 平 成 28 年 度 50，000千円

港湾施設災害復旧事業工事請負契約 平 成 28 年 度 300，000千円

再校

１２

平成27年2月議案



高校施設整備事業工事請負等契約 平 成 28 年 度 142，425千円

阿南工業高等学校仮設校舎賃貸借契約 自 平成28年度
至 平成30年度 291，667千円

警察署整備事業工事請負等契約 平 成 28 年 度 264，764千円

第3表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

総務管理事業 325，000 証書借入又は証券発
行（他の地方公共団
体との共同発行を含
む。）

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。防災事業 2，824，000

社会福祉事業 3，000

環境衛生事業 10，000

農地事業 462，000

林業治山事業 931，000

水産事業 325，000

道路橋りょう事業 2，661，000

河川海岸事業 1，484，000

港湾事業 60，000

都市計画事業 454，000

千円

初校

１３
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住宅事業 60，000

警察関係事業 481，000

教育総務事業 1，100，000

高等学校整備事業 1，026，000

土木施設災害復旧事業 2，324，000

公用公共用施設災害復旧事業 93，000

臨時財政対策債 25，000，000

計 39，623，000

初校

１４

平成27年2月議案



第 2 号 平成27年度徳島県用度事業特別会計予算

平成27年度徳島県用度事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ990，147千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 用 度 事 業 収 入 990，147

1 財 産 収 入 200

2 繰 越 金 80，300

3 諸 収 入 909，647

歳 入 合 計 990，147

千円

第2号 平成27年度徳島県用度事業特別会計予算

再校

１５

平成27年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 用 度 事 業 費 990，147

1 用 度 事 業 費 990，147

歳 出 合 計 990，147

初校

千円

１６

平成27年2月議案



第 3 号 平成27年度徳島県市町村振興資金貸付金特別会計予算

平成27年度徳島県市町村振興資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ265，914千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 市 町 村 振 興 資 金 収 入 265，914

1 諸 収 入 265，914

歳 入 合 計 265，914

千円

第3号 平成27年度徳島県市町村振興資金貸付金特別会計予算

再校

１７

平成27年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 市 町 村 振 興 資 金 貸 付 金 265，914

1 市 町 村 振 興 資 金 貸 付 金 265，914

歳 出 合 計 265，914

初校

千円

１８

平成27年2月議案



第 4 号 平成27年度徳島県都市用水水源費負担金特別会計予算

平成27年度徳島県都市用水水源費負担金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ230，840千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 都 市 用 水 水 源 費 負 担 金 収 入 230，840

1 繰 入 金 196，935

2 諸 収 入 33，905

歳 入 合 計 230，840

千円

第4号 平成27年度徳島県都市用水水源費負担金特別会計予算

再校

１９

平成27年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 都 市 用 水 水 源 費 負 担 金 230，840

1 早明浦ダム建設事業都市用水負担金 68，655

2 正木ダム建設事業都市用水負担金 19，126

3 旧吉野川河口堰建設事業都市用水負担金 143，059

歳 出 合 計 230，840

初校

千円

２０

平成27年2月議案



第 5 号 平成27年度徳島県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算

平成27年度徳島県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ241，005千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 収 入 241，005

1 繰 越 金 134，520

2 諸 収 入 106，485

歳 入 合 計 241，005

千円

第5号 平成27年度徳島県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算

初校

２１

平成27年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 金 241，005

1 母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 金 241，005

歳 出 合 計 241，005

初校

千円

２２

平成27年2月議案



第 6 号 平成27年度徳島県中小企業・雇用対策事業特別会計予算

平成27年度徳島県中小企業・雇用対策事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ124，330，628千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（債務負担行為）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第214条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項，期間及び限度額は，「第2表債務負担行為」に

よる。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 中 小 企 業 ・ 雇 用 対 策 事 業 収 入 124，330，628

1 使 用 料 及 び 手 数 料 5，452

2 財 産 収 入 500

3 繰 入 金 62，664，610

4 諸 収 入 61，660，066

千円

第6号 平成27年度徳島県中小企業・雇用対策事業特別会計予算

初校

２３

平成27年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 中 小 企 業 ・ 雇 用 対 策 事 業 費 124，330，628

1 中 小 企 業 ・ 雇 用 対 策 事 業 費 124，330，628

歳 出 合 計 124，330，628

第2表 債務負担行為

事 項 期 間 限 度 額

企業立地促進事業に係る補助金交付指令 自 平成28年度
至 平成35年度 2，000，000千円

歳 入 合 計 124，330，628

初校

千円

２４

平成27年2月議案



第 7 号 平成27年度徳島県中小企業近代化資金貸付金特別会計予算

平成27年度徳島県中小企業近代化資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ198，518千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 中 小 企 業 近 代 化 資 金 収 入 198，518

1 繰 越 金 10，313

2 諸 収 入 188，205

歳 入 合 計 198，518

千円

第7号 平成27年度徳島県中小企業近代化資金貸付金特別会計予算

初校

２５

平成27年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 中 小 企 業 近 代 化 資 金 貸 付 金 198，518

1 中 小 企 業 近 代 化 資 金 貸 付 金 198，518

歳 出 合 計 198，518

初校

千円

２６

平成27年2月議案



第 8 号 平成27年度徳島県徳島ビル管理事業特別会計予算

平成27年度徳島県徳島ビル管理事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ51，950千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 徳 島 ビ ル 管 理 事 業 収 入 51，950

1 財 産 収 入 27，940

2 繰 越 金 24，000

3 諸 収 入 10

歳 入 合 計 51，950

千円

第8号 平成27年度徳島県徳島ビル管理事業特別会計予算

初校

２７

平成27年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 徳 島 ビ ル 管 理 事 業 費 51，950

1 徳 島 ビ ル 管 理 事 業 費 51，950

歳 出 合 計 51，950

初校

千円

２８

平成27年2月議案



第 9 号 平成27年度徳島県農業改良資金貸付金特別会計予算

平成27年度徳島県農業改良資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ27，422千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 農 業 改 良 資 金 収 入 27，422

1 繰 入 金 368

2 繰 越 金 26，054

3 諸 収 入 1，000

歳 入 合 計 27，422

千円

第9号 平成27年度徳島県農業改良資金貸付金特別会計予算

初校

２９

平成27年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 農 業 改 良 資 金 貸 付 金 27，422

1 農 業 改 良 資 金 貸 付 金 27，422

歳 出 合 計 27，422

初校

千円

３０

平成27年2月議案



第10号 平成27年度徳島県林業改善資金貸付金特別会計予算

平成27年度徳島県林業改善資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ102，427千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 林 業 改 善 資 金 収 入 102，427

1 繰 入 金 2，424

2 繰 越 金 88，648

3 諸 収 入 11，355

歳 入 合 計 102，427

千円

第10号 平成27年度徳島県林業改善資金貸付金特別会計予算

初校

３１

平成27年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 林 業 改 善 資 金 貸 付 金 102，427

1 林 業 改 善 資 金 貸 付 金 102，427

歳 出 合 計 102，427

初校

千円

３２

平成27年2月議案



第11号 平成27年度徳島県県有林県行造林事業特別会計予算

平成27年度徳島県県有林県行造林事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ230，218千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 県 有 林 県 行 造 林 事 業 収 入 230，218

1 財 産 収 入 116，425

2 繰 入 金 113，478

3 繰 越 金 100

4 諸 収 入 215

歳 入 合 計 230，218

千円

第11号 平成27年度徳島県県有林県行造林事業特別会計予算

初校

３３

平成27年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 県 有 林 県 行 造 林 事 業 費 230，218

1 県 有 林 県 行 造 林 事 業 費 230，218

歳 出 合 計 230，218

初校

千円

３４

平成27年2月議案



第12号 平成27年度徳島県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計予算

平成27年度徳島県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ81，102千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 収 入 81，102

1 繰 入 金 1，100

2 繰 越 金 41，580

3 諸 収 入 38，422

歳 入 合 計 81，102

千円

第12号 平成27年度徳島県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計予算

初校

３５

平成27年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 貸 付 金 81，102

1 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 貸 付 金 81，102

歳 出 合 計 81，102

初校

千円

３６

平成27年2月議案



第13号 平成27年度徳島県公用地公共用地取得事業特別会計予算

平成27年度徳島県公用地公共用地取得事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ984，195千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 公 用 地 公 共 用 地 取 得 事 業 収 入 984，195

1 財 産 収 入 781，614

2 繰 入 金 200，000

3 繰 越 金 2，281

4 諸 収 入 300

歳 入 合 計 984，195

千円

第13号 平成27年度徳島県公用地公共用地取得事業特別会計予算

初校

３７
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歳 出

款 項 金 額

1 公 用 地 公 共 用 地 取 得 事 業 費 984，195

1 公 用 地 公 共 用 地 取 得 事 業 費 968，763

2 土 地 開 発 基 金 積 立 金 15，432

歳 出 合 計 984，195

初校

千円

３８

平成27年2月議案



第14号 平成27年度徳島県流域下水道事業特別会計予算

平成27年度徳島県流域下水道事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ868，601千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法

は，「第2表地方債」による。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 流 域 下 水 道 事 業 収 入 868，601

1 分 担 金 及 び 負 担 金 231，805

2 国 庫 支 出 金 65，000

3 繰 入 金 423，796

4 県 債 148，000

千円

第14号 平成27年度徳島県流域下水道事業特別会計予算

初校

３９

平成27年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 流 域 下 水 道 事 業 費 868，601

1 旧 吉 野 川 流 域 下 水 道 事 業 費 868，601

歳 出 合 計 868，601

第2表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

旧吉野川流域下水道事業 148，000 証書借入又は証券発
行

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。

歳 入 合 計 868，601

初校

千円

千円

４０
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第15号 平成27年度徳島県港湾等整備事業特別会計予算

平成27年度徳島県港湾等整備事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ4，498，688千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法

は，「第2表地方債」による。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 港 湾 等 整 備 事 業 収 入 4，498，688

1 使 用 料 及 び 手 数 料 737，081

2 財 産 収 入 1，464，971

3 繰 入 金 890，000

4 諸 収 入 13，636

千円

第15号 平成27年度徳島県港湾等整備事業特別会計予算

初校

４１

平成27年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 港 湾 等 整 備 事 業 費 4，498，688

1 港 湾 等 整 備 事 業 費 3，752，765

2 徳島小松島港沖洲（外）地区整備事業費 210，000

3 空 港 周 辺 整 備 事 業 費 535，923

歳 出 合 計 4，498，688

5 県 債 1，393，000

歳 入 合 計 4，498，688

第2表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

港湾等整備事業 1，243，000 証書借入又は証券発
行

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。徳島小松島港沖洲（外）地区

整備事業 150，000

計 1，393，000

再校

千円

千円

４２
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第16号 平成27年度徳島県県営住宅敷金等管理特別会計予算

平成27年度徳島県県営住宅敷金等管理特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ86，052千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 県 営 住 宅 敷 金 等 収 入 86，052

1 財 産 収 入 690

2 繰 越 金 26，454

3 諸 収 入 58，908

歳 入 合 計 86，052

千円

第16号 平成27年度徳島県県営住宅敷金等管理特別会計予算

初校

４３
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歳 出

款 項 金 額

1 県 営 住 宅 敷 金 等 運 営 費 86，052

1 県 営 住 宅 敷 金 運 営 費 86，052

歳 出 合 計 86，052

初校

千円

４４

平成27年2月議案



第17号 平成27年度徳島県奨学金貸付金特別会計予算

平成27年度徳島県奨学金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ329，683千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 奨 学 金 収 入 329，683

1 財 産 収 入 965

2 繰 越 金 134，151

3 諸 収 入 194，567

歳 入 合 計 329，683

千円

第17号 平成27年度徳島県奨学金貸付金特別会計予算

初校

４５

平成27年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 奨 学 金 貸 付 金 329，683

1 奨 学 金 貸 付 金 329，683

歳 出 合 計 329，683

初校

千円

４６

平成27年2月議案



第18号 平成27年度徳島県証紙収入特別会計予算

平成27年度徳島県証紙収入特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ2，905，000千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 証 紙 収 入 2，905，000

1 証 紙 収 入 2，196，167

2 繰 越 金 708，833

歳 入 合 計 2，905，000

千円

第18号 平成27年度徳島県証紙収入特別会計予算

初校
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歳 出

款 項 金 額

1 繰 出 金 2，905，000

1 他 会 計 繰 出 金 2，905，000

歳 出 合 計 2，905，000

初校

千円

４８

平成27年2月議案



第19号 平成27年度徳島県公債管理特別会計予算

平成27年度徳島県公債管理特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ116，178，000千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法

は，「第2表地方債」による。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 公 債 管 理 収 入 116，178，000

1 繰 入 金 73，277，000

2 県 債 42，901，000

歳 入 合 計 116，178，000

千円

第19号 平成27年度徳島県公債管理特別会計予算

初校

４９
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歳 出

款 項 金 額

1 公 債 費 116，178，000

1 公 債 費 116，178，000

歳 出 合 計 116，178，000

第2表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

借換債 42，901，000 証書借入又は証券発行（他の地方公
共団体との共同発行を含む。）

年 5％以内 融資機関の融資条件による。ただし，必要
の生じた場合は全部若しくは一部繰上償還
し，又は借換えすることができる。

初校

千円

千円

５０

平成27年2月議案



第20号 平成27年度徳島県給与集中管理特別会計予算

平成27年度徳島県給与集中管理特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ30，695，326千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 給 与 振 替 収 入 30，695，326

1 給 与 振 替 収 入 30，695，326

歳 入 合 計 30，695，326

千円

第20号 平成27年度徳島県給与集中管理特別会計予算

初校
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歳 出

款 項 金 額

1 給 与 費 30，695，326

1 給 与 費 30，695，326

歳 出 合 計 30，695，326

初校

千円

５２

平成27年2月議案



第21号 平成27年度徳島県病院事業会計予算

（総則）

第1条 平成27年度徳島県病院事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 病 床 数 790床

()2 年 間 患 者 数

入 院 213，012人

外 来 267，786人

()3 1 日 平 均 患 者 数

入 院 582人

外 来 1，102人

()4 主要な建設改良事業

病院増改築工事費 3，338，000千円

医療器械及び備品購入費 249，433千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 病 院 事 業 収 益 21，843，438千円

第1項 医 業 収 益 18，105，601千円

第2項 医 業 外 収 益 3，737，837千円

支 出

第1款 病 院 事 業 費 用 22，363，694千円

第1項 医 業 費 用 21，589，405千円

第21号 平成27年度徳島県病院事業会計予算

初校

５３
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第2項 医 業 外 費 用 774，289千円

（資本的収入及び支出）

第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額983，834千円は，当年度分消費税及び地方消費税

資本的収支調整額4，619千円及び過年度分損益勘定留保資金979，215千円で補てんするものとする。）。

収 入

第1款 資 本 的 収 入 8，238，967千円

第1項 企 業 債 2，502，000千円

第2項 負 担 金 684，759千円

第3項 他会計からの借入金 4，000，000千円

第4項 補 助 金 1，052，208千円

支 出

第1款 資 本 的 支 出 9，222，801千円

第1項 建 設 改 良 費 3，597，369千円

第2項 企 業 債 償 還 金 1，342，355千円

第3項 他会計からの借入金償還金 4，283，077千円

（企業債）

第5条 起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，次のとおりと定める。

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

病院整備事業 2，502，000 証書借入又は証券発
行

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。

千円

（一時借入金）

第6条 一時借入金の限度額は，5，000，000千円と定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

再校
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第7条 次に掲げる経費については，その経費の金額を，それ以外の経費の金額に流用し，又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は，議会の議

決を経なければならない。

()1 職 員 給 与 費 11，182，665千円

（たな卸資産の購入限度額）

第8条 たな卸資産の購入限度額は，4，760，000千円と定める。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

再校

５５
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56初校
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第22号 平成27年度徳島県電気事業会計予算

（総則）

第1条 平成27年度徳島県電気事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 供給電力量 水力発電所 326，300，000ｋＷｈ

太陽光発電所 4，692，000ｋＷｈ

()2 建設改良工事 既設設備改良工事 1，757，884千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 事 業 収 益 3，118，621千円

第1項 営 業 収 益 2，885，542千円

第2項 附 帯 事 業 収 益 202，694千円

第3項 財 務 収 益 22，569千円

第4項 事 業 外 収 益 7，816千円

支 出

第1款 事 業 費 用 2，919，511千円

第1項 営 業 費 用 2，691，209千円

第2項 附 帯 事 業 費 用 175，225千円

第3項 財 務 費 用 12千円

第4項 事 業 外 費 用 48，065千円

第5項 特 別 損 失 2，000千円

第6項 予 備 費 3，000千円

第22号 平成27年度徳島県電気事業会計予算

初校
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（資本的収入及び支出）

第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額2，060，890千円は，当年度分消費税及び地方消費

税資本的収支調整額129，877千円，中小水力発電開発改良積立金610，798千円及び過年度分損益勘定留保資金1，320，215千円で補てんするものとする。）。

収 入

第1款 資 本 的 収 入 654，994千円

第1項 固 定 資 産 売 却 代 4，548千円

第2項 他会計長期貸付金等返還金 650，446千円

支 出

第1款 資 本 的 支 出 2，715，884千円

第1項 建 設 改 良 費 1，757，884千円

第2項 投 資 958，000千円

（一時借入金）

第5条 一時借入金の限度額は，1，500，000千円と定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第6条 次に掲げる経費については，これらの経費の金額を，これらの経費のうち他の経費の金額に，若しくはこれら以外の経費の金額に流用し，又はこれら

以外の経費をこれらの経費の金額に流用する場合は，議会の議決を経なければならない。

()1 職 員 給 与 費 1，028，110千円

()2 交 際 費 114千円

（たな卸資産の購入限度額）

第7条 たな卸資産の購入限度額は，10，000千円と定める。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門
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第23号 平成27年度徳島県工業用水道事業会計予算

（総則）

第1条 平成27年度徳島県工業用水道事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 給水事業所数 33 吉野川北岸工業用水道 22

阿南工業用水道 11

()2 年間総給水量 66，399，720㎥ 吉野川北岸工業用水道 38，730，120㎥

阿南工業用水道 27，669，600㎥

()3 1日平均給水量 181，420㎥ 吉野川北岸工業用水道 105，820㎥

阿南工業用水道 75，600㎥

()4 建設改良工事 吉野川北岸工業用水道改良工事 599，850千円

阿南工業用水道改良工事 498，123千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 事 業 収 益 1，182，932千円

第1項 営 業 収 益 1，115，189千円

第2項 営 業 外 収 益 67，743千円

支 出

第1款 事 業 費 用 1，085，632千円

第1項 営 業 費 用 995，932千円

第2項 営 業 外 費 用 89，700千円

（資本的収入及び支出）

第23号 平成27年度徳島県工業用水道事業会計予算
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第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額379，302千円は，当年度分消費税及び地方消費税

資本的収支調整額80，102千円及び過年度分損益勘定留保資金299，200千円で補てんするものとする。）。

収 入

第1款 資 本 的 収 入 900，577千円

第1項 固 定 資 産 売 却 代 577千円

第2項 他 会 計 長 期 借 入 金 900，000千円

支 出

第1款 資 本 的 支 出 1，279，879千円

第1項 建 設 改 良 費 1，097，973千円

第2項 企 業 債 償 還 金 181，906千円

（債務負担行為）

第5条 債務負担行為をすることができる事項，期間及び限度額は，次のとおりと定める。

事 項 期 間 限 度 額

長岸水管橋撤去事業工事請負契約 平 成 28 年 度 51，000千円

鳴門配水本管（撫養）布設替事業工事請負契約 平 成 28 年 度 55，000千円

幸野配水支管布設替事業工事請負契約 平 成 28 年 度 88，000千円

（一時借入金）

第6条 一時借入金の限度額は，500，000千円と定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第7条 次に掲げる経費については，これらの経費の金額を，これらの経費のうち他の経費の金額に，若しくはこれら以外の経費の金額に流用し，又はこれら

以外の経費をこれらの経費の金額に流用する場合は，議会の議決を経なければならない。

()1 職 員 給 与 費 229，826千円
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()2 交 際 費 14千円

（たな卸資産の購入限度額）

第8条 たな卸資産の購入限度額は，20，000千円と定める。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門
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第24号 平成27年度徳島県土地造成事業会計予算

（総則）

第1条 平成27年度徳島県土地造成事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 工業用地の管理事業 1，173千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 事 業 収 益 11，172千円

第1項 営 業 収 益 7，740千円

第2項 営 業 外 収 益 3，432千円

支 出

第1款 事 業 費 用 1，517千円

第1項 営 業 費 用 1，516千円

第2項 営 業 外 費 用 1千円

（資本的収入及び支出）

第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 資 本 的 収 入 382，077千円

第1項 他会計長期貸付金返還金 382，077千円

（一時借入金）

第5条 一時借入金の限度額は，30，000千円と定める。

第24号 平成27年度徳島県土地造成事業会計予算
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平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門
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第25号 平成27年度徳島県駐車場事業会計予算

（総則）

第1条 平成27年度徳島県駐車場事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 収 容 台 数 525台

()2 建 設 改 良 工 事 既設設備改良工事 4，100千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 事 業 収 益 76，761千円

第1項 営 業 収 益 75，031千円

第2項 営 業 外 収 益 1，730千円

支 出

第1款 事 業 費 用 67，194千円

第1項 営 業 費 用 67，188千円

第2項 営 業 外 費 用 6千円

（資本的収入及び支出）

第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 資 本 的 収 入 67，000千円

第1項 他会計長期貸付金返還金 67，000千円

支 出

第1款 資 本 的 支 出 4，100千円

第25号 平成27年度徳島県駐車場事業会計予算

初校

６５

平成27年2月議案



第1項 建 設 改 良 費 4，100千円

（一時借入金）

第5条 一時借入金の限度額は，300，000千円と定める。

（たな卸資産の購入限度額）

第6条 たな卸資産の購入限度額は，1，000千円と定める。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門
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徳 島 県 危 機 管 理 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 危 機 管 理 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 六 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 中 百 五 十 一 の 項 を 百 五 十 五 の 項 と し 、 百 五 十 の 項 を 百 五 十 四 の 項 と し 、 百 四 十 九 の 項 を 百 五 十 三 の 項 と し 、 同 項 の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

百 五 十 一 食 鳥 処 理 の 事 業 の 規 制 及 び 食 鳥 検 査 に 関 す る 法 律 第 十 二 条 第 五 項 第 三 号 の 規 定 に 基 づ く 食 鳥

処 理 衛 生 管 理 者 の 養 成 施 設 の 登 録

百 五 十 二 食 鳥 処 理 の 事 業 の 規 制 及 び 食 鳥 検 査 に 関 す る 法 律 第 十 二 条 第 五 項 第 四 号 の 規 定 に 基 づ く 食 鳥

処 理 衛 生 管 理 者 に 係 る 講 習 会 の 登 録

十 五 万 円

九 万 円

別 表 第 一 中 百 四 十 八 の 項 を 百 五 十 の 項 と し 、 八 十 六 の 項 か ら 百 四 十 七 の 項 ま で を 二 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 八 十 五 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

八 十 六 食 品 衛 生 法 第 四 十 八 条 第 六 項 第 三 号 の 規 定 に 基 づ く 食 品 衛 生 管 理 者 の 養 成 施 設 の 登 録

八 十 七 食 品 衛 生 法 第 四 十 八 条 第 六 項 第 四 号 の 規 定 に 基 づ く 食 品 衛 生 管 理 者 に 係 る 講 習 会 の 登 録

十 五 万 円

九 万 円

別 表 第 一 の 備 考 第 三 号 中 「 八 十 六 の 項 か ら 百 十 九 の 項 ま で 」 を 「 八 十 八 の 項 か ら 百 二 十 一 の 項 ま で 」 に 改 め 、 同 備 考 第 四 号 中 「 百 二 十 七 の 項 」 を 「 百 二 十 九

の 項 」 に 改 め る 。

別 表 第 二 の 七 の 項 中 「 百 四 十 九 の 項 」 を 「 百 五 十 三 の 項 」 に 改 め る 。

附 則

第 二 十 六 号
徳 島 県 危 機 管 理 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 危 機 管 理 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 二 十 六 号 徳 島 県 危 機 管 理 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

地 域 の 自 主 性 及 び 自 立 性 を 高 め る た め の 改 革 の 推 進 を 図 る た め の 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 に よ り 食 品 衛 生 法 等 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 食 品 衛 生

管 理 者 の 養 成 施 設 の 登 録 等 に 係 る 手 数 料 を 定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 食 品 表 示 の 適 正 化 等 に 関 す る 条 例

目 次
第 一 章 総 則 （ 第 一 条 ― 第 六 条 ）

第 二 章 食 品 表 示 の 適 正 化 に 関 す る 基 本 的 な 施 策 （ 第 七 条 ― 第 十 五 条 ）

第 三 章 食 品 表 示 の 適 正 性 の 確 保

第 一 節 食 品 関 連 事 業 者 等 の 取 組 等 （ 第 十 六 条 ― 第 十 九 条 ）

第 二 節 県 の 措 置 （ 第 二 十 条 ― 第 二 十 三 条 ）

第 四 章 特 定 食 品 製 造 事 業 者 の 届 出 等 （ 第 二 十 四 条 ― 第 二 十 九 条 ）

第 五 章 雑 則 （ 第 三 十 条 ・ 第 三 十 一 条 ）

第 六 章 罰 則 （ 第 三 十 二 条 ― 第 三 十 四 条 ）

附 則
第 一 章 総 則

（ 目 的 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 食 品 表 示 の 適 正 化 に 関 す る 県 の 基 本 的 な 施 策 、 食 品 表 示 の 適 正 性 を 確 保 す る た め の 食 品 関 連 事 業 者 等 の 取 組 等 及 び 特 定 食 品 製 造 事 業 者 の

届 出 等 に 関 す る 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 （ 平 成 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 百 十 五 号 。 以 下 「 推 進 条 例 」 と い う 。 ） に よ る 措 置 と 相 ま

っ て 、 食 の 安 全 安 心 （ 推 進 条 例 第 二 条 第 一 号 に 規 定 す る 食 の 安 全 安 心 を い う 。 ） の 確 保 に 関 す る 施 策 を 計 画 的 に 推 進 し 、 も っ て 県 民 の 健 康 の 保 護 並 び に 消 費

第 二 十 七 号
徳 島 県 食 品 表 示 の 適 正 化 等 に 関 す る 条 例 の 制 定 に つ い て

徳 島 県 食 品 表 示 の 適 正 化 等 に 関 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 二 十 七 号 徳 島 県 食 品 表 示 の 適 正 化 等 に 関 す る 条 例 の 制 定 に つ い て
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者 に 信 頼 さ れ る 県 産 食 品 の 生 産 及 び 供 給 の 振 興 に 資 す る こ と を 目 的 と す る 。

（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

一 食 品 全 て の 飲 食 物 （ そ の 原 材 料 と し て 使 用 さ れ る 農 林 水 産 物 及 び 添 加 物 （ 食 品 衛 生 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 百 三 十 三 号 ） 第 四 条 第 二 項 に 規 定 す る 添

加 物 を い う 。 ） を 含 み 、 医 薬 品 （ 医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第 百 四 十 五 号 ） 第 二 条 第 一 項 に

規 定 す る 医 薬 品 を い う 。 ） 、 医 薬 部 外 品 （ 同 条 第 二 項 に 規 定 す る 医 薬 部 外 品 を い う 。 ） 及 び 再 生 医 療 等 製 品 （ 同 条 第 九 項 に 規 定 す る 再 生 医 療 等 製 品 を い う 。 ）

を 除 く 。 ） を い う 。

二 食 品 表 示 食 品 関 連 事 業 者 等 が 食 品 の 販 売 等 を 行 う 際 に す る 食 品 に 関 す る 表 示 で あ っ て 、 名 称 、 消 費 期 限 、 原 材 料 、 原 産 地 そ の 他 の 消 費 者 が 食 品 を 摂 取

す る 際 の 安 全 性 の 判 断 又 は 消 費 者 の 自 主 的 か つ 合 理 的 な 食 品 の 選 択 に 影 響 を 与 え る 事 項 を 内 容 と す る も の （ 当 該 食 品 関 連 事 業 者 等 に よ る 仕 入 れ の 段 階 以 前

に さ れ て い る も の を 含 む 。 ） を い う 。

三 食 品 表 示 の 適 正 化 不 適 正 な 食 品 表 示 を 未 然 に 防 止 す る と と も に 、 不 適 正 な 食 品 表 示 の 発 見 を 容 易 に し 、 そ の 排 除 を 効 果 的 に 行 う こ と が で き る 体 制 を 食

品 流 通 過 程 （ 食 品 の 製 造 又 は 加 工 か ら そ の 消 費 に 至 る ま で の 一 連 の 食 品 の 流 通 の 行 程 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 各 段 階 に お い て 構 築 す る こ と に よ り 、 食 品 表

示 の 信 頼 性 を 向 上 さ せ る 取 組 を い う 。

四 食 品 関 連 事 業 者 食 品 表 示 法 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 七 十 号 ） 第 二 条 第 三 項 第 一 号 に 規 定 す る 食 品 関 連 事 業 者 を い う 。

五 飲 食 店 営 業 者 食 品 を 調 理 し 、 又 は 設 備 を 設 け て 客 に 飲 食 さ せ る 営 業 を 行 う 者 を い う 。

六 食 品 関 連 事 業 者 等 食 品 表 示 法 第 二 条 第 三 項 に 規 定 す る 食 品 関 連 事 業 者 等 及 び 飲 食 店 営 業 者 を い う 。

七 特 定 食 品 製 造 事 業 者 特 定 食 品 の 製 造 又 は 加 工 を 業 と す る 者 を い う 。

八 特 定 食 品 次 に 掲 げ る 営 業 （ 食 品 衛 生 法 第 五 十 一 条 に 規 定 す る 営 業 に 該 当 す る も の を 除 く 。 ） に お い て 製 造 さ れ 、 又 は 加 工 さ れ た 食 品 を い う 。

イ 漬 物 製 造 業 （ 野 菜 、 果 実 、 海 藻 等 を 主 な 原 材 料 と し て 、 漬 物 の 製 造 を 行 う 営 業 を い う 。 ）

ロ 水 産 加 工 業 （ 水 産 動 植 物 を 主 な 原 材 料 と し て 、 食 品 の 製 造 又 は 加 工 （ 漁 業 者 等 が 施 す 乾 燥 （ 保 存 等 の た め に 施 す も の を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ） 、 塩 蔵 、 加 熱

等 の 簡 易 な も の を 含 む 。 ） を 行 う 営 業 （ イ 又 は ニ に 掲 げ る 営 業 に 該 当 す る も の を 除 く 。 ） を い う 。 ）

ハ 農 産 加 工 業 （ 農 産 物 を 主 な 原 材 料 と し て 、 食 品 の 製 造 又 は 加 工 （ 農 業 者 等 が 施 す 乾 燥 、 塩 蔵 、 加 熱 等 の 簡 易 な も の を 含 む 。 ） を 行 う 営 業 （ イ 又 は ニ に

掲 げ る 営 業 に 該 当 す る も の を 除 く 。 ） を い う 。 ）

ニ 栄 養 補 助 食 品 等 製 造 業 （ 食 生 活 に お け る 特 定 の 栄 養 成 分 の 補 給 等 を 目 的 と し た 食 品 で あ っ て 粒 状 、 粉 状 、 液 状 等 の も の 又 は そ の 原 材 料 の 製 造 又 は 加 工

を 行 う 営 業 を い う 。 ）
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九 県 産 食 品 本 県 の 生 産 者 （ 推 進 条 例 第 二 条 第 五 号 に 規 定 す る 生 産 者 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） が 供 給 す る 農 林 水 産 物 （ 食 用 に 供 す る も の に 限 る 。 以 下 「 県 産

農 林 水 産 物 」 と い う 。 ） 及 び 県 内 で 製 造 さ れ 、 又 は 加 工 さ れ た 食 品 を い う 。

十 県 産 物 表 示 食 品 販 売 又 は 提 供 の 際 に 県 産 農 林 水 産 物 又 は 県 産 農 林 水 産 物 を 主 な 原 材 料 と し て 製 造 さ れ 、 加 工 さ れ 、 若 し く は 調 理 さ れ た 食 品 （ 以 下 「 県

産 農 林 水 産 物 使 用 食 品 」 と い う 。 ） で あ る こ と が 表 示 さ れ て い る も の を い う 。

十 一 仕 入 関 係 資 料 等 食 品 の 仕 入 れ に 係 る 次 に 掲 げ る 事 項 （ ヘ 及 び ト を 除 く 。 ） が 記 載 さ れ た 納 品 書 、 仕 入 台 帳 等 の 書 類 又 は 容 器 包 装 （ 食 品 衛 生 法 第 四 条

第 五 項 に 規 定 す る 容 器 包 装 を い う 。 ） （ 以 下 「 仕 入 関 係 資 料 」 と い う 。 ） 及 び 食 品 の 納 入 に 係 る 次 に 掲 げ る 事 項 （ ニ 及 び ホ を 除 く 。 ） が 記 載 さ れ た 出 荷 記 録 簿

等 の 書 類 を い う 。

イ 名 称

ロ 数 量

ハ 県 産 農 林 水 産 物 又 は 県 産 農 林 水 産 物 使 用 食 品 で あ る こ と 。

ニ 仕 入 れ を 行 っ た 年 月 日

ホ 仕 入 れ の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所 （ 法 人 に あ っ て は 、 そ の 名 称 、 代 表 者 の 氏 名 及 び 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 ）

ヘ 納 入 を 行 っ た 年 月 日

ト 納 入 の 相 手 方 の 氏 名 （ 法 人 に あ っ て は 、 そ の 名 称 ）

（ 基 本 理 念 ）

第 三 条 食 品 表 示 の 適 正 化 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 基 本 理 念 と し て 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

一 県 民 の 健 康 の 保 護 が 最 も 重 要 で あ る と い う 基 本 的 認 識 の 下 に 、 必 要 な 措 置 が 講 ぜ ら れ る こ と 。

二 消 費 者 に 信 頼 さ れ る 県 産 食 品 の 生 産 及 び 供 給 の 振 興 が と く し ま ブ ラ ン ド （ 徳 島 県 食 料 ・ 農 林 水 産 業 ・ 農 山 漁 村 基 本 条 例 （ 平 成 二 十 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 七

号 ） 第 二 条 第 四 号 に 規 定 す る と く し ま ブ ラ ン ド を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 発 展 に 寄 与 す る と い う 基 本 的 認 識 の 下 に 、 必 要 な 措 置 が 講 ぜ ら れ る こ と 。

三 県 及 び 食 品 関 連 事 業 者 等 の 責 務 並 び に 県 民 の 役 割 が 相 互 に 理 解 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 立 場 が 尊 重 さ れ る こ と 。

四 消 費 者 、 食 品 関 連 事 業 者 等 及 び 県 の 間 で 食 品 表 示 に 関 す る 情 報 の 共 有 及 び 意 見 の 一 致 が 図 ら れ 、 互 い に 協 力 し て 推 進 さ れ る こ と 。

五 食 品 表 示 に 係 る 業 務 を 合 理 的 に 管 理 す る た め 、 科 学 的 知 見 の 活 用 が 促 進 さ れ る こ と 。

六 食 品 流 通 過 程 の 各 段 階 に お け る 業 務 の 透 明 性 が 確 保 さ れ 、 県 産 食 品 の 信 頼 性 の 向 上 が 図 ら れ る こ と 。

（ 県 の 責 務 ）

第 四 条 県 は 、 前 条 に 規 定 す る 食 品 表 示 の 適 正 化 に つ い て の 基 本 理 念 （ 以 下 「 基 本 理 念 」 と い う 。 ） に の っ と り 、 食 品 表 示 の 適 正 化 に 関 す る 施 策 を 計 画 的 に 策

再校

７１

平成27年2月議案



定 し 、 及 び 実 施 し な け れ ば な ら な い 。

（ 食 品 関 連 事 業 者 等 の 責 務 ）

第 五 条 食 品 関 連 事 業 者 等 は 、 食 品 表 示 が 消 費 者 の 自 主 的 か つ 合 理 的 な 食 品 の 選 択 に 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る こ と を 認 識 し 、 食 品 表 示 に 係 る 関 係 法 令 等 （ 以

下 「 関 係 法 令 等 」 と い う 。 ） を 遵 守 す る と と も に 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 消 費 者 の 信 頼 を 損 な う こ と の な い よ う 適 正 に 食 品 表 示 を し な け れ ば な ら な い 。

2 食 品 関 連 事 業 者 等 は 、 食 品 表 示 の 適 正 化 に つ い て 第 一 義 的 な 責 任 を 有 す る こ と を 認 識 し 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 そ の 食 品 流 通 過 程 の 各 段 階 に お い て 必 要 な

措 置 を 適 切 に 講 じ な け れ ば な ら な い 。

3 食 品 関 連 事 業 者 等 は 、 県 が 実 施 す る 食 品 表 示 の 適 正 化 に 関 す る 施 策 に 協 力 し な け れ ば な ら な い 。

（ 消 費 者 の 役 割 ）

第 六 条 消 費 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 食 品 表 示 の 適 正 化 に 関 す る 知 識 及 び 理 解 を 深 め る よ う 努 め る と と も に 、 県 が 実 施 す る 施 策 及 び 食 品 関 連 事 業 者 等 が 行

う 取 組 に つ い て 意 見 を 表 明 す る よ う 努 め る こ と に よ っ て 、 食 品 表 示 の 適 正 化 に 協 力 す る も の と す る 。

第 二 章 食 品 表 示 の 適 正 化 に 関 す る 基 本 的 な 施 策

（ 基 本 計 画 ）

第 七 条 知 事 は 、 食 品 表 示 の 適 正 化 に 関 す る 施 策 を 計 画 的 に 推 進 す る た め 、 基 本 的 な 計 画 （ 以 下 「 基 本 計 画 」 と い う 。 ） を 定 め る も の と す る 。

2 基 本 計 画 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 定 め る も の と す る 。

一 食 品 表 示 の 適 正 化 に 関 す る 施 策 の 実 施 の た め の 基 本 的 な 事 項

二 食 品 関 連 事 業 者 等 が 行 う 食 品 表 示 の 適 正 化 に つ い て の 基 本 的 な 指 針

三 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 食 品 表 示 の 適 正 化 に 関 す る 施 策 を 計 画 的 に 推 進 す る た め に 必 要 な 事 項

3 知 事 は 、 基 本 計 画 を 定 め る に 当 た っ て は 、 県 民 、 食 品 関 連 事 業 者 等 そ の 他 の 関 係 者 の 意 見 を 反 映 す る こ と が で き る よ う 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。

4 知 事 は 、 基 本 計 画 を 定 め た と き は 、 遅 滞 な く 、 こ れ を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。

5 前 二 項 の 規 定 は 、 基 本 計 画 の 変 更 に つ い て 準 用 す る 。

（ 普 及 啓 発 ）

第 八 条 県 は 、 食 品 関 連 事 業 者 等 に お い て 食 品 流 通 過 程 の 各 段 階 に 応 じ た 食 品 表 示 の 適 正 化 が 広 く 実 施 さ れ 、 及 び 継 続 さ れ る よ う 、 食 品 表 示 の 適 正 化 に 関 す る

知 識 を 普 及 す る と と も に 、 食 品 表 示 の 適 正 化 の 重 要 性 に つ い て の 理 解 を 深 め る た め の 啓 発 を 行 う も の と す る 。

（ 指 導 、 相 談 等 の 体 制 の 整 備 ）

第 九 条 県 は 、 食 品 表 示 の 適 正 な 実 施 を 確 保 す る た め 、 食 品 流 通 過 程 の 各 段 階 に お け る 指 導 、 相 談 等 の 体 制 を 整 備 す る も の と す る 。

再校

７２

平成27年2月議案



（ 食 品 表 示 に 関 す る 情 報 収 集 等 ）

第 十 条 県 は 、 食 品 表 示 に 関 す る 情 報 の 収 集 、 整 理 及 び 分 析 を 行 う と と も に 、 必 要 に 応 じ 、 消 費 者 及 び 食 品 関 連 事 業 者 等 に 当 該 情 報 を 提 供 す る も の と す る 。

2 県 は 、 食 品 関 連 事 業 者 等 が 保 有 す る 食 品 表 示 に 関 す る 情 報 に つ い て 、 消 費 者 及 び 県 に 対 す る 自 発 的 な 提 供 が 促 進 さ れ る よ う 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。

3 県 は 、 食 品 表 示 に 関 す る 情 報 に つ い て 、 消 費 者 、 食 品 関 連 事 業 者 等 そ の 他 の 関 係 者 が 意 見 の 交 換 を す る た め の 場 を 設 け る も の と す る 。

（ 人 材 の 育 成 ）

第 十 一 条 県 は 、 食 品 表 示 に 関 す る 正 確 な 知 識 を 有 し 、 地 域 に お け る 食 品 表 示 の 適 正 化 の 推 進 を 担 う 人 材 を 育 成 す る た め 、 講 習 会 の 開 催 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を

講 ず る も の と す る 。

（ 国 等 と の 連 携 ）

第 十 二 条 県 は 、 食 品 表 示 の 適 正 化 に 関 す る 施 策 を 推 進 す る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 国 、 他 の 地 方 公 共 団 体 、 消 費 者 又 は 食 品 関 連 事 業 者 等 が 組 織 す る

団 体 等 と の 情 報 の 共 有 、 意 見 の 交 換 そ の 他 の 連 携 に 努 め る も の と す る 。

（ 自 主 的 な 県 産 食 品 の 認 証 の 支 援 ）

第 十 三 条 県 は 、 食 品 関 連 事 業 者 又 は 飲 食 店 営 業 者 が 組 織 す る 団 体 が 、 そ の 構 成 員 が 取 り 扱 う 県 産 食 品 の 食 品 表 示 に 関 す る 統 一 的 な 基 準 を 定 め 、 当 該 構 成 員 が

し た 食 品 表 示 が 当 該 基 準 に 適 合 し て い る か 否 か の 認 証 を 行 う 体 制 を 構 築 す る た め に 必 要 な 支 援 を 行 う も の と す る 。

2 県 は 、 前 項 に 規 定 す る 認 証 を 受 け た 県 産 食 品 の 生 産 及 び 供 給 の 振 興 に 関 し 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。

（ 食 品 関 連 事 業 者 及 び 飲 食 店 営 業 者 の 認 定 ）

第 十 四 条 知 事 は 、 食 品 関 連 事 業 者 及 び 飲 食 店 営 業 者 に つ い て 、 帳 簿 書 類 の 整 備 の 状 況 、 消 費 者 に 対 す る 情 報 提 供 の 状 況 等 に 関 し 知 事 が 別 に 定 め る 基 準 に 適 合

す る と 認 め た と き は 、 食 品 表 示 の 適 正 化 を 積 極 的 に 行 っ て い る も の と し て 、 そ の 行 う 営 業 ご と に 、 当 該 食 品 関 連 事 業 者 及 び 飲 食 店 営 業 者 を 認 定 す る こ と が で

き る 。

2 前 項 の 規 定 に よ る 認 定 を 受 け よ う と す る 食 品 関 連 事 業 者 及 び 飲 食 店 営 業 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 知 事 に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。

3 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 食 品 関 連 事 業 者 及 び 飲 食 店 営 業 者 を 認 定 し た と き は 、 当 該 食 品 関 連 事 業 者 及 び 飲 食 店 営 業 者 の 氏 名 及 び 住 所 （ 法 人 に あ っ て は 、

そ の 名 称 、 代 表 者 の 氏 名 及 び 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 ） を 公 表 す る こ と が で き る 。

（ 顕 彰 ）

第 十 五 条 知 事 は 、 食 品 表 示 の 適 正 化 の 推 進 に 関 し て 特 に 優 れ た 取 組 を し た 者 に 対 し て 、 顕 彰 を 行 う こ と が で き る 。

第 三 章 食 品 表 示 の 適 正 性 の 確 保

第 一 節 食 品 関 連 事 業 者 等 の 取 組 等
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（ 情 報 提 供 ）

第 十 六 条 食 品 関 連 事 業 者 等 は 、 食 品 表 示 の 適 正 化 を 推 進 す る た め 、 消 費 者 に 対 し 、 取 り 扱 う 食 品 に 関 す る 正 確 な 情 報 を 提 供 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

2 食 品 関 連 事 業 者 は 、 食 品 表 示 に 対 す る 消 費 者 の 信 頼 を 向 上 さ せ る と と も に 、 消 費 者 の 自 主 的 か つ 合 理 的 な 食 品 の 選 択 に 資 す る た め 、 加 工 食 品 又 は 国 内 で 生

産 さ れ た 畜 産 物 （ 食 用 に 供 さ れ る も の に 限 る 。 ） を 消 費 者 に 販 売 す る と き は 、 別 に 知 事 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 加 工 食 品 の 原 材 料 の 原 産 地 又 は 当 該 畜 産

物 の 原 産 地 に 関 す る 情 報 の 提 供 の 充 実 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

3 飲 食 店 営 業 者 は 、 食 品 表 示 に 対 す る 消 費 者 の 信 頼 を 向 上 さ せ る と と も に 、 消 費 者 の 自 主 的 か つ 合 理 的 な 食 品 の 選 択 に 資 す る た め 、 食 品 を 消 費 者 に 提 供 す る

と き は 、 別 に 知 事 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 食 品 の 原 産 地 に 関 す る 情 報 の 提 供 の 充 実 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 留 意 事 項 の 自 主 的 な 設 定 等 ）

第 十 七 条 食 品 関 連 事 業 者 は 、 食 品 表 示 の 適 正 化 を 推 進 す る た め 、 食 品 表 示 に 係 る 業 務 の 管 理 上 留 意 す べ き 事 項 を 自 主 的 に 定 め 、 こ れ を 適 切 に 実 施 す る よ う 努

め な け れ ば な ら な い 。

（ 飲 食 店 営 業 者 の 遵 守 義 務 ）

第 十 八 条 飲 食 店 営 業 者 は 、 消 費 者 の 自 主 的 か つ 合 理 的 な 食 品 の 選 択 に 資 す る と と も に 、 と く し ま ブ ラ ン ド そ の 他 の 特 定 の 地 域 の 生 産 者 又 は 食 品 関 連 事 業 者 が

供 給 す る 食 品 で あ っ て 、 安 全 性 が 確 保 さ れ て い る こ と 、 品 質 が 優 良 で あ る こ と 等 の 特 性 に よ り 消 費 者 に 信 頼 感 を 与 え て い る も の に 対 す る 信 頼 を 損 な わ な い よ

う に す る た め 、 使 用 す る 食 品 の 名 称 等 を メ ニ ュ ー 等 に 表 示 す る 場 合 に は 、 関 係 法 令 等 に 従 い 、 適 正 な 食 品 表 示 を し な け れ ば な ら な い 。

（ 仕 入 関 係 資 料 等 の 備 付 け 及 び 保 存 ）

第 十 九 条 食 品 関 連 事 業 者 は 、 県 産 物 表 示 食 品 を 次 に 掲 げ る 者 に 販 売 す る と き は 、 当 該 県 産 物 表 示 食 品 を 販 売 す る 事 業 所 に 、 当 該 県 産 物 表 示 食 品 に 係 る 仕 入 関

係 資 料 等 （ 第 二 号 に 掲 げ る 者 に あ っ て は 、 仕 入 関 係 資 料 ） を 備 え 付 け な け れ ば な ら な い 。

一 当 該 食 品 関 連 事 業 者 以 外 の 食 品 関 連 事 業 者 等

二 前 号 に 掲 げ る 者 以 外 の 者

2 食 品 関 連 事 業 者 は 、 前 項 の 仕 入 関 係 資 料 等 を 、 当 該 仕 入 関 係 資 料 等 に 係 る 県 産 物 表 示 食 品 の 最 後 の 販 売 の 日 か ら 起 算 し て 三 年 間 保 存 し な け れ ば な ら な い 。

3 前 二 項 の 規 定 は 、 県 産 物 表 示 食 品 の 販 売 に 際 し て 食 品 関 連 事 業 者 が 自 ら 県 産 農 林 水 産 物 又 は 県 産 農 林 水 産 物 使 用 食 品 で あ る こ と を 表 示 し な い と き は 、 適 用

し な い 。

4 飲 食 店 営 業 者 は 、 県 産 物 表 示 食 品 を 提 供 す る と き は 、 当 該 県 産 物 表 示 食 品 を 提 供 す る 事 業 所 に 、 当 該 県 産 物 表 示 食 品 に 係 る 仕 入 関 係 資 料 を 備 え 付 け な け れ

ば な ら な い 。

5 飲 食 店 営 業 者 は 、 前 項 の 仕 入 関 係 資 料 を 、 当 該 仕 入 関 係 資 料 に 係 る 県 産 物 表 示 食 品 の 最 後 の 提 供 の 日 か ら 起 算 し て 九 十 日 間 保 存 し な け れ ば な ら な い 。

三校

７４

平成27年2月議案



6 前 二 項 の 規 定 は 、 県 産 物 表 示 食 品 の 提 供 に 際 し て 飲 食 店 営 業 者 が 自 ら 県 産 農 林 水 産 物 又 は 県 産 農 林 水 産 物 使 用 食 品 で あ る こ と を 表 示 し な い と き は 、 適 用 し

な い 。
第 二 節 県 の 措 置

（ 原 産 地 の 表 示 に 関 す る 試 験 ）

第 二 十 条 知 事 は 、 食 品 の 原 産 地 の 表 示 の 適 正 な 実 施 を 確 保 す る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 当 該 表 示 に 関 す る 科 学 的 な 手 法 に よ る 試 験 を 行 う こ と が で き

る 。
（ 立 入 検 査 等 ）

第 二 十 一 条 知 事 は 、 第 十 八 条 に 規 定 す る 場 合 に お い て 飲 食 店 営 業 者 が し た 食 品 表 示 の 内 容 を 確 認 す る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 そ の 必 要 な 限 度 で 、 飲

食 店 営 業 者 そ の 他 の 関 係 者 か ら 報 告 を 求 め 、 又 は そ の 職 員 を し て そ れ ら の 者 の 事 業 所 そ の 他 事 業 に 係 る 施 設 若 し く は 場 所 に 立 ち 入 り 、 食 品 、 帳 簿 書 類 そ の 他

の 物 件 を 検 査 さ せ る こ と が で き る 。

2 知 事 は 、 前 条 に 規 定 す る 試 験 を 行 う た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 そ の 必 要 な 限 度 で 、 そ の 職 員 を し て 、 食 品 関 連 事 業 者 そ の 他 の 関 係 者 の 事 業 所 そ の 他

事 業 に 係 る 施 設 又 は 場 所 に 立 ち 入 り 、 当 該 試 験 の 用 に 供 す る の に 必 要 な 限 度 に お い て 、 食 品 の 提 出 を 求 め さ せ る こ と が で き る 。

3 前 二 項 の 規 定 に よ り 立 入 検 査 等 を 行 う 職 員 （ 以 下 「 と く し ま 食 品 表 示 Ｇ メ ン 」 と い う 。 ） は 、 そ の 身 分 を 示 す 証 明 書 を 携 帯 し 、 関 係 者 に こ れ を 提 示 し な け

れ ば な ら な い 。

4 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 等 の 権 限 は 、 犯 罪 捜 査 の た め に 認 め ら れ た も の と 解 釈 し て は な ら な い 。

5 と く し ま 食 品 表 示 Ｇ メ ン に 関 し 、 職 務 そ の 他 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ る も の と す る 。

（ 勧 告 及 び 命 令 ）

第 二 十 二 条 知 事 は 、 食 品 関 連 事 業 者 又 は 飲 食 店 営 業 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 当 該 食 品 関 連 事 業 者 又 は 飲 食 店 営 業 者 に 対 し 、 当 該 各 号 に 定

め る 措 置 を と る よ う 勧 告 す る こ と が で き る 。

一 第 十 九 条 第 一 項 若 し く は 第 四 項 の 規 定 に 違 反 し て 仕 入 関 係 資 料 等 を 備 え 付 け ず 、 又 は 同 条 第 二 項 若 し く は 第 五 項 の 規 定 に 違 反 し て 仕 入 関 係 資 料 等 を 保 存

し な か っ た と き 仕 入 関 係 資 料 等 の 適 正 な 備 付 け 及 び 保 存 の 措 置

二 不 当 景 品 類 及 び 不 当 表 示 防 止 法 （ 昭 和 三 十 七 年 法 律 第 百 三 十 四 号 ） 第 四 条 第 一 項 （ 第 一 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） の 規 定 に 違 反 す る 行 為 が あ る と 認 め ら れ

る と き 当 該 行 為 の 取 り や め 若 し く は 当 該 行 為 が 再 び 行 わ れ る こ と を 防 止 す る た め に 必 要 な 措 置 又 は こ れ ら の 実 施 に 関 連 す る 公 示 そ の 他 必 要 な 措 置

2 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 勧 告 （ 同 項 第 一 号 に 係 る も の に 限 る 。 ） を 受 け た 食 品 関 連 事 業 者 又 は 飲 食 店 営 業 者 が 当 該 勧 告 に 正 当 な 理 由 な く 従 わ な い と き は 、

当 該 勧 告 を 受 け た 食 品 関 連 事 業 者 又 は 飲 食 店 営 業 者 に 対 し 、 当 該 勧 告 に 係 る 措 置 を と る べ き こ と を 命 ず る こ と が で き る 。
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（ 公 表 ）

第 二 十 三 条 知 事 は 、 食 品 関 連 事 業 者 又 は 飲 食 店 営 業 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 し 、 か つ 、 当 該 食 品 関 連 事 業 者 又 は 飲 食 店 営 業 者 に 正 当 な 理 由 が な い と 認

め る と き は 、 当 該 食 品 関 連 事 業 者 又 は 飲 食 店 営 業 者 の 氏 名 又 は 名 称 、 当 該 事 実 そ の 他 必 要 と 認 め る 事 項 を 公 表 す る こ と が で き る 。

一 第 二 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 を せ ず 、 又 は 虚 偽 の 報 告 を し た と き 。

二 第 二 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 を 拒 み 、 妨 げ 、 又 は 忌 避 し た と き 。

三 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 勧 告 （ 同 項 第 二 号 に 係 る も の に 限 る 。 ） を 受 け た 者 が 当 該 勧 告 に 従 わ な い と き 。

四 前 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 命 令 を 受 け た 者 が 当 該 命 令 に 従 わ な い と き 。

2 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 公 表 を し よ う と す る 場 合 は 、 あ ら か じ め 、 食 品 関 連 事 業 者 又 は 飲 食 店 営 業 者 に 対 し 、 証 拠 を 提 出 し 、 及 び 意 見 を 述 べ る 機 会 を 与

え な け れ ば な ら な い 。

第 四 章 特 定 食 品 製 造 事 業 者 の 届 出 等

（ 営 業 の 開 始 等 の 届 出 ）

第 二 十 四 条 特 定 食 品 製 造 事 業 者 は 、 そ の 営 業 を 開 始 し た と き （ 休 止 し て い た 営 業 を 再 開 し た と き を 含 む 。 ） は 、 そ の 日 か ら 起 算 し て 九 十 日 以 内 に 、 特 定 食 品

の 製 造 又 は 加 工 を 行 う 施 設 ご と に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

一 特 定 食 品 製 造 事 業 者 の 氏 名 及 び 住 所 （ 法 人 に あ っ て は 、 そ の 名 称 、 代 表 者 の 氏 名 及 び 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 ）

二 特 定 食 品 の 製 造 又 は 加 工 を 行 う 施 設 の 名 称 及 び 所 在 地

三 特 定 食 品 の 種 類

四 主 た る 取 引 先

五 第 二 十 七 条 第 一 項 に 規 定 す る 食 品 表 示 責 任 者 の 氏 名

（ 証 票 ）

第 二 十 五 条 知 事 は 、 前 条 の 規 定 に よ る 届 出 が あ っ た と き は 、 当 該 届 出 を し た 特 定 食 品 製 造 事 業 者 が 次 の 各 号 の い ず れ に も 該 当 し な い 場 合 は 、 同 条 各 号 に 掲 げ

る 事 項 を 記 載 し た 証 票 （ 以 下 「 証 票 」 と い う 。 ） を 交 付 す る も の と す る 。

一 関 係 法 令 等 、 こ の 条 例 若 し く は 推 進 条 例 又 は 関 係 法 令 等 、 こ の 条 例 若 し く は 推 進 条 例 に 基 づ く 処 分 に 違 反 し て 刑 に 処 せ ら れ 、 そ の 執 行 を 終 わ り 、 又 は そ

の 執 行 を 受 け る こ と が な く な っ た 日 か ら 起 算 し て 二 年 を 経 過 し な い 者

二 法 人 で あ っ て 、 そ の 役 員 の う ち に 前 号 に 該 当 す る 者 が あ る も の

2 特 定 食 品 製 造 事 業 者 は 、 証 票 の 交 付 を 受 け た と き は 、 特 定 食 品 の 製 造 又 は 加 工 を 行 う 施 設 の 見 や す い 場 所 に 掲 示 し な け れ ば な ら な い 。
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3 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 証 票 を 交 付 し た と き は 、 当 該 証 票 を 交 付 し た 特 定 食 品 製 造 事 業 者 の 氏 名 及 び 住 所 （ 法 人 に あ っ て は 、 そ の 名 称 、 代 表 者 の 氏 名

及 び 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 ） を 公 表 す る こ と が で き る 。

（ 営 業 の 休 廃 止 等 の 届 出 ）

第 二 十 六 条 特 定 食 品 製 造 事 業 者 は 、 そ の 営 業 を 休 止 し 、 廃 止 し 、 又 は 証 票 の 記 載 事 項 （ 第 二 十 四 条 第 三 号 及 び 第 四 号 に 掲 げ る 事 項 を 除 く 。 ） に 変 更 を 生 じ た

と き は 、 速 や か に 、 そ の 証 票 を 添 え て 、 そ の 旨 を 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

2 特 定 食 品 製 造 事 業 者 は 、 証 票 を 亡 失 し 、 又 は 毀 損 し た と き は 、 速 や か に 、 そ の 旨 を 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

3 証 票 を 毀 損 し た 特 定 食 品 製 造 事 業 者 が 前 項 の 規 定 に よ る 届 出 を す る 場 合 に は 、 届 出 書 に そ の 証 票 を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。

4 前 条 第 一 項 の 規 定 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 （ 証 票 の 記 載 事 項 の 変 更 に 係 る も の に 限 る 。 ） 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 届 出 が あ っ た 場 合 に つ い て 準 用 す る 。

5 特 定 食 品 製 造 事 業 者 は 、 前 項 に お い て 準 用 す る 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 証 票 の 交 付 を 受 け た 後 、 亡 失 し た 証 票 を 発 見 し た と き は 、 速 や か に 、 こ れ を 知 事 に

返 納 し な け れ ば な ら な い 。

（ 食 品 表 示 責 任 者 ）

第 二 十 七 条 特 定 食 品 製 造 事 業 者 は 、 そ の 営 業 を 開 始 し た と き （ 休 止 し て い た 営 業 を 再 開 し た と き を 含 む 。 ） は 、 そ の 日 か ら 起 算 し て 九 十 日 以 内 に 、 特 定 食 品

の 製 造 又 は 加 工 を 行 う 施 設 ご と に 、 常 時 使 用 す る 従 業 員 の う ち か ら 、 食 品 表 示 の 適 正 化 に 関 す る 責 任 者 （ 以 下 「 食 品 表 示 責 任 者 」 と い う 。 ） を 置 か な け れ ば

な ら な い 。 た だ し 、 特 定 食 品 製 造 事 業 者 が 自 ら 食 品 表 示 責 任 者 と な っ て 担 当 す る 施 設 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。

2 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 常 時 使 用 す る 従 業 員 の 数 が 二 人 以 下 の 小 規 模 な 特 定 食 品 製 造 事 業 者 の 場 合 に あ っ て は 、 当 該 特 定 食 品 製 造 事 業 者 及 び そ の 従 業 員

以 外 の 者 （ 当 該 特 定 食 品 製 造 事 業 者 の 取 り 扱 う 食 品 の 食 品 表 示 に つ き 食 品 表 示 責 任 者 と し て の 能 力 を 有 す る 者 に 限 る 。 ） を も っ て 食 品 表 示 責 任 者 と す る こ と

が で き る 。

3 第 一 項 の 規 定 は 、 特 定 食 品 製 造 事 業 者 の う ち 、 消 費 者 に 対 し 販 売 す る た め に 容 器 に 入 れ 、 又 は 包 装 し た 食 品 を 出 荷 し 、 又 は 販 売 し て い な い 者 に つ い て は 、

適 用 し な い 。

（ 食 品 表 示 責 任 者 の 責 務 ）

第 二 十 八 条 食 品 表 示 責 任 者 は 、 知 事 が 実 施 し 、 又 は 指 定 す る 講 習 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

2 食 品 表 示 責 任 者 は 、 担 当 す る 施 設 に お け る 食 品 表 示 の 適 正 化 を 推 進 す る た め 、 次 の 事 項 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

一 前 項 に 規 定 す る 講 習 を 定 期 的 に 受 け る こ と 等 に よ り 、 常 に 食 品 表 示 に 関 す る 新 し い 知 見 を 習 得 す る こ と 。

二 担 当 す る 施 設 に お い て 、 取 り 扱 う 食 品 の 食 品 表 示 が 適 正 に 行 わ れ る よ う 業 務 を 管 理 し 、 及 び 監 督 す る こ と 。

三 担 当 す る 施 設 に お い て 、 従 業 員 に 対 し 食 品 表 示 に 関 す る 研 修 及 び 啓 発 を 行 う こ と 。
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四 消 費 者 に 対 し 、 取 り 扱 う 食 品 に 関 す る 正 確 な 情 報 を 提 供 す る こ と 。

（ 特 定 食 品 製 造 事 業 者 の 衛 生 管 理 ）

第 二 十 九 条 特 定 食 品 製 造 事 業 者 は 、 そ の 営 業 の 施 設 を 食 品 衛 生 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 七 号 ） 別 表 第 三 の 第 一 に 定 め る 基 準 に 適 合 さ せ る よ

う 努 め な け れ ば な ら な い 。

第 五 章 雑 則

（ 手 数 料 ）

第 三 十 条 第 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 認 定 を 受 け よ う と す る 者 は 、 そ の 行 う 営 業 一 件 に つ き 一 万 円 の 手 数 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

2 前 項 の 手 数 料 は 、 第 十 四 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 際 、 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

3 既 納 の 手 数 料 は 、 還 付 し な い 。

（ 委 任 ）

第 三 十 一 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

第 六 章 罰 則

第 三 十 二 条 第 二 十 一 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 立 入 り を 拒 み 、 又 は 正 当 な 理 由 な く 同 項 の 規 定 に よ る 食 品 の 提 出 を し な か っ た 者 は 、 二 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。

第 三 十 三 条 法 人 の 代 表 者 又 は 法 人 若 し く は 人 の 代 理 人 、 使 用 人 そ の 他 の 従 業 者 が 、 そ の 法 人 又 は 人 の 業 務 に 関 し 、 前 条 の 違 反 行 為 を し た と き は 、 行 為 者 を 罰

す る ほ か 、 そ の 法 人 又 は 人 に 対 し て も 、 同 条 の 罰 金 刑 を 科 す る 。

第 三 十 四 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 五 万 円 以 下 の 過 料 に 処 す る 。

一 第 十 九 条 第 一 項 又 は 第 四 項 の 規 定 に よ り 備 え 付 け な け れ ば な ら な い 仕 入 関 係 資 料 等 に 虚 偽 の 記 載 を し た 者

二 第 二 十 四 条 の 規 定 に よ る 届 出 を せ ず 、 又 は 虚 偽 の 届 出 を し た 者

附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 条 例 は 、 食 品 表 示 法 の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 第 十 号 及 び 第 十 一 号 、 第 十 九 条 、 第 二 十 二 条 第 一 項 （ 第 一 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 及 び

第 二 項 、 第 二 十 三 条 第 一 項 （ 第 四 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 、 第 四 章 （ 第 二 十 九 条 を 除 く 。 ） 、 第 三 十 四 条 並 び に 次 項 か ら 附 則 第 四 項 ま で の 規 定 は 、 平 成 二 十 七 年

九 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

2 第 十 九 条 の 規 定 は 、 平 成 二 十 七 年 九 月 一 日 前 に 仕 入 れ た 食 品 に 係 る 仕 入 関 係 資 料 に つ い て は 、 適 用 し な い 。
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3 平 成 二 十 七 年 九 月 一 日 前 か ら 引 き 続 き そ の 営 業 を 行 っ て い る 特 定 食 品 製 造 事 業 者 （ 以 下 「 継 続 事 業 者 」 と い う 。 ） に つ い て は 、 同 日 に そ の 営 業 を 開 始 し た

も の と み な し て 、 第 四 章 （ 第 二 十 九 条 を 除 く 。 ） の 規 定 を 適 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 継 続 事 業 者 で あ っ て 知 事 が 特 に 認 め る も の （ 以 下 「 特 認 事 業 者 」 と

い う 。 ） に つ い て は 、 同 日 に 、 第 二 十 四 条 の 規 定 に よ る 届 出 及 び 第 二 十 七 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ る 食 品 表 示 責 任 者 の 設 置 が さ れ た も の と み な す 。

4 平 成 二 十 七 年 九 月 一 日 前 に 知 事 が 特 認 事 業 者 に 対 し て 交 付 し た 書 面 で あ っ て 証 票 に 相 当 す る も の は 、 証 票 と み な し て 、 第 二 十 五 条 第 二 項 及 び 第 三 項 並 び に

第 二 十 六 条 の 規 定 を 適 用 す る 。

提 案 理 由

食 品 表 示 の 適 正 化 に 関 す る 県 の 基 本 的 な 施 策 、 食 品 表 示 の 適 正 性 を 確 保 す る た め の 食 品 関 連 事 業 者 等 の 取 組 等 及 び 特 定 食 品 製 造 事 業 者 の 届 出 等 に 関 す る 事 項

を 定 め る こ と に よ り 、 徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 に よ る 措 置 と 相 ま っ て 、 食 の 安 全 安 心 の 確 保 に 関 す る 施 策 を 計 画 的 に 推 進 し 、 も っ て 県 民 の 健 康 の 保 護 並 び

に 消 費 者 に 信 頼 さ れ る 県 産 食 品 の 生 産 及 び 供 給 の 振 興 に 資 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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食 品 衛 生 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

食 品 衛 生 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

（ 管 理 運 営 基 準 ）

第 二 条 法 第 五 十 条 第 二 項 に 規 定 す る 営 業 の 施 設 の 内 外 の 清 潔 保 持 、 ね ず み 、 昆 虫 等 の 駆 除 そ の 他 公 衆 衛 生 上 講 ず べ き 措 置 に 関 す る 基 準 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る

営 業 者 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る 基 準 と す る 。

一 次 号 に 掲 げ る 営 業 者 以 外 の 営 業 者 別 表 第 一 に 定 め る 基 準

二 危 害 分 析 ・ 重 要 管 理 点 方 式 （ 食 品 の 安 全 性 を 確 保 す る 上 で 重 要 な 危 害 の 原 因 と な る 物 質 及 び 当 該 危 害 が 発 生 す る お そ れ の あ る 工 程 の 特 定 、 評 価 及 び 管 理

を 行 う 衛 生 管 理 の 方 式 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 用 い て 衛 生 管 理 を 行 う 営 業 者 別 表 第 二 に 定 め る 基 準

2 法 第 六 十 二 条 第 一 項 に お い て 準 用 す る 法 第 五 十 条 第 二 項 に 規 定 す る 基 準 は 、 別 表 第 一 の 第 一 の 八 の 12 、 九 、 十 一 及 び 十 三 に 定 め る 基 準 と す る 。

第 三 条 中 「 の 規 定 に よ る 」 を 「 に 規 定 す る 」 に 、 「 の 基 準 」 を 「 に つ い て の 基 準 」 に 、 「 別 表 第 二 の と お り 」 を 「 別 表 第 三 に 定 め る 基 準 」 に 改 め る 。

別 表 第 一 の 第 一 の 三 に 次 の よ う に 加 え る 。

12 施 設 に お い て お う 吐 し た 場 合 に は 、 直 ち に 殺 菌 剤 を 用 い て 適 切 に 消 毒 す る こ と 。

別 表 第 一 の 第 一 の 四 の 1 中 「 取 扱 う 」 を 「 取 り 扱 う 」 に 改 め 、 同 四 の 2 中 「 一 年 間 以 上 」 を 「 一 年 以 上 」 に 改 め 、 同 第 一 の 五 か ら 七 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

五 ね ず み 及 び 昆 虫 対 策

1 施 設 及 び そ の 周 囲 は 、 ね ず み 及 び 昆 虫 の 繁 殖 場 所 を 排 除 す る と と も に 、 窓 、 扉 及 び 吸 排 気 口 の 網 戸 、 ね ず み 及 び 昆 虫 の 捕 獲 器 、 排 水 溝 の 蓋 等 の 設 置

第 二 十 八 号
食 品 衛 生 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

食 品 衛 生 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 二 十 八 号 食 品 衛 生 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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に よ り 、 ね ず み 及 び 昆 虫 の 施 設 内 へ の 侵 入 を 防 止 す る こ と 。

2 原 材 料 、 製 品 、 包 装 資 材 等 は 、 容 器 に 入 れ る 等 の ね ず み 又 は 昆 虫 に よ る 汚 染 防 止 対 策 を 講 じ た 上 で 保 管 す る こ と 。

3 ね ず み 及 び 昆 虫 の 駆 除 作 業 は 、 施 設 及 び そ の 周 囲 の 状 況 を 考 慮 し た 方 法 及 び 頻 度 で 実 施 し 、 そ の 実 施 記 録 を 一 年 間 保 管 す る こ と 。

4 殺 そ 剤 又 は 殺 虫 剤 を 使 用 す る 場 合 に は 、 食 品 、 添 加 物 、 器 具 又 は 容 器 包 装 （ 以 下 「 食 品 等 」 と い う 。 ） を 汚 染 し な い よ う そ の 取 扱 い に 十 分 注 意 す る

こ と 。

六 廃 棄 物 及 び 排 水 の 取 扱 い

1 廃 棄 物 の 保 管 及 び そ の 廃 棄 の 方 法 に つ い て 、 必 要 に 応 じ て 手 順 書 を 作 成 す る こ と 。

2 廃 棄 物 の 容 器 は 、 他 の 容 器 と 明 確 に 区 別 で き る よ う に し 、 汚 液 又 は 汚 臭 が 漏 れ な い よ う に 常 に 清 潔 に し て お く こ と 。

3 廃 棄 物 は 、 作 業 に 支 障 の な い 限 り 、 食 品 の 取 扱 い 又 は 保 管 の 区 域 （ 隣 接 す る 区 域 を 含 む 。 ） に 保 管 し な い こ と 。

4 廃 棄 物 の 保 管 場 所 は 、 周 囲 の 環 境 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ な い よ う 適 切 に 管 理 す る こ と 。

5 廃 棄 物 及 び 排 水 の 処 理 は 、 適 切 に 行 う こ と 。

七 食 品 衛 生 責 任 者

1 営 業 者 （ 法 第 四 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 食 品 衛 生 管 理 者 を 置 か な け れ ば な ら な い 営 業 者 を 除 く 。 2 を 除 き 、 以 下 8 ま で に お い て 同 じ 。 ） は 、 施 設

又 は 部 門 ご と に 、 食 品 衛 生 に 関 す る 責 任 者 （ 以 下 「 食 品 衛 生 責 任 者 」 と い う 。 ） を 食 品 取 扱 者 の う ち か ら 選 任 す る こ と 。 た だ し 、 営 業 者 が 自 ら 食 品 衛

生 責 任 者 と な る 一 の 施 設 又 は 部 門 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。

2 1 に か か わ ら ず 、 同 一 の 建 物 に お い て 二 以 上 の 施 設 を 設 け て い る と き は 、 食 品 衛 生 責 任 者 は 、 当 該 二 以 上 の 施 設 を 通 じ て 一 人 と す る こ と が で き る こ

と 。

3 営 業 者 は 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者 の う ち か ら 、 食 品 衛 生 責 任 者 を 選 任 す る よ う に 努 め る こ と 。

㈠ 栄 養 士 、 調 理 師 、 製 菓 衛 生 師 、 食 鳥 処 理 衛 生 管 理 者 、 船 舶 料 理 士 又 は 法 第 四 十 八 条 第 六 項 各 号 に 掲 げ る 者

㈡ 知 事 が 実 施 し 、 若 し く は 指 定 す る 食 品 衛 生 責 任 者 の た め の 講 習 会 （ 以 下 「 食 品 衛 生 責 任 者 養 成 講 習 会 」 と い う 。 ） 又 は 知 事 が こ れ と 同 等 以 上 と 認

め る 講 習 会 の 受 講 修 了 者

4 営 業 者 は 、 食 品 衛 生 責 任 者 と し て 選 任 し た 者 が 3 の ㈠ 若 し く は ㈡ の い ず れ に も 該 当 し な い と き 、 又 は 自 ら 食 品 衛 生 責 任 者 と な っ た 場 合 に お い て 自 ら

が 3 の ㈠ 若 し く は ㈡ の い ず れ に も 該 当 し な い と き は 、 速 や か に 、 食 品 衛 生 責 任 者 養 成 講 習 会 に 、 当 該 食 品 衛 生 責 任 者 と し て 選 任 し た 者 を 出 席 さ せ 、 又

は 自 ら 出 席 す る よ う に 努 め る こ と 。

5 営 業 者 は 、 施 設 の 見 や す い 箇 所 に 食 品 衛 生 責 任 者 の 氏 名 を 記 載 し た 名 札 を 掲 示 し て お く こ と 。
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6 食 品 衛 生 責 任 者 は 、 営 業 者 の 指 示 を 受 け て 、 そ の 担 当 す る 施 設 の 維 持 管 理 そ の 他 当 該 施 設 に 関 す る 食 品 衛 生 上 の 管 理 運 営 に 当 た る こ と 。

7 食 品 衛 生 責 任 者 は 、 そ の 担 当 す る 施 設 に 関 し て 、 食 品 衛 生 上 の 不 備 事 項 又 は 不 適 事 項 を 発 見 し た と き は 、 営 業 者 に 対 し て そ の 改 善 を 進 言 す る こ と 。

8 営 業 者 は 、 食 品 衛 生 責 任 者 の 食 品 衛 生 管 理 運 営 上 の 進 言 が あ っ た と き は 、 速 や か に 、 当 該 進 言 に 係 る 不 備 事 項 又 は 不 適 事 項 に つ い て 改 善 す る こ と 。

別 表 第 一 の 第 一 中 八 を 十 二 と し 、 同 十 二 の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

八 食 品 等 の 取 扱 い

1 食 品 等 の 仕 入 れ に 当 た っ て は 、 衛 生 上 の 観 点 か ら 品 質 、 鮮 度 、 表 示 等 に つ い て 点 検 し 、 そ の 結 果 を 記 録 す る よ う 努 め る こ と 。

2 原 材 料 と し て 使 用 す る 食 品 は 、 当 該 食 品 に 適 し た 状 態 及 び 方 法 で 衛 生 的 に 保 存 す る こ と 。

3 冷 蔵 庫 内 又 は 冷 蔵 室 内 で は 、 相 互 汚 染 が 生 じ な い よ う 区 画 し て 保 存 す る こ と 。

4 添 加 物 を 使 用 す る 場 合 は 、 正 確 に 計 量 し 、 適 正 に 使 用 す る こ と 。

5 食 品 の 製 造 、 加 工 又 は 調 理 に お い て 、 病 原 微 生 物 そ の 他 の 微 生 物 及 び そ れ ら の 毒 素 を 、 完 全 に 、 又 は 安 全 な 量 ま で 死 滅 さ せ 、 又 は 除 去 す る こ と 。

6 食 品 は 、 当 該 食 品 の 水 分 活 性 、 水 素 イ オ ン 濃 度 及 び 微 生 物 に よ る 汚 染 状 況 、 消 費 期 限 又 は 賞 味 期 限 、 製 造 加 工 の 方 法 、 包 装 形 態 、 生 食 用 又 は 加 熱 加

工 用 等 の 使 用 方 法 等 に 応 じ て 冷 蔵 保 存 す る 等 、 調 理 、 製 造 、 保 管 、 運 搬 、 販 売 等 の 各 過 程 に お い て 時 間 及 び 温 度 の 管 理 に 十 分 配 慮 し て 衛 生 的 に 取 り 扱

う こ と 。

7 食 品 間 の 相 互 汚 染 を 防 止 す る た め 、 次 の 点 に 配 慮 す る こ と 。

㈠ 未 加 熱 又 は 未 加 工 の 原 材 料 は 、 そ の ま ま 摂 取 さ れ る 食 品 と 区 分 し て 取 り 扱 う こ と 。

㈡ 製 造 、 加 工 又 は 調 理 を 行 う 区 域 へ は 、 当 該 区 域 で 作 業 を 行 う 食 品 取 扱 者 以 外 の 者 が 立 ち 入 る こ と の な い よ う に す る こ と 。 た だ し 、 当 該 食 品 取 扱 者

以 外 の 者 の 立 入 り に よ る 食 品 等 の 汚 染 の お そ れ が な い 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

㈢ ㈡ の 区 域 へ 入 る 際 に は 、 必 要 に 応 じ て 、 更 衣 室 等 を 経 由 し 、 衛 生 的 な 作 業 着 及 び 履 物 へ の 交 換 、 手 洗 い 等 を 行 う こ と 。

㈣ 食 肉 等 の 未 加 熱 食 品 を 取 り 扱 っ た 設 備 、 機 械 器 具 等 は 、 別 の 食 品 を 取 り 扱 う 前 に 、 必 要 な 洗 浄 及 び 消 毒 を 行 う こ と 。

8 原 材 料 は 、 使 用 期 限 等 に 応 じ 適 切 な 順 序 で 使 用 さ れ る よ う 配 慮 し て 保 管 す る こ と 。

9 器 具 及 び 容 器 包 装 は 、 製 品 を 汚 染 及 び 損 傷 か ら 保 護 す る こ と が で き 、 適 切 な 表 示 が 行 え る も の を 使 用 す る こ と 。

10 再 使 用 が 可 能 な 器 具 又 は 容 器 包 装 は 、 洗 浄 及 び 消 毒 が 容 易 な も の を 使 用 す る こ と 。

11 食 品 等 の 製 造 又 は 加 工 に 当 た っ て は 、 次 の 事 項 の 実 施 に 努 め る こ と 。

㈠ 原 材 料 及 び 製 品 へ の 金 属 、 ガ ラ ス 、 じ ん あ い 、 洗 浄 剤 、 機 械 油 等 の 化 学 物 質 等 の 異 物 の 混 入 防 止 の た め の 措 置 を 講 じ 、 必 要 に 応 じ 、 検 査 す る こ と 。

㈡ 原 材 料 、 製 品 及 び 容 器 包 装 を ロ ッ ト ご と に 管 理 し 、 そ の 管 理 状 況 を 記 録 す る こ と 。
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㈢ 製 品 ご と に そ の 特 性 、 製 造 及 び 加 工 の 手 順 、 原 材 料 等 に つ い て 記 載 し た 製 品 説 明 書 を 作 成 し 、 保 存 す る こ と 。

㈣ 分 割 さ れ 、 又 は 細 切 さ れ た 食 肉 等 に つ い て 、 異 物 の 混 入 が な い か ど う か を 確 認 し 、 異 物 が 認 め ら れ た 場 合 に は 、 当 該 食 肉 等 の う ち 汚 染 の 可 能 性 が

あ る 部 分 を 廃 棄 す る こ と 。

㈤ 原 材 料 と し て 使 用 し て い な い 食 品 衛 生 法 第 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 表 示 の 基 準 に 関 す る 内 閣 府 令 （ 平 成 二 十 三 年 内 閣 府 令 第 四 十 五 号 ） 第 一 条

第 二 項 第 七 号 に 規 定 す る 特 定 原 材 料 等 が 製 造 工 程 に お い て 混 入 し な い よ う 措 置 を 講 ず る こ と 。

12 原 材 料 及 び 製 品 に つ い て 自 主 検 査 を 行 い 、 法 第 十 一 条 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 及 び 規 格 等 へ の 適 合 性 を 確 認 し 、 そ の 結 果 を 記 録 し 、 保 存 す る よ う 努 め

る こ と 。

13 お う 吐 物 等 に よ り 汚 染 さ れ た 可 能 性 の あ る 食 品 は 廃 棄 す る こ と 。

九 記 録 の 作 成 及 び 保 存

1 食 品 衛 生 上 の 危 害 の 発 生 の 防 止 に 必 要 な 限 度 に お い て 、 取 り 扱 う 食 品 に 係 る 仕 入 元 、 製 造 又 は 加 工 等 の 状 態 、 出 荷 先 又 は 販 売 先 そ の 他 必 要 な 事 項 に

関 す る 記 録 を 作 成 し 、 こ れ を 保 存 す る よ う 努 め る こ と 。

2 1 の 記 録 の 保 存 期 間 は 、 取 り 扱 う 食 品 等 の 消 費 期 限 、 賞 味 期 限 等 に 応 じ て 合 理 的 な 期 間 を 設 定 す る こ と 。

3 食 中 毒 等 の 食 品 衛 生 上 の 危 害 の 発 生 を 防 止 す る た め 、 国 、 都 道 府 県 等 か ら 要 請 が あ っ た 場 合 に は 、 1 の 記 録 を 提 出 す る こ と 。

十 管 理 運 営 要 領 等 の 作 成

1 営 業 者 は 、 施 設 及 び 食 品 の 取 扱 い 等 に 係 る 衛 生 上 の 管 理 運 営 要 領 を 作 成 し 、 食 品 取 扱 者 及 び 関 係 者 に 周 知 徹 底 す る こ と 。

2 定 期 的 に 製 品 検 査 、 拭 き 取 り 検 査 等 を 実 施 し 、 施 設 の 衛 生 状 態 を 確 認 す る こ と に よ り 、 1 で 作 成 し た 管 理 運 営 要 領 の 効 果 を 検 証 し 、 必 要 に 応 じ 、 そ

の 内 容 を 見 直 す こ と 。

3 食 肉 処 理 業 に あ っ て は 、 営 業 者 は 、 管 理 運 営 要 領 に 基 づ く 衛 生 管 理 に つ い て の 点 検 表 を 作 成 し 、 食 品 衛 生 責 任 者 に 定 期 的 に 点 検 さ せ る こ と 。

十 一 回 収 及 び 廃 棄

1 販 売 食 品 等 （ 法 第 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 販 売 食 品 等 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 起 因 す る 食 品 衛 生 上 の 問 題 が 発 生 し た 場 合 に お い て 、 消 費 者 に 対 す る 健

康 被 害 を 未 然 に 防 止 す る 観 点 か ら 、 問 題 と な っ た 製 品 を 迅 速 か つ 適 切 に 回 収 で き る よ う 、 回 収 に 係 る 責 任 体 制 、 具 体 的 な 回 収 の 方 法 、 当 該 製 品 の 製 造

施 設 等 の 所 在 地 を 所 管 す る 保 健 所 長 等 へ の 報 告 等 の 手 順 を 定 め る こ と 。

2 回 収 さ れ た 当 該 製 品 は 、 通 常 の 製 品 と 明 確 に 区 別 し て 保 管 し 、 保 健 所 長 等 の 指 示 に 従 っ て 適 切 に 廃 棄 等 の 措 置 を 講 ず る こ と 。

3 回 収 等 を 行 う 際 は 、 必 要 に 応 じ 、 消 費 者 へ の 注 意 喚 起 等 の た め 、 当 該 回 収 等 に 関 す る 公 表 に つ い て 考 慮 す る こ と 。

別 表 第 一 の 第 一 に 次 の よ う に 加 え る 。
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十 三 情 報 の 提 供 及 び 報 告

1 消 費 者 に 対 し 、 販 売 食 品 等 に つ い て の 安 全 性 に 関 す る 情 報 提 供 に 努 め る こ と 。

2 製 造 し 、 加 工 し 、 若 し く は 輸 入 し た 食 品 等 に つ い て の 消 費 者 の 健 康 被 害 （ 医 師 の 診 断 を 受 け 、 そ の 症 状 が 当 該 食 品 等 に 起 因 す る 又 は そ の 疑 い が あ る

と 診 断 さ れ た も の に 限 る 。 ） に 関 す る 情 報 を 得 た と き 又 は 法 の 規 定 に 違 反 す る 食 品 等 に 関 す る 情 報 を 得 た と き は 、 保 健 所 長 に 速 や か に 報 告 す る こ と 。

3 製 造 し 、 加 工 し 、 又 は 輸 入 し た 食 品 等 に 係 る 異 味 又 は 異 臭 の 発 生 、 異 物 の 混 入 そ の 他 の 消 費 者 等 か ら の 苦 情 で あ っ て 、 健 康 被 害 に つ な が る お そ れ が

否 定 で き な い も の を 受 け た 場 合 は 、 保 健 所 長 に 速 や か に 報 告 す る こ と 。

別 表 第 一 の 第 二 か ら 第 五 ま で を 削 り 、 同 表 の 第 六 の 九 中 「 や 」 を 「 、 」 に 、 「 消 毒 」 を 「 消 毒 を 行 い 、 使 い 捨 て 手 袋 を 使 用 す る 場 合 に は 交 換 」 に 改 め 、 同 第 六

を 同 表 の 第 二 と し 、 同 表 の 第 七 の 一 中 「 方 法 等 」 を 「 方 法 、 適 正 な 手 洗 い の 方 法 、 健 康 管 理 等 」 に 改 め 、 同 第 七 の 二 中 「 五 の 6 及 び 七 の 1 、 第 四 の 一 並 び に 第

五 の 一 」 を 「 三 の 12 、 六 の 1 、 八 の 6 、 十 の 1 及 び 十 一 の 1 」 に 、 「 す る 」 を 「 す る こ と 」 に 改 め 、 同 第 七 を 同 表 の 第 三 と し 、 同 表 中 第 八 を 第 四 と し 、 第 九 を

第 五 と し 、 第 十 及 び 第 十 一 を 削 る 。

別 表 第 二 を 別 表 第 三 と し 、 別 表 第 一 の 次 に 次 の 一 表 を 加 え る 。

別 表 第 二 （ 第 二 条 関 係 ）

第 一 食 品 取 扱 施 設 等 に お け る 衛 生 管 理

一 一 般 事 項 等

別 表 第 一 の 第 一 の 一 か ら 七 ま で 及 び 十 か ら 十 三 ま で に 定 め る 基 準 に よ る こ と 。

二 危 害 分 析 ・ 重 要 管 理 点 方 式 を 用 い て 衛 生 管 理 を 行 う 班 の 編 成

食 品 衛 生 管 理 者 、 食 品 衛 生 責 任 者 そ の 他 の 製 品 に つ い て の 知 識 及 び 専 門 的 な 技 術 を 有 す る 者 に よ り 構 成 さ れ る 班 を 編 成 す る こ と 。

三 製 品 説 明 書 及 び 製 造 工 程 一 覧 図 の 作 成

1 原 材 料 等 の 組 成 、 水 分 活 性 、 水 素 イ オ ン 濃 度 等 の 物 理 的 又 は 化 学 的 性 質 、 加 熱 、 凍 結 、 加 塩 、 く ん 煙 等 の 殺 菌 又 は 静 菌 処 理 の 方 法 、 包 装 、 保 存 性 、

保 管 条 件 、 流 通 方 法 等 の 製 品 の 安 全 性 に 関 す る 事 項 （ 以 下 「 製 品 の 特 性 」 と い う 。 ） を 記 載 し た 製 品 説 明 書 を 作 成 す る こ と 。

2 1 の 製 品 説 明 書 に は 、 製 品 の 使 用 方 法 、 想 定 さ れ る 消 費 者 層 等 を 記 述 す る こ と 。

3 製 品 の 全 て の 製 造 工 程 が 記 載 さ れ た 製 造 工 程 一 覧 図 を 作 成 す る こ と 。

4 3 の 製 造 工 程 一 覧 図 に つ い て 、 実 際 の 製 造 工 程 及 び 施 設 設 備 の 配 置 に 照 ら し 合 わ せ て 適 切 か 否 か の 確 認 を 行 い 、 適 切 で な い 場 合 に は 、 製 造 工 程 一 覧

図 の 修 正 を 行 う こ と 。

四 食 品 等 の 取 扱 い
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1 2 か ら 10 ま で の 方 法 に よ り 食 品 の 製 造 工 程 に お け る 全 て の 潜 在 的 な 危 害 の 原 因 と な る 物 質 を 列 挙 し 、 危 害 分 析 を 実 施 し て 特 定 さ れ た 危 害 の 原 因 と な

る 物 質 を 管 理 す る こ と 。

2 製 造 工 程 ご と に 発 生 す る お そ れ の あ る 全 て の 危 害 の 原 因 と な る 物 質 の リ ス ト （ 以 下 「 危 害 要 因 リ ス ト 」 と い う 。 ） を 作 成 し 、 健 康 に 悪 影 響 を 及 ぼ す

可 能 性 、 製 品 の 特 性 等 を 考 慮 し て 、 各 製 造 工 程 に お け る 食 品 衛 生 上 の 危 害 の 原 因 と な る 物 質 を 特 定 す る こ と 。

3 2 で 特 定 さ れ た 食 品 衛 生 上 の 危 害 の 原 因 と な る 物 質 に つ い て 、 危 害 が 発 生 す る お そ れ の あ る 製 造 工 程 ご と に 、 当 該 物 質 及 び 当 該 危 害 の 発 生 を 防 止 す

る た め の 措 置 （ 以 下 「 管 理 措 置 」 と い う 。 ） を 検 討 し 、 危 害 要 因 リ ス ト に 記 載 す る こ と 。

4 2 で 特 定 さ れ た 食 品 衛 生 上 の 危 害 の 原 因 と な る 物 質 に よ る 危 害 の 発 生 を 防 止 す る た め 、 製 造 工 程 の う ち 、 管 理 措 置 の 実 施 状 況 の 連 続 的 な 又 は 相 当 の

頻 度 の 確 認 （ 以 下 「 モ ニ タ リ ン グ 」 と い う 。 ） を 必 要 と す る も の （ 以 下 「 重 要 管 理 点 」 と い う 。 ） を 設 定 す る と と も に 、 重 要 管 理 点 を 設 定 し な い 場 合 に

は 、 そ の 理 由 を 記 載 し た 文 書 を 作 成 す る こ と 。

5 重 要 管 理 点 に 設 定 し よ う と す る 製 造 工 程 に お け る 管 理 措 置 で は 危 害 の 原 因 と な る 物 質 を 十 分 に 管 理 で き な い 場 合 は 、 当 該 製 造 工 程 又 は そ の 前 後 の 製

造 工 程 に お い て 適 切 な 管 理 措 置 を 定 め る こ と が で き る よ う 、 製 品 又 は 製 造 工 程 を 見 直 す こ と 。

6 個 々 の 重 要 管 理 点 に つ い て 、 危 害 の 原 因 と な る 物 質 を 許 容 で き る 程 度 に ま で 低 減 し 、 又 は 排 除 す る た め の 基 準 （ 危 害 の 原 因 と な る 物 質 に 係 る 許 容 の

可 否 を 判 断 す る 基 準 で あ っ て 、 温 度 、 時 間 、 水 分 含 量 、 水 分 活 性 、 水 素 イ オ ン 濃 度 、 有 効 塩 素 等 の 測 定 が 可 能 な 指 標 及 び 外 観 、 食 感 等 の 人 の 官 能 に よ

る 指 標 に 基 づ く も の を い う 。 以 下 「 管 理 基 準 」 と い う 。 ） を 設 定 す る こ と 。

7 管 理 基 準 の 遵 守 状 況 の 確 認 及 び 管 理 基 準 が 遵 守 さ れ て い な い 製 造 工 程 を 経 た 製 品 の 出 荷 の 防 止 の た め の モ ニ タ リ ン グ の 方 法 を 設 定 し 、 十 分 な 頻 度 で

実 施 す る こ と 。

8 モ ニ タ リ ン グ の 方 法 に 関 す る 全 て の 記 録 は 、 モ ニ タ リ ン グ を 実 施 し た 担 当 者 及 び 責 任 者 に よ る 署 名 を 行 う こ と 。

9 モ ニ タ リ ン グ に よ り 重 要 管 理 点 に 係 る 管 理 措 置 が 適 切 に 講 ぜ ら れ て い な い と 認 め ら れ た と き に 講 ず べ き 措 置 （ 管 理 基 準 の 不 遵 守 に よ り 影 響 を 受 け た

製 品 の 適 切 な 処 理 を 含 む 。 以 下 「 改 善 措 置 」 と い う 。 ） を 、 重 要 管 理 点 に お い て 設 定 し 、 適 切 に 実 施 す る こ と 。

10 自 ら が 用 い る 危 害 分 析 ・ 重 要 管 理 点 方 式 に つ き 、 食 品 衛 生 上 の 危 害 の 発 生 が 適 切 に 防 止 さ れ て い る こ と を 確 認 す る た め 、 十 分 な 頻 度 で 検 証 を 行 う こ

と 。

五 記 録 の 作 成 及 び 保 存

1 四 の 2 及 び 3 の 危 害 分 析 、 四 の 4 の 重 要 管 理 点 の 設 定 並 び に 四 の 6 の 管 理 基 準 の 設 定 に つ い て 、 記 録 を 作 成 し 、 及 び 保 存 す る こ と 。

2 四 の 7 の モ ニ タ リ ン グ 、 四 の 9 の 改 善 措 置 及 び 四 の 10 の 検 証 に つ い て 、 記 録 を 作 成 し 、 保 存 す る こ と 。

3 食 品 衛 生 上 の 危 害 の 発 生 の 防 止 に 必 要 な 限 度 に お い て 、 取 り 扱 う 食 品 に 係 る 仕 入 元 、 製 造 又 は 加 工 等 の 状 態 、 出 荷 先 又 は 販 売 先 そ の 他 必 要 な 事 項 に
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関 す る 記 録 を 作 成 し 、 こ れ を 保 存 す る よ う 努 め る こ と 。

4 1 か ら 3 ま で の 記 録 の 保 存 期 間 は 、 取 り 扱 う 食 品 等 の 消 費 期 限 、 賞 味 期 限 等 に 応 じ て 合 理 的 な 期 間 を 設 定 す る こ と 。

5 食 中 毒 等 の 食 品 衛 生 上 の 危 害 の 発 生 を 防 止 す る た め 、 国 、 都 道 府 県 等 か ら 要 請 が あ っ た 場 合 に は 、 1 か ら 3 ま で の 記 録 を 提 出 す る こ と 。

第 二 食 品 取 扱 者 等 の 衛 生 管 理 等

別 表 第 一 の 第 二 、 第 四 及 び 第 五 に 定 め る 基 準 に よ る こ と 。

第 三 食 品 取 扱 者 等 に 対 す る 教 育 訓 練

一 営 業 者 、 食 品 衛 生 管 理 者 又 は 食 品 衛 生 責 任 者 は 、 製 造 、 加 工 、 調 理 、 販 売 等 が 衛 生 的 に 行 わ れ る よ う 、 食 品 取 扱 者 及 び 関 係 者 に 対 し 、 食 品 等 の 衛 生 的

な 取 扱 方 法 、 汚 染 防 止 の 方 法 、 適 正 な 手 洗 い の 方 法 、 健 康 管 理 等 食 品 衛 生 上 必 要 な 事 項 に 関 す る 衛 生 教 育 を 実 施 す る こ と 。

二 一 の 衛 生 教 育 に は 、 別 表 第 一 の 第 一 の 一 の 2 、 六 の 1 、 十 の 1 及 び 十 一 の 1 並 び に 第 一 の 四 の 各 種 手 順 等 に 関 す る 事 項 を 含 む も の と す る こ と 。

三 洗 浄 剤 等 の 化 学 物 質 を 取 り 扱 う 者 に 対 し て は 、 そ の 安 全 な 取 扱 い に つ い て の 教 育 訓 練 を 実 施 す る こ と 。

四 教 育 訓 練 の 効 果 に つ い て 定 期 的 に 評 価 し 、 必 要 に 応 じ 、 そ の プ ロ グ ラ ム を 修 正 す る こ と 。

附 則

こ の 条 例 は 、 食 品 表 示 法 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 七 十 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

食 品 等 を 取 り 扱 う 施 設 の 公 衆 衛 生 上 講 ず べ き 措 置 に 係 る 国 の 指 針 が 改 め ら れ た こ と に 鑑 み 、 所 要 の 改 正 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理

由 で あ る 。
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徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 （ 平 成 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 百 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

目 次 中 「 第 十 六 条 」 を 「 第 十 七 条 の 三 」 に 、 「 第 十 七 条 」 を 「 第 十 八 条 」 に 、 「 （ 第 三 十 条 ） 」 を 「 （ 第 二 十 九 条 の 二 ・ 第 三 十 条 ） 」 に 改 め る 。

第 三 条 第 一 号 中 「 講 じ ら れ る 」 を 「 講 ぜ ら れ る 」 に 改 め 、 同 条 第 二 号 中 「 適 正 な 食 品 の 表 示 を 推 進 す る 」 を 「 、 食 品 の 信 頼 性 を 向 上 さ せ る 」 に 、 「 講 じ ら れ

る 」 を 「 講 ぜ ら れ る 」 に 改 め る 。

第 五 条 中 第 二 項 を 削 り 、 第 三 項 を 第 二 項 と し 、 第 四 項 を 第 三 項 と す る 。

第 十 三 条 第 一 項 中 「 行 っ た 食 品 」 及 び 「 当 該 食 品 」 の 下 に 「 又 は 添 加 物 」 を 加 え 、 同 条 第 二 項 中 「 行 っ た 食 品 」 及 び 「 当 該 食 品 」 の 下 に 「 又 は 添 加 物 」 を 加

え 、 「 若 し く は 」 を 「 又 は 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 食 品 が 」 を 「 食 品 又 は 添 加 物 が 」 に 改 め る 。

が い

第 十 五 条 第 一 項 中 「 蓋 然 性 」 を 「 蓋 然 性 」 に 、 「 こ の 章 」 を 「 こ の 章 （ 第 十 七 条 か ら 第 十 七 条 の 三 ま で を 除 く 。 ） 」 に 改 め る 。

第 十 七 条 か ら 第 十 七 条 の 六 ま で を 削 る 。

第 三 章 中 第 十 六 条 の 次 に 次 の 三 条 を 加 え る 。

（ 衛 生 管 理 認 証 ）

第 十 七 条 知 事 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 が そ の 営 業 又 は 事 業 （ 以 下 「 営 業 等 」 と い う 。 ） に お い て 講 ず る 公 衆 衛 生 上 の 措 置 が 当 該 各 号 に 定 め る 基 準 に 適 合 す る

と 認 め た と き は 、 食 品 又 は 添 加 物 の 安 全 性 の 向 上 に 資 す る 営 業 等 の 衛 生 管 理 が さ れ て い る も の と し て 、 当 該 営 業 等 の 施 設 又 は 製 造 等 の 工 程 を 認 証 す る こ と が

で き る 。

一 食 品 衛 生 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 八 年 政 令 第 二 百 二 十 九 号 ） 第 三 十 五 条 各 号 に 規 定 す る 営 業 を 行 う 者 食 品 衛 生 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 七

第 二 十 九 号
徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 二 十 九 号 徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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号 ） 別 表 第 二 に 定 め る 基 準

二 と 畜 場 法 （ 昭 和 二 十 八 年 法 律 第 百 十 四 号 ） 第 九 条 に 規 定 す る と 畜 業 者 等 と 畜 場 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 八 年 厚 生 省 令 第 四 十 四 号 ） 第 七 条 第 一 項 第 一 号 に

掲 げ る 基 準

三 食 鳥 処 理 の 事 業 の 規 制 及 び 食 鳥 検 査 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 年 法 律 第 七 十 号 ） 第 六 条 第 一 項 に 規 定 す る 食 鳥 処 理 業 者 食 鳥 処 理 の 事 業 の 規 制 及 び 食 鳥 検 査

に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 平 成 二 年 厚 生 省 令 第 四 十 号 ） 別 表 第 四 に 定 め る 基 準

2 前 項 の 規 定 に よ る 認 証 （ 以 下 「 衛 生 管 理 認 証 」 と い う 。 ） を 受 け よ う と す る 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 知 事 に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。

3 衛 生 管 理 認 証 を 受 け た 者 （ 以 下 「 認 証 取 得 者 」 と い う 。 ） は 、 当 該 衛 生 管 理 認 証 に 係 る 施 設 又 は 製 造 等 の 工 程 （ 以 下 「 認 証 施 設 等 」 と い う 。 ） の 全 部 又 は 一

部 の 変 更 （ 知 事 の 定 め る 軽 微 な 変 更 を 除 く 。 ） を し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 そ の 旨 を 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

4 知 事 は 、 認 証 施 設 等 に お い て 製 造 等 が 行 わ れ た 食 品 及 び 添 加 物 の 流 通 及 び 消 費 の 振 興 に 関 し 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。

（ 衛 生 管 理 認 証 の 更 新 ）

第 十 七 条 の 二 衛 生 管 理 認 証 は 、 三 年 ご と に そ の 更 新 を 受 け な け れ ば 、 そ の 期 間 （ 以 下 「 有 効 期 間 」 と い う 。 ） の 経 過 に よ っ て 、 そ の 効 力 を 失 う 。

2 前 条 第 二 項 の 規 定 は 、 前 項 の 更 新 に つ い て 準 用 す る 。

3 第 一 項 の 更 新 の 申 請 が あ っ た 場 合 に お い て 、 有 効 期 間 の 満 了 の 日 ま で に そ の 申 請 に 対 す る 処 分 が さ れ な い と き は 、 従 前 の 衛 生 管 理 認 証 は 、 有 効 期 間 の 満 了

後 も そ の 処 分 が さ れ る ま で の 間 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。

4 前 項 の 場 合 に お い て 、 第 一 項 の 更 新 が さ れ た と き は 、 当 該 更 新 後 の 衛 生 管 理 認 証 の 有 効 期 間 は 、 従 前 の 衛 生 管 理 認 証 の 有 効 期 間 の 満 了 の 日 の 翌 日 か ら 起 算

す る も の と す る 。

（ 衛 生 管 理 認 証 の 取 消 し ）

第 十 七 条 の 三 知 事 は 、 認 証 取 得 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 衛 生 管 理 認 証 の 全 部 又 は 一 部 を 取 り 消 す こ と が で き る 。

一 認 証 取 得 者 が そ の 営 業 等 に お い て 講 ず る 公 衆 衛 生 上 の 措 置 が 第 十 七 条 第 一 項 各 号 に 定 め る 基 準 に 適 合 し な く な っ た と き 。

二 第 十 七 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 届 出 を せ ず 、 又 は 虚 偽 の 届 出 を し た と き 。

三 偽 り そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 衛 生 管 理 認 証 又 は 前 条 第 一 項 の 更 新 を 受 け た と き 。

第 七 章 中 第 三 十 条 の 前 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 手 数 料 ）

第 二 十 九 条 の 二 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 が 衛 生 管 理 認 証 を 受 け よ う と す る 場 合 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 の 手 数 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

一 第 十 七 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 者 （ 食 品 衛 生 法 施 行 令 第 三 十 五 条 第 二 号 、 第 十 号 、 第 十 二 号 、 第 十 四 号 、 第 十 五 号 及 び 第 二 十 二 号 に 規 定 す る 営 業 を 行 う
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者 に 限 る 。 ） 一 件 に つ き 一 万 五 千 円

二 第 十 七 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 者 （ 前 号 に 該 当 す る 者 を 除 く 。 ） 一 件 に つ き 三 万 円

三 第 十 七 条 第 一 項 第 二 号 に 掲 げ る 者 一 件 に つ き 六 万 円

四 第 十 七 条 第 一 項 第 三 号 に 掲 げ る 者 一 件 に つ き 六 万 円

2 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 が 第 十 七 条 の 二 第 一 項 の 更 新 を 受 け よ う と す る 場 合 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 の 手 数 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

一 前 項 第 一 号 に 掲 げ る 者 一 件 に つ き 一 万 円

二 前 項 第 二 号 に 掲 げ る 者 一 件 に つ き 二 万 円

三 前 項 第 三 号 に 掲 げ る 者 一 件 に つ き 四 万 円

四 前 項 第 四 号 に 掲 げ る 者 一 件 に つ き 四 万 円

3 前 二 項 の 手 数 料 は 、 第 十 七 条 第 二 項 （ 第 十 七 条 の 二 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 申 請 の 際 、 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

4 既 納 の 手 数 料 は 、 還 付 し な い 。

第 三 十 二 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

第 三 十 二 条 第 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 を せ ず 、 若 し く は 虚 偽 の 報 告 を し 、 同 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 を 拒 み 、 妨 げ 、 若 し く は 忌 避 し 、 又 は 同 項 の 規 定

に よ る 物 件 の 提 出 を し な か っ た 者 は 、 二 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。

附 則

1 こ の 条 例 は 、 徳 島 県 食 品 表 示 の 適 正 化 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。

2 こ の 条 例 の 施 行 前 に し た 行 為 に 対 す る 罰 則 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

徳 島 県 食 品 表 示 の 適 正 化 等 に 関 す る 条 例 の 制 定 に 伴 い 、 所 要 の 改 正 を 行 う と と も に 、 食 品 衛 生 法 施 行 条 例 等 の 一 部 改 正 に 鑑 み 、 食 品 又 は 添 加 物 の 安 全 性 の 向

上 に 資 す る 営 業 又 は 事 業 の 衛 生 管 理 が さ れ て い る 施 設 又 は 製 造 等 の 工 程 に 係 る 認 証 の 制 度 を 創 設 す る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ

る 。
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徳 島 県 消 費 者 行 政 活 性 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 消 費 者 行 政 活 性 化 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

附 則 第 二 項 中 「 平 成 二 十 七 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 平 成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で に 行 わ れ る 消 費 者 行 政 活 性 化 事 業 に 要 す る 経 費 の 精 算 が 完 了 す る 日 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

地 方 消 費 者 行 政 推 進 交 付 金 に 係 る 事 業 と 相 ま っ て 、 消 費 生 活 相 談 の 窓 口 の 機 能 の 強 化 を 図 る 事 業 そ の 他 の 消 費 者 行 政 の 活 性 化 を 図 る た め に 実 施 す る 事 業 を 引

き 続 き 計 画 的 に 推 進 す る た め 、 徳 島 県 消 費 者 行 政 活 性 化 基 金 の 設 置 の 期 間 を 延 長 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 号

徳 島 県 消 費 者 行 政 活 性 化 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 消 費 者 行 政 活 性 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 号 徳 島 県 消 費 者 行 政 活 性 化 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 情 報 公 開 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 情 報 公 開 条 例 （ 平 成 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 八 条 第 一 号 ハ 中 「 第 二 条 第 二 項 」 を 「 第 二 条 第 四 項 」 に 、 「 特 定 独 立 行 政 法 人 」 を 「 行 政 執 行 法 人 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

独 立 行 政 法 人 通 則 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 一 号
徳 島 県 情 報 公 開 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 情 報 公 開 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 一 号 徳 島 県 情 報 公 開 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

再校

９５

平成27年2月議案



96再校

平成27年2月議案



徳 島 県 個 人 情 報 保 護 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

第 一 条 徳 島 県 個 人 情 報 保 護 条 例 （ 平 成 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

目 次 中 「 （ 第 四 十 四 条 ） 」 を 「 （ 第 四 十 四 条 ・ 第 四 十 四 条 の 二 ） 」 に 改 め る 。

第 二 条 第 二 号 中 「 （ 法 人 そ の 他 の 団 体 に 関 し て 記 録 さ れ た 情 報 に 含 ま れ る 当 該 法 人 そ の 他 の 団 体 の 役 員 に 関 す る 情 報 を 除 く 。 ） 」 を 削 る 。

第 四 十 四 条 に 見 出 し と し て 「 （ 統 計 法 に 基 づ き 収 集 さ れ た 個 人 情 報 等 に 係 る 調 整 ） 」 を 付 し 、 第 二 章 第 四 節 中 同 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 特 定 個 人 情 報 に 係 る 調 整 ）

第 四 十 四 条 の 二 実 施 機 関 が 保 有 し 、 又 は 保 有 し よ う と す る 特 定 個 人 情 報 （ 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成

二 十 五 年 法 律 第 二 十 七 号 ） 第 二 条 第 八 項 に 規 定 す る 特 定 個 人 情 報 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 関 し て は 、 第 六 条 第 二 項 及 び 第 三 項 、 第 七 条 第 二 号 か ら 第 八 号 ま

で 、 第 八 条 第 二 項 第 二 号 及 び 第 三 号 、 第 九 条 、 第 十 条 第 三 項 た だ し 書 、 第 十 三 条 第 二 項 た だ し 書 、 第 十 四 条 第 一 項 第 三 号 、 第 二 十 六 条 、 第 二 十 八 条 第 二 項

た だ し 書 、 第 二 十 九 条 第 一 項 第 四 号 、 第 三 十 五 条 第 二 項 た だ し 書 、 第 三 十 六 条 第 一 項 第 四 号 並 び に 第 四 十 四 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で の 規 定 は 適 用 し な い も

の と し 、 他 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 規 定 中 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 と す る 。

第 七 条 当 該 実 施 機 関 以 外 の も の に 実 施 機 関 （ 知 事 、 公 営 企 業 管 理 者 及 び 病 院 事 業 管 理 者 に 限 る 。 ）

の 相 互 間 で

第 七 条 第 一 号 本 人 の 同 意 が あ る と き 、 又 は 本 人 に 提 供 す る 人 の 生 命 、 身 体 又 は 財 産 の 保 護 の た め に 必 要 が あ る 場 合 で あ っ

て 、 本 人 の 同 意 が あ り 、 又 は 本 人 の 同 意 を 得 る こ と が 困 難 で あ

る

第 三 十 二 号
徳 島 県 個 人 情 報 保 護 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 個 人 情 報 保 護 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 二 号 徳 島 県 個 人 情 報 保 護 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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第 八 条 第 二 項 第 一 号 法 令 等 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に

関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 二 十 七 号 ）

第 十 三 条 第 一 項 （ 第 五 条 第 四 項 第 一 号 に 規 定 す る 個 人 情 報 取 扱 事 務 に 係 る も の

を 除 く 。 ） の 開 示

の 開 示

第 二 十 八 条 第 一 項 及

び 第 三 十 五 条 第 一 項

又 は 第 二 十 六 条 第 三 項 の 規 定 の 規 定

第 三 十 五 条 第 一 項 第

一 号

第 六 条 第 六 条 第 一 項

又 は 第 七 条 の 規 定 に 違 反 し て 利 用 さ れ て い る 、 第 四 十 四 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 第 七

条 （ 第 一 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） の 規 定 に 違 反 し て 利 用 さ れ て

い る 場 合 、 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号

の 利 用 等 に 関 す る 法 律 第 二 十 条 の 規 定 に 違 反 し て 収 集 さ れ 、 若

し く は 保 管 さ れ て い る 場 合 又 は 同 法 第 二 十 八 条 の 規 定 に 違 反 し

て 作 成 さ れ た 特 定 個 人 情 報 フ ァ イ ル （ 同 法 第 二 条 第 九 項 に 規 定

す る 特 定 個 人 情 報 フ ァ イ ル を い う 。 ） に 記 録 さ れ て い る

第 三 十 五 条 第 一 項 第

二 号

第 七 条 又 は 第 八 条 第 四 十 四 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 第 七 条

（ 第 一 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 又 は 第 八 条 第 一 項 及 び 第 四 十 四

条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 第 八 条 第 二 項

（ 第 一 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ）

第 四 十 四 条 第 五 項 第 二 十 八 条 第 二 十 八 条 （ 同 条 第 一 項 に あ っ て は 、 第 四 十 四 条 の 二 第 一 項 の

規 定 に よ る 読 替 え 後 の 第 二 十 八 条 第 一 項 ） 、 第 二 十 九 条 か ら 第

三 十 四 条 ま で 、 第 三 十 五 条 （ 同 条 第 一 項 に あ っ て は 、 第 四 十 四

条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ る 読 替 え 後 の 第 三 十 五 条 第 一 項 ） 及 び

第 三 十 六 条
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第 四 十 四 条 第 六 項 又 は 第 二 十 六 条 第 三 項 の 規 定 の 規 定

2 実 施 機 関 は 、 そ の 保 有 し て い る 特 定 個 人 情 報 に つ い て 、 第 三 十 一 条 第 一 項 の 決 定 に 基 づ く 訂 正 の 実 施 を し た 場 合 に お い て 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、

当 該 特 定 個 人 情 報 の 提 供 先 に 対 し 、 遅 滞 な く 、 そ の 旨 を 書 面 に よ り 通 知 す る も の と す る 。

第 四 十 五 条 中 第 三 項 を 第 四 項 と し 、 第 二 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

3 事 業 者 の う ち 、 個 人 番 号 （ 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 第 二 条 第 五 項 に 規 定 す る 個 人 番 号 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

を 取 り 扱 う も の は 、 個 人 番 号 の 不 正 な 利 用 、 漏 え い 等 が 個 人 の 権 利 利 益 の 重 大 な 侵 害 を 招 く お そ れ が あ る こ と を 十 分 に 認 識 し 、 同 法 そ の 他 の 法 令 及 び こ の

条 例 を 遵 守 し て 個 人 番 号 そ の 他 の 特 定 個 人 情 報 を 適 正 に 取 り 扱 わ な け れ ば な ら な い 。

第 二 条 徳 島 県 個 人 情 報 保 護 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

目 次 中 「 ・ 第 四 十 四 条 の 二 」 を 「 ― 第 四 十 四 条 の 三 」 に 改 め る 。

第 四 十 四 条 の 二 第 一 項 中 「 同 じ 。 ） 」 の 下 に 「 （ 同 法 第 二 十 三 条 第 一 項 及 び 第 二 項 に 規 定 す る 記 録 （ 以 下 「 情 報 提 供 等 の 記 録 」 と い う 。 ） に 記 録 さ れ た も の を

除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え 、 第 二 章 第 四 節 中 同 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

第 四 十 四 条 の 三 実 施 機 関 が 保 有 し 、 又 は 保 有 し よ う と す る 情 報 提 供 等 の 記 録 に 記 録 さ れ た 特 定 個 人 情 報 に 関 し て は 、 第 六 条 第 二 項 及 び 第 三 項 、 第 七 条 た だ

し 書 、 第 八 条 第 二 項 第 二 号 及 び 第 三 号 、 第 九 条 、 第 十 条 第 三 項 た だ し 書 、 第 十 三 条 第 二 項 た だ し 書 、 第 十 四 条 第 一 項 第 三 号 、 第 二 十 三 条 、 第 二 十 六 条 、 第

二 十 八 条 第 二 項 た だ し 書 、 第 二 十 九 条 第 一 項 第 四 号 、 第 三 十 四 条 か ら 第 四 十 条 ま で 、 第 四 十 二 条 第 四 号 並 び に 第 四 十 四 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で の 規 定 は 適

用 し な い も の と し 、 他 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 規 定 中 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 と す る 。

第 七 条 の 見 出 し 利 用 及 び 提 供 利 用

第 七 条 利 用 し 、 又 は 当 該 実 施 機 関 以 外 の も の に 提 供 し て は 利 用 し て は

第 八 条 第 二 項 第 一 号 法 令 等 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に

関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 二 十 七 号 ）

第 十 三 条 第 一 項 （ 第 五 条 第 四 項 第 一 号 に 規 定 す る 個 人 情 報 取 扱 事 務 に 係 る も の

を 除 く 。 ） の 開 示

の 開 示

第 二 十 八 条 第 一 項 又 は 第 二 十 六 条 第 三 項 の 規 定 の 規 定
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第 四 十 一 条 の 二 、 訂 正 決 定 等 若 し く は 利 用 停 止 決 定 等 又 は 開 示 請 求 、 訂 正 請 求

若 し く は 利 用 停 止 請 求

若 し く は 訂 正 決 定 等 又 は 開 示 請 求 若 し く は 訂 正 請 求

第 四 十 二 条 、 訂 正 決 定 等 又 は 利 用 停 止 決 定 等 又 は 訂 正 決 定 等

第 四 十 四 条 第 五 項 第 二 十 八 条 か ら 第 四 十 条 ま で 第 二 十 八 条 （ 同 条 第 一 項 に あ っ て は 、 第 四 十 四 条 の 三 第 一 項 の

規 定 に よ る 読 替 え 後 の 第 二 十 八 条 第 一 項 ） 及 び 第 二 十 九 条 か ら

第 三 十 三 条 ま で

訂 正 又 は 利 用 停 止 訂 正

第 四 十 四 条 第 六 項 訂 正 又 は 利 用 停 止 訂 正

又 は 第 二 十 六 条 第 三 項 の 規 定 の 規 定

2 実 施 機 関 は 、 そ の 保 有 し て い る 情 報 提 供 等 の 記 録 に 記 録 さ れ た 特 定 個 人 情 報 に つ い て 、 第 三 十 一 条 第 一 項 の 決 定 に 基 づ く 訂 正 の 実 施 を し た 場 合 に お い て 、

必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 総 務 大 臣 及 び 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 第 十 九 条 第 七 号 に 規 定 す る 情 報 照 会 者

又 は 情 報 提 供 者 （ 当 該 訂 正 に 係 る 情 報 提 供 等 の 記 録 に 記 録 さ れ た 者 で あ っ て 、 当 該 実 施 機 関 以 外 の も の に 限 る 。 ） に 対 し 、 遅 滞 な く 、 そ の 旨 を 書 面 に よ り

通 知 す る も の と す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 一 条 中 第 二 条 第 二 号 の 改 正 規 定

は 公 布 の 日 か ら 、 第 二 条 の 規 定 は 同 法 附 則 第 一 条 第 五 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 が 制 定 さ れ た こ と に 伴 い 、 実 施 機 関 が 保 有 す る 特 定 個 人 情 報 の 適 正 な 取 扱 い が 確 保

さ れ 、 及 び 当 該 特 定 個 人 情 報 の 開 示 等 を 実 施 す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

第 一 条 徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

十 六 徳 島 県 青 少 年 健 全 育 成 条 例 （ 昭 和 四 十 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 一 号 。 以 下 こ の 号 に お い て 「 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 条 例 の 施 行 の た め の 規 則 に 基 づ く 事 務

の う ち 、 次 に 掲 げ る も の

1 条 例 第 八 条 第 八 項 の 規 定 に よ る 有 害 図 書 類 の 陳 列 方 法 の 改 善 等 の 勧 告 及 び 同 条 第 九 項 の 規 定 に よ る 勧 告 に 従 う べ き こ と の 命 令

2 条 例 第 十 一 条 の 三 第 三 項 の 規 定 に よ る 有 害 図 書 類 等 の 自 動 販 売 機 か ら の 除 去 命 令

3 条 例 第 十 一 条 の 五 第 一 項 の 規 定 に よ る 図 書 類 等 を 販 売 す る 自 動 販 売 機 の 設 置 の 届 出 の 受 理 、 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 図 書 類 等 を 販 売 す る 自 動 販 売 機

の 設 置 場 所 等 の 変 更 等 の 届 出 の 受 理 及 び 同 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 図 書 類 等 を 販 売 す る 自 動 販 売 機 管 理 者 の 住 所 等 の 変 更 等 の 届 出 の 受 理

4 条 例 第 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 立 入 調 査 を 実 施 す る 者 の 指 定

第 二 条 第 二 項 の 表 中 八 十 一 の 項 を 八 十 三 の 項 と し 、 八 十 の 項 を 八 十 二 の 項 と し 、 同 表 七 十 九 の 項 に 次 の よ う に 加 え る 。

5 条 例 第 四 十 八 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 条 例 第 十 三 条 の 規 定 に よ る 氏 名 の 変 更 等 の 届 出 の 受 理 及 び 県 へ の 送 付

6 条 例 第 四 十 八 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 条 例 第 十 四 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 地 位 の 承 継 の 届 出 の 受 理 及 び 県 へ の 送 付

第 二 条 第 二 項 の 表 中 七 十 九 の 項 を 八 十 一 の 項 と し 、 七 十 八 の 項 を 八 十 の 項 と し 、 同 表 七 十 七 の 項 中 「 七 十 九 の 項 」 を 「 八 十 一 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 七

十 九 の 項 と し 、 同 表 中 七 十 六 の 項 を 七 十 八 の 項 と し 、 七 十 五 の 項 を 削 り 、 七 十 四 の 項 を 七 十 七 の 項 と し 、 七 十 三 の 項 を 七 十 六 の 項 と し 、 七 十 二 の 項 を 七 十 五

の 項 と し 、 同 表 七 十 一 の 項 9 中 「 第 七 条 第 三 号 」 を 「 第 七 条 第 三 号 及 び 第 四 号 」 に 、 「 及 び 同 条 第 四 号 」 を 「 並 び に 同 条 第 五 号 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 七 十 四

第 三 十 三 号
徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 三 号 徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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の 項 と し 、 同 表 中 七 十 の 項 を 七 十 三 の 項 と し 、 六 十 六 の 項 か ら 六 十 九 の 項 ま で を 三 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 表 六 十 五 の 項 44 中 「 第 五 十 二 条 第 二 項 」 を 「 第 五 十 三

条 第 二 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 六 十 八 の 項 と し 、 同 表 中 六 十 四 の 項 を 六 十 七 の 項 と し 、 六 十 三 の 項 を 六 十 六 の 項 と し 、 六 十 二 の 項 を 六 十 五 の 項 と し 、 同 表 六

十 一 の 項 中 「 六 十 四 の 項 」 を 「 六 十 七 の 項 」 に 、 「 美 波 町 」 を 「 美 波 町 松 茂 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 六 十 四 の 項 と し 、 同 表 中 六 十 の 項 を 六 十 三 の 項 と し 、

同 表 五 十 九 の 項 中 「 美 波 町 」 を 「 美 波 町 松 茂 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 六 十 二 の 項 と し 、 同 表 五 十 八 の 項 中 「 六 十 四 の 項 」 を 「 六 十 七 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を

同 表 六 十 一 の 項 と し 、 同 表 中 五 十 七 の 項 を 六 十 の 項 と し 、 五 十 一 の 項 か ら 五 十 六 の 項 ま で を 三 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 表 五 十 の 項 中 「 美 馬 市 」 を 「 美 馬 市 那 賀

町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 五 十 三 の 項 と し 、 同 表 四 十 九 の 項 中 「 美 馬 市 」 を 「 美 馬 市 那 賀 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 五 十 二 の 項 と し 、 同 表 中 四 十 八 の 項 を 五 十

一 の 項 と し 、 四 十 四 の 項 か ら 四 十 七 の 項 ま で を 三 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 表 四 十 三 の 項 中 「 阿 南 市 」 を 「 阿 南 市 吉 野 川 市 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 四 十 六 の 項 と し 、

同 表 四 十 二 の 項 中 「 阿 南 市 」 を 「 阿 南 市 吉 野 川 市 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 四 十 五 の 項 と し 、 同 表 中 四 十 一 の 項 を 四 十 四 の 項 と し 、 四 十 の 項 を 四 十 三 の 項 と し 、

三 十 九 の 項 を 四 十 二 の 項 と し 、 同 表 三 十 八 の 項 中 「 勝 浦 町 」 を 「 勝 浦 町 上 勝 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 四 十 一 の 項 と し 、 同 表 中 三 十 七 の 項 を 四 十 の 項 と し 、

同 表 三 十 六 の 項 中 「 上 板 町 」 を 「 上 板 町 つ る ぎ 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 三 十 九 の 項 と し 、 同 表 三 十 五 の 項 4 中 「 第 九 条 の 七 の 五 第 二 項 」 を 「 第 九 条 の 七 の

五 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 中 「 上 板 町 」 を 「 上 板 町 つ る ぎ 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 三 十 八 の 項 と し 、 同 表 三 十 四 の 項 中 「 勝 浦 町 」 を 「 勝 浦 町 上 勝 町 」 に 改

め 、 同 項 を 同 表 三 十 七 の 項 と し 、 同 表 中 三 十 三 の 項 を 三 十 六 の 項 と し 、 三 十 の 項 か ら 三 十 二 の 項 ま で を 三 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 表 二 十 九 の 項 中 「 美 馬 市 」 を 「 美

馬 市 那 賀 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 三 十 二 の 項 と し 、 同 表 二 十 八 の 項 中 「 神 山 町 」 を 「 阿 波 市 神 山 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 三 十 一 の 項 と し 、 同 表 二 十 七 の

項 中 「 二 十 九 の 項 ま で 」 を 「 三 十 三 の 項 ま で 」 に 、 「 及 び 二 十 九 の 項 」 を 「 及 び 三 十 二 の 項 」 に 、 「 二 十 九 の 項 及 び 三 十 の 項 」 を 「 三 十 二 の 項 及 び 三 十 三 の 項 」

に 、 「 。 二 十 九 の 項 」 を 「 。 三 十 二 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 三 十 の 項 と し 、 同 表 中 二 十 六 の 項 を 二 十 九 の 項 と し 、 同 項 の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

二 十 八 法 に 基 づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の （ 町 村 の 区 域 内 で 行 わ れ る 隣 保 事 業 に 係 る も の に 限 る 。 ）

1 法 第 六 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 隣 保 事 業 の 開 始 の 届 出 の 受 理 及 び 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 隣 保 事 業

の 変 更 又 は 廃 止 の 届 出 の 受 理

2 法 第 七 十 条 の 規 定 に よ る 隣 保 事 業 に 係 る 報 告 の 徴 収 又 は 当 該 職 員 に よ る 検 査 及 び 調 査

3 法 第 七 十 二 条 の 規 定 に よ る 隣 保 事 業 の 経 営 の 制 限 又 は 停 止 命 令

那 賀 町

第 二 条 第 二 項 の 表 二 十 五 の 項 中 「 美 馬 市 」 を 「 美 馬 市 那 賀 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 二 十 七 の 項 と し 、 同 表 二 十 四 の 項 中 「 神 山 町 」 を 「 阿 波 市 神 山 町 」

に 改 め 、 同 項 を 同 表 二 十 六 の 項 と し 、 同 表 二 十 三 の 項 中 「 神 山 町 」 を 「 阿 波 市 神 山 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 二 十 五 の 項 と し 、 同 表 中 二 十 二 の 項 を 二 十 四 の

項 と し 、 二 十 一 の 項 を 二 十 三 の 項 と し 、 同 表 二 十 の 項 中 「 二 十 三 の 項 、 二 十 四 の 項 、 二 十 七 の 項 及 び 二 十 八 の 項 」 を 「 二 十 五 の 項 、 二 十 六 の 項 、 三 十 の 項 及

び 三 十 一 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 二 十 二 の 項 と し 、 同 表 中 十 九 の 項 を 二 十 一 の 項 と し 、 同 表 十 八 の 項 中 「 二 十 五 の 項 」 を 「 二 十 八 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同

再校

１０２

平成27年2月議案



表 二 十 の 項 と し 、 同 表 中 十 七 の 項 を 十 九 の 項 と し 、 同 項 の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

十 八 特 定 工 場 に お け る 公 害 防 止 組 織 の 整 備 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 四 十 六 年 法 律 第 百 七 号 。 以 下 こ の 項 に お い

て 「 法 」 と い う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の （ 汚 水 等 排 出 施 設 に 係 る も の に 限 る 。 ）

1 法 第 四 条 第 三 項 に お い て 準 用 す る 法 第 三 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 公 害 防 止 管 理 者 の 選 任 又 は 解 任 等 の 届

出 の 受 理 及 び 県 へ の 送 付

2 法 第 六 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 法 第 三 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 公 害 防 止 管 理 者 の 代 理 者 の 選 任 又 は 解

任 等 の 届 出 の 受 理 及 び 県 へ の 送 付

鳴 門 市 小 松 島 市 吉 野 川 市 阿 波 市

三 好 市 勝 浦 町 石 井 町 那 賀 町 牟 岐

町 美 波 町 海 陽 町 藍 住 町

第 二 条 第 二 項 の 表 中 十 六 の 項 を 削 り 、 十 五 の 項 を 十 七 の 項 と し 、 十 の 項 か ら 十 四 の 項 ま で を 二 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 表 九 の 項 中 「 勝 浦 町 」 を 「 勝 浦 町 上 勝

町 」 に 、 「 那 賀 町 」 を 「 那 賀 町 牟 岐 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 十 一 の 項 と し 、 同 表 八 の 項 中 「 勝 浦 町 」 を 「 勝 浦 町 上 勝 町 」 に 、 「 那 賀 町 」 を 「 那 賀 町 牟 岐

町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 十 の 項 と し 、 同 表 中 七 の 項 を 九 の 項 と し 、 六 の 項 を 八 の 項 と し 、 同 表 五 の 項 中 「 海 陽 町 」 を 「 那 賀 町 海 陽 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表

七 の 項 と し 、 同 表 中 四 の 項 を 六 の 項 と し 、 同 項 の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

五 法 に 基 づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の

1 法 第 八 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 液 化 石 油 ガ ス 器 具 等 の 販 売 の 事 業 を 行 う 者 か ら の 報 告 の 徴 収

2 法 第 八 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 液 化 石 油 ガ ス 器 具 等 の 販 売 の 事 業 を 行 う 者 の 事 務 所 等 に 係 る 立 入 検

査 、 質 問 又 は 収 去

3 法 第 八 十 三 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ る 液 化 石 油 ガ ス 器 具 等 の 提 出 命 令

那 賀 町

第 二 条 第 二 項 の 表 三 の 項 中 「 こ の 項 」 を 「 こ の 項 及 び 次 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 四 の 項 と し 、 同 表 二 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

三 ガ ス 事 業 法 （ 昭 和 二 十 九 年 法 律 第 五 十 一 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 法 」 と い う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、

次 に 掲 げ る も の

1 法 第 四 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る ガ ス 用 品 の 販 売 の 事 業 を 行 う 者 か ら の 報 告 の 徴 収

2 法 第 四 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る ガ ス 用 品 の 販 売 の 事 業 を 行 う 者 の 営 業 所 等 に 係 る 立 入 検 査

3 法 第 四 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ る ガ ス 用 品 の 提 出 命 令

那 賀 町
再校

１０３

平成27年2月議案



第 二 条 徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 中 第 三 号 を 削 り 、 第 四 号 を 第 三 号 と し 、 第 五 号 か ら 第 九 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 上 げ 、 同 項 第 十 号 中 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法

律 （ 」 を 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 管 理 並 び に 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 」 に 改 め 、 同 号 1 中 「 鳥 獣 に 」 を 「 鳥 獣 の 管 理 （ 鳥 獣 に 」 に 、 「 防 止 」 を 「 防 止 を 図 る た

め に 行 う も の に 限 る 。 ） 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 九 号 と し 、 同 項 中 第 十 一 号 を 第 十 号 と し 、 第 十 二 号 か ら 第 十 六 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 上 げ 、 同 条 第 二 項 の 表 十

五 の 項 中 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 」 を 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 管 理 並 び に 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 」 に 改 め 、 同 項 1 中 「 法 第 七 条 第 二 項

第 五 号 に 掲 げ る 特 定 鳥 獣 の 数 の 調 整 」 を 「 鳥 獣 の 管 理 （ 第 二 種 特 定 鳥 獣 管 理 計 画 に 基 づ く 鳥 獣 の 数 の 調 整 を 図 る た め に 行 う も の に 限 る 。 ） 」 に 改 め 、 同 表 二 十

の 項 中 「 社 会 福 祉 法 （ 」 の 下 に 「 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 四 十 五 号 。 」 を 加 え 、 「 二 十 八 の 項 」 を 「 二 十 七 の 項 」 に 改 め 、 同 表 二 十 二 の 項 中 「 、 次 項 、 二 十 五 の 項 、

二 十 六 の 項 、 三 十 の 項 及 び 三 十 一 の 項 」 を 「 か ら 二 十 五 の 項 ま で 、 二 十 九 の 項 及 び 三 十 の 項 」 に 改 め 、 同 表 中 二 十 四 の 項 を 削 り 、 二 十 五 の 項 を 二 十 四 の 項 と

し 、 二 十 六 の 項 か ら 二 十 九 の 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 上 げ 、 同 表 三 十 の 項 中 「 三 十 三 の 項 」 を 「 三 十 二 の 項 」 に 、 「 三 十 二 の 項 」 を 「 三 十 一 の 項 」 に 改 め 、 同

項 3 中 「 同 条 第 六 項 」 を 「 同 条 第 九 項 の 規 定 に よ る 認 可 を し な い 旨 等 の 通 知 、 同 条 第 十 一 項 」 に 、 「 同 条 第 七 項 」 を 「 同 条 第 十 二 項 」 に 改 め 、 同 項 5 中 「 第

五 十 八 条 」 を 「 第 五 十 八 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 二 十 九 の 項 と し 、 同 表 中 三 十 一 の 項 を 三 十 の 項 と し 、 同 表 三 十 二 の 項 1 中 「 同 条 第 六 項 」 を 「 同 条 第

十 一 項 」 に 、 「 同 条 第 七 項 」 を 「 同 条 第 十 二 項 」 に 改 め 、 同 項 3 中 「 第 五 十 八 条 」 を 「 第 五 十 八 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 三 十 一 の 項 と し 、 同 表 中 三 十

三 の 項 を 三 十 二 の 項 と し 、 三 十 四 の 項 か ら 六 十 の 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 上 げ 、 同 表 六 十 一 の 項 中 「 六 十 七 の 項 」 を 「 六 十 六 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 六 十 の

項 と し 、 同 表 中 六 十 二 の 項 を 六 十 一 の 項 と し 、 六 十 三 の 項 を 六 十 二 の 項 と し 、 同 表 六 十 四 の 項 中 「 六 十 七 の 項 」 を 「 六 十 六 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 六 十 三

の 項 と し 、 同 表 中 六 十 五 の 項 を 六 十 四 の 項 と し 、 六 十 六 の 項 か ら 七 十 八 の 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 上 げ 、 同 表 七 十 九 の 項 中 「 八 十 一 の 項 」 を 「 八 十 の 項 」 に 改

め 、 同 項 を 同 表 七 十 八 の 項 と し 、 同 表 中 八 十 の 項 を 七 十 九 の 項 と し 、 八 十 一 の 項 か ら 八 十 三 の 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 上 げ る 。

附 則

1 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

一 第 二 条 中 第 二 条 第 一 項 第 十 号 の 改 正 規 定 （ 同 号 を 同 項 第 九 号 と す る 部 分 を 除 く 。 ） 及 び 同 条 第 二 項 の 表 十 五 の 項 の 改 正 規 定 平 成 二 十 七 年 五 月 二 十 九 日

二 第 二 条 の 規 定 （ 前 号 に 掲 げ る 改 正 規 定 を 除 く 。 ） 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 法 及 び 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律

の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 四 年 法 律 第 六 十 七 号 ） の 施 行 の 日

2 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 第 二 条 に 掲 げ る 事 務 に 係 る 法 令 若

し く は 条 例 若 し く は 規 則 （ 以 下 「 法 令 等 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り 知 事 が し た 処 分 そ の 他 の 行 為 又 は こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 当 該 事 務 に 係 る 法 令 等 の 規 定 に

よ り 知 事 に 対 し て さ れ て い る 申 請 そ の 他 の 行 為 で 、 施 行 日 以 後 に お い て は 同 条 に 定 め る 市 町 村 の 長 が 管 理 し 及 び 執 行 す る こ と と な る 事 務 に 係 る も の は 、 施 行

日 以 後 に お け る 当 該 事 務 に 係 る 法 令 等 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 市 町 村 の 長 の し た 処 分 そ の 他 の 行 為 又 は 当 該 市 町 村 の 長 に 対 し て さ れ た 申 請 そ の 他 の 行 為 と み
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な す 。

提 案 理 由

地 方 自 治 法 の 規 定 に よ る 市 町 村 の 長 と の 協 議 に 基 づ き 、 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 一 部 を 市 町 村 が 処 理 す る こ と と す る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案

を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

附 則 第 八 項 第 一 号 及 び 第 四 号 イ 中 「 総 務 大 臣 」 を 「 内 閣 総 理 大 臣 」 に 改 め る 。

附 則 第 三 十 五 項 中 「 附 則 第 二 条 第 一 項 」 を 「 附 則 第 二 条 」 に 改 め る 。

附 則 第 四 十 項 中 「 第 六 十 三 条 第 二 項 」 を 「 第 五 十 条 の 十 第 二 項 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 附 則 第 四 十 項 の 改 正 規 定 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

独 立 行 政 法 人 通 則 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 四 号
職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 四 号 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 五 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

附 則 第 十 一 項 中 「 平 成 二 十 八 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 平 成 三 十 三 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

交 通 ネ ッ ト ワ ー ク 整 備 、 産 業 活 性 化 策 及 び 大 規 模 災 害 対 策 の た め の 財 源 を 確 保 す る 必 要 が あ る こ と に 鑑 み 、 法 人 の 県 民 税 の 法 人 税 割 の 税 率 の 特 例 に つ い て 適

用 期 間 の 延 長 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 五 号
徳 島 県 税 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 五 号 徳 島 県 税 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 県 民 環 境 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 県 民 環 境 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 百 七 十 五 の 項 か ら 百 八 十 の 項 ま で の 規 定 中 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 」 を 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 管 理 並 び に 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法

律 」 に 改 め 、 同 表 の 百 八 十 一 の 項 中 「 特 定 製 品 に 係 る フ ロ ン 類 の 回 収 及 び 破 壊 の 実 施 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 」 を 「 フ ロ ン 類 の 使 用 の 合 理 化 及 び 管 理 の 適 正 化 に

関 す る 法 律 」 に 、 「 第 九 条 第 一 項 」 を 「 第 二 十 七 条 第 一 項 」 に 、 「 第 一 種 フ ロ ン 類 回 収 業 者 」 を 「 第 一 種 フ ロ ン 類 充 塡 回 収 業 者 」 に 改 め 、 同 表 の 百 八 十 二 の 項 中

「 特 定 製 品 に 係 る フ ロ ン 類 の 回 収 及 び 破 壊 の 実 施 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 第 十 二 条 第 一 項 」 を 「 フ ロ ン 類 の 使 用 の 合 理 化 及 び 管 理 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 第 三 十 条

第 一 項 」 に 、 「 第 一 種 フ ロ ン 類 回 収 業 者 」 を 「 第 一 種 フ ロ ン 類 充 塡 回 収 業 者 」 に 改 め 、 同 表 中 百 九 十 九 の 項 を 二 百 一 の 項 と し 、 百 九 十 六 の 項 か ら 百 九 十 八 の 項

ま で を 二 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 百 九 十 五 の 項 を 百 九 十 七 の 項 と し 、 同 項 の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

百 九 十 六 土 壌 汚 染 対 策 法 第 三 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 指 定 調 査 機 関 の 指 定 の 更 新 の 申 請

に 対 す る 審 査

二 万 四 千 八 百 円

別 表 第 一 中 百 九 十 四 の 項 を 百 九 十 五 の 項 と し 、 百 九 十 三 の 項 を 百 九 十 四 の 項 と し 、 同 表 の 百 九 十 二 の 項 中 「 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 五 十 三 号 ） 」 を 削 り 、 同 項 を 同

表 の 百 九 十 三 の 項 と し 、 同 表 の 百 九 十 一 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

百 九 十 二 土 壌 汚 染 対 策 法 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 五 十 三 号 ） 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 指 定 調

査 機 関 の 指 定 の 申 請 に 対 す る 審 査

三 万 九 百 円

第 三 十 六 号
徳 島 県 県 民 環 境 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 県 民 環 境 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 六 号 徳 島 県 県 民 環 境 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

再校

１１１

平成27年2月議案



別 表 第 二 中 「 百 九 十 五 の 項 及 び 百 九 十 六 の 項 」 を 「 百 九 十 七 の 項 及 び 百 九 十 八 の 項 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 一 の 百 八 十 一 の 項 及 び 百 八 十 二 の 項 の 改 正 規 定 は 特 定 製 品 に 係 る フ ロ ン 類 の 回 収 及 び 破 壊

の 実 施 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 三 十 九 号 ） の 施 行 の 日 か ら 、 同 表 の 百 七 十 五 の 項 か ら 百 八 十 の 項 ま で の 改 正 規 定 は 同

年 五 月 二 十 九 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

地 域 の 自 主 性 及 び 自 立 性 を 高 め る た め の 改 革 の 推 進 を 図 る た め の 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 に よ り 土 壌 汚 染 対 策 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 土 壌 汚

染 状 況 調 査 等 を 行 う 指 定 調 査 機 関 の 指 定 及 び 指 定 の 更 新 の 申 請 に 対 す る 審 査 に 係 る 手 数 料 を 定 め る と と も に 、 特 定 製 品 に 係 る フ ロ ン 類 の 回 収 及 び 破 壊 の 実 施 の

確 保 等 に 関 す る 法 律 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 フ ロ ン 類 の 充 塡 を 業 と し て 行 う 者 の 登 録 制 度 が 導 入 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 備 を 行 う 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ

の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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児 童 福 祉 法 施 行 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 児 童 福 祉 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 児 童 福 祉 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 二 条 第 一 項 中 「 児 童 福 祉 施 設 」 の 下 に 「 （ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。

第 二 十 一 条 第 一 項 中 「 第 六 号 の 三 」 を 「 第 六 号 の 二 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 等 に 係 る 震 災 に 強 い 社 会 づ く り 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 等 に 係 る 震 災 に 強 い 社 会 づ く り 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 五 号 中 「 規 定 す る 学 校 」 の 下 に 「 、 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 七 十 七 号 ） 第 二

条 第 七 項 に 規 定 す る 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 」 を 加 え る 。

（ 徳 島 県 税 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 徳 島 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 五 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 十 八 条 第 三 項 中 「 と い う 。 ） 」 の 下 に 「 又 は 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 七 十 七 号 ） 第

二 条 第 七 項 に 規 定 す る 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 」 を 加 え 、 「 用 い る 」 を 「 供 す る 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 郷 土 文 化 会 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 徳 島 県 郷 土 文 化 会 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 六 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 の 備 考 第 二 項 第 一 号 ハ 中 「 学 校 が 」 を 「 学 校 又 は 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 七 十 七

第 三 十 七 号
児 童 福 祉 法 施 行 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

児 童 福 祉 法 施 行 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 七 号 児 童 福 祉 法 施 行 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て
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号 ） 第 二 条 第 七 項 に 規 定 す る 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 が 、 幼 児 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 四 年 法 律 第 六 十 六 号 ） の 施 行 の 日 か

ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 等 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に 関 す る 制 度 が 創 設 さ れ た こ と 等 に

伴 い 、 関 係 条 例 に つ い て 所 要 の 整 備 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 安 心 こ ど も 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 安 心 こ ど も 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 条 第 一 号 ハ 中 「 第 七 条 第 一 項 」 を 「 第 二 条 第 六 項 」 に 改 め る 。

附 則 第 二 項 中 「 平 成 二 十 七 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 平 成 三 十 二 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め 、 同 項 を 附 則 第 三 項 と し 、 附 則 第 一 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

2 基 金 は 、 第 六 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 基 金 の 原 資 と し て 国 か ら 交 付 さ れ た 補 助 金 等 （ 補 助 金 等 に 係 る 予 算 の 執 行 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 三 十 年 法 律 第

百 七 十 九 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 補 助 金 等 を い う 。 ） の 返 還 に 要 す る 経 費 の 財 源 に 充 て る 場 合 に 処 分 す る こ と が で き る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 六 条 第 一 号 ハ の 改 正 規 定 は 、 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 の 一

部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 四 年 法 律 第 六 十 六 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

保 育 士 資 格 等 の 取 得 を 支 援 す る こ と 等 に よ り 、 子 ど も を 安 心 し て 育 て る こ と が で き る 環 境 の 整 備 を 引 き 続 き 推 進 す る た め 、 徳 島 県 安 心 こ ど も 基 金 の 設 置 の 期

間 を 延 長 す る と と も に 、 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 等 の 必 要

が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 八 号
徳 島 県 安 心 こ ど も 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 安 心 こ ど も 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 八 号 徳 島 県 安 心 こ ど も 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 自 然 環 境 保 全 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 自 然 環 境 保 全 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 自 然 環 境 保 全 条 例 （ 昭 和 四 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 十 四 条 の 二 第 二 項 第 一 号 中 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 」 を 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 管 理 並 び に 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 」 に 改 め る 。

（ 鳥 獣 の 保 護 及 び 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 鳥 獣 の 保 護 及 び 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

題 名 を 次 の よ う に 改 め る 。

鳥 獣 の 保 護 及 び 管 理 並 び に 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 施 行 条 例

第 一 条 中 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 」 を 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 管 理 並 び に 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 」 に 改 め る 。

（ 公 聴 会 参 加 者 等 の 実 費 弁 償 支 給 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 公 聴 会 参 加 者 等 の 実 費 弁 償 支 給 条 例 （ 昭 和 二 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 第 一 項 第 十 三 号 中 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 」 を 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 管 理 並 び に 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 五 月 二 十 九 日 か ら 施 行 す る 。

第 三 十 九 号
徳 島 県 自 然 環 境 保 全 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 自 然 環 境 保 全 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 九 号 徳 島 県 自 然 環 境 保 全 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て
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提 案 理 由

鳥 獣 の 保 護 及 び 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 関 係 条 例 に つ い て 所 要 の 整 理 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る

理 由 で あ る 。
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徳 島 県 環 境 影 響 評 価 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 環 境 影 響 評 価 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

目 次 中 「 準 備 書 の 」 を 「 方 法 書 の 」 に 、
「 第 一 節 第 二 種 事 業 に 係 る 判 定 （ 第 五 条 ）

第 二 節 方 法 書 の 作 成 等 （ 第 六 条 ― 第 十 一 条 ）

第 三 節 環 境 影 響 評 価 の 実 施 等 （ 第 十 二 条 ・ 第 十 三 条 ） 」
を

「 第 一 節 配 慮 書 （ 第 四 条 の 二 ― 第 四 条 の 八 ）

第 二 節 第 二 種 事 業 に 係 る 判 定 （ 第 五 条 ）

第 四 章 方 法 書 （ 第 六 条 ― 第 十 一 条 ）

第 五 章 環 境 影 響 評 価 の 実 施 等 （ 第 十 二 条 ・ 第 十 三

条 ） 」
に 、 「 第 四 章 」 を 「 第 六 章 」 に 、 「 第 五 章 」 を 「 第 七 章 」 に 、 「 第 六 章 」 を 「 第 八 章 」 に 、 「 第 七 章 」 を 「 第 九 章 」 に 、 「 第 八 章 」 を 「 第 十 章 」 に 、 「 第 九 章

環 境 影 響 評 価 、 事 後 調 査 そ の 他 の 手 続 」 を 「 第 十 一 章 手 続 」 に 、 「 第 十 章 」 を 「 第 十 二 章 」 に 、 「 第 十 一 章 」 を 「 第 十 三 章 」 に 、 「 第 十 二 章 法 対 象 事 業 に

係 る 環 境 影 響 評 価 、 事 後 調 査 そ の 他 の 」 を 「 第 十 四 章 法 対 象 事 業 に 係 る 」 に 、 「 第 十 三 章 」 を 「 第 十 五 章 」 に 改 め る 。

第 二 条 第 二 項 第 四 号 中 「 空 港 整 備 法 」 を 「 空 港 法 」 に 、 「 第 二 条 第 一 項 」 を 「 第 二 条 」 に 改 め る 。

第 四 条 第 二 項 中 第 九 号 を 第 十 一 号 と し 、 第 一 号 か ら 第 八 号 ま で を 二 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 項 に 第 一 号 及 び 第 二 号 と し て 次 の 二 号 を 加 え る 。

一 対 象 事 業 に 係 る 計 画 の 立 案 の 段 階 に お い て 、 当 該 事 業 の 実 施 が 想 定 さ れ る 区 域 （ 以 下 「 事 業 実 施 想 定 区 域 」 と い う 。 ） に お け る 当 該 事 業 に 係 る 環 境 の 保

全 の た め に 配 慮 す べ き 事 項 （ 以 下 「 計 画 段 階 配 慮 事 項 」 と い う 。 ）

第 四 十 号

徳 島 県 環 境 影 響 評 価 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 環 境 影 響 評 価 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 号 徳 島 県 環 境 影 響 評 価 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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二 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 を 適 切 に 行 う た め に 必 要 で あ る と 認 め ら れ る 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 選 定 並 び に 当 該 計 画 段 階 配 慮 事 項 に 係 る 調 査 、 予 測 及

び 評 価 の 手 法 に 関 す る 指 針

第 三 章 の 章 名 中 「 準 備 書 」 を 「 方 法 書 」 に 改 め る 。

第 三 章 第 一 節 か ら 第 三 節 ま で の 節 名 を 削 る 。

第 三 章 中 第 五 条 の 前 に 次 の 一 節 及 び 節 名 を 加 え る 。

第 一 節 配 慮 書

（ 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 ）

第 四 条 の 二 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 （ 委 託 に 係 る 事 業 に あ っ て は 、 そ の 委 託 を し よ う と す る 者 。 以 下 同 じ 。 ） は 、 第 一 種 事 業 に 係 る 計 画 の 立 案 の 段

階 に お い て 、 当 該 事 業 が 実 施 さ れ る べ き 区 域 そ の 他 の 規 則 で 定 め る 事 項 を 決 定 す る に 当 た っ て は 、 技 術 指 針 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 一 又 は 二 以 上 の 事 業 実 施

想 定 区 域 に お け る 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 配 慮 書 の 作 成 ）

第 四 条 の 三 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 は 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 を 行 っ た 結 果 に つ い て 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 計 画 段 階 環 境 配 慮 書 （ 以

下 「 配 慮 書 」 と い う 。 ） を 作 成 し な け れ ば な ら な い 。

一 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 の 氏 名 及 び 住 所 （ 法 人 に あ っ て は そ の 名 称 、 代 表 者 の 氏 名 及 び 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 ）

二 第 一 種 事 業 の 目 的 及 び 内 容

三 事 業 実 施 想 定 区 域 及 び そ の 周 囲 の 概 況

四 計 画 段 階 配 慮 事 項 ご と に 調 査 、 予 測 及 び 評 価 の 結 果 を と り ま と め た も の

五 そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項

（ 配 慮 書 の 送 付 等 ）

第 四 条 の 四 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 は 、 配 慮 書 を 作 成 し た と き は 、 知 事 及 び 技 術 指 針 で 定 め る と こ ろ に よ り 対 象 事 業 に 係 る 環 境 影 響 を 受 け る 範 囲 で

あ る と 認 め ら れ る 地 域 を 管 轄 す る 市 町 村 長 に 対 し 、 配 慮 書 及 び こ れ を 要 約 し た 書 類 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 要 約 書 」 と い う 。 ） を 送 付 す る と と も に 、 当 該 配

慮 書 及 び 要 約 書 を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。

（ 配 慮 書 に つ い て の 知 事 等 の 意 見 ）

第 四 条 の 五 知 事 は 、 前 条 の 書 類 の 送 付 を 受 け た と き は 、 規 則 で 定 め る 期 間 内 に 、 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 に 対 し 、 配 慮 書 に つ い て 環 境 の 保 全 の 見 地

か ら の 意 見 を 書 面 に よ り 述 べ る も の と す る 。
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2 前 項 の 場 合 に お い て 、 知 事 は 、 期 間 を 指 定 し て 、 配 慮 書 に つ い て 前 条 に 規 定 す る 市 町 村 長 の 環 境 の 保 全 の 見 地 か ら の 意 見 を 求 め る も の と す る 。

3 第 一 項 の 場 合 に お い て 、 知 事 は 、 徳 島 県 環 境 影 響 評 価 審 査 会 の 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。

4 第 一 項 の 場 合 に お い て 、 知 事 は 、 第 二 項 の 意 見 を 勘 案 す る も の と す る 。

5 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 意 見 を 述 べ た と き は 、 速 や か に 、 前 条 に 規 定 す る 市 町 村 長 に 対 し 、 当 該 意 見 を 記 載 し た 書 面 の 写 し を 送 付 す る も の と す る 。

（ 配 慮 書 に つ い て の 意 見 の 聴 取 ）

第 四 条 の 六 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 は 、 技 術 指 針 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 配 慮 書 の 案 又 は 配 慮 書 に つ い て 一 般 の 環 境 の 保 全 の 見 地 か ら の 意 見 を 求 め

る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 第 一 種 事 業 の 廃 止 等 ）

第 四 条 の 七 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 は 、 第 四 条 の 四 の 規 定 に よ る 公 表 を 行 っ て か ら 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 公 告 を 行 う ま で の 間 に お い て 、 次 の 各

号 の い ず れ か に 該 当 す る こ と と な っ た 場 合 に は 、 配 慮 書 の 送 付 を 当 該 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 か ら 受 け た 者 に そ の 旨 を 通 知 す る と と も に 、 規 則 で 定

め る と こ ろ に よ り 、 そ の 旨 を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。

一 第 一 種 事 業 を 実 施 し な い こ と と し た と き 。

二 第 四 条 の 三 第 二 号 に 掲 げ る 事 項 を 修 正 し た 場 合 に お い て 当 該 修 正 後 の 事 業 が 第 一 種 事 業 又 は 第 二 種 事 業 の い ず れ に も 該 当 し な い こ と と な っ た と き 。

三 第 一 種 事 業 の 実 施 を 他 の 者 に 引 き 継 い だ と き 。

2 前 項 第 三 号 の 場 合 に お い て 、 当 該 引 継 ぎ 後 の 事 業 が 第 一 種 事 業 で あ る と き は 、 同 項 の 規 定 に よ る 公 表 の 日 以 前 に 当 該 引 継 ぎ 前 の 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と

す る 者 が 行 っ た 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 そ の 他 の 手 続 は 新 た に 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 と な っ た 者 が 行 っ た も の と み な し 、 当 該 引 継 ぎ 前 の

第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 に つ い て 行 わ れ た 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 そ の 他 の 手 続 は 新 た に 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 と な っ た 者 に つ

い て 行 わ れ た も の と み な す 。

（ 第 二 種 事 業 に 係 る 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 ）

第 四 条 の 八 第 二 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 （ 委 託 に 係 る 事 業 に あ っ て は 、 そ の 委 託 を し よ う と す る 者 。 以 下 同 じ 。 ） は 、 第 二 種 事 業 に 係 る 計 画 の 立 案 の 段

階 に お い て 、 第 四 条 の 二 の 事 業 が 実 施 さ れ る べ き 区 域 そ の 他 の 規 則 で 定 め る 事 項 を 決 定 す る に 当 た っ て は 、 一 又 は 二 以 上 の 当 該 事 業 の 実 施 が 想 定 さ れ る 区 域

に お け る 当 該 事 業 に 係 る 環 境 の 保 全 の た め に 配 慮 す べ き 事 項 に つ い て の 検 討 そ の 他 の 手 続 を 行 う こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 第 二 種 事 業 を 実 施 し

よ う と す る 者 は 、 当 該 事 業 の 実 施 が 想 定 さ れ る 区 域 に お け る 環 境 の 保 全 の た め に 配 慮 す べ き 事 項 に つ い て の 検 討 そ の 他 の 手 続 を 行 う こ と と し た 旨 を 知 事 に 書

面 に よ り 通 知 す る も の と す る 。

2 前 項 の 規 定 に よ る 通 知 を し た 第 二 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 に つ い て は 、 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 と み な し 、 第 四 条 の 二 か ら 前 条 ま で の 規 定 を
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適 用 す る 。
第 二 節 第 二 種 事 業 に 係 る 判 定

第 五 条 第 一 項 中 「 （ 委 託 に 係 る 事 業 に あ っ て は 、 そ の 委 託 を し よ う と す る 者 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 削 る 。

第 七 十 五 条 第 一 項 及 び 第 二 項 中 「 環 境 影 響 評 価 」 を 「 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 、 環 境 影 響 評 価 」 に 改 め る 。

第 七 十 六 条 第 二 項 第 一 号 中 「 環 境 影 響 評 価 」 を 「 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 、 環 境 影 響 評 価 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 及 び 同 条 第 六 項 中 「 方 法 書 」 を 「 配

慮 書 、 方 法 書 」 に 改 め る 。

第 七 十 七 条 中 第 六 号 を 第 八 号 と し 、 第 五 号 を 第 七 号 と し 、 同 号 の 前 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

六 法 第 三 条 の 七 第 一 項 の 規 定 に よ り 意 見 を 述 べ る こ と に 係 る 業 務

第 七 十 七 条 中 第 四 号 を 第 五 号 と し 、 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 条 に 第 一 号 と し て 次 の 一 号 を 加 え る 。

一 第 四 条 の 五 第 一 項 の 規 定 に よ り 意 見 を 述 べ る こ と に 係 る 業 務

第 七 十 九 条 中 「 説 明 会 」 を 「 方 法 書 説 明 会 若 し く は 準 備 書 説 明 会 」 に 改 め る 。

第 八 十 条 か ら 第 八 十 二 条 ま で の 規 定 中 「 環 境 影 響 評 価 」 を 「 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 、 環 境 影 響 評 価 」 に 改 め る 。

第 八 十 三 条 第 一 項 を 削 り 、 同 条 第 二 項 を 同 条 と す る 。

第 八 十 四 条 第 一 項 及 び 第 二 項 中 「 第 十 一 章 」 を 「 第 十 三 章 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 つ い て 」 の 下 に 「 、 第 四 条 の 二 か ら 第 四 条 の 七 ま で 及 び 第 六 条 か ら 第 二

十 六 条 ま で 」 を 加 え 、 「 及 び 」 を 「 並 び に 」 に 改 め 、 「 に よ る 」 の 下 に 「 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 、 」 を 加 え る 。

第 十 三 章 を 第 十 五 章 と す る 。

第 六 十 条 第 一 項 中 「 第 六 十 二 条 第 一 項 」 を 「 第 六 十 二 条 第 三 項 」 に 改 め る 。

第 六 十 一 条 第 一 項 中 「 方 法 書 」 の 下 に 「 及 び 法 第 六 条 第 一 項 の 要 約 書 」 を 、 「 供 す る 」 の 下 に 「 と と も に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利

用 そ の 他 の 方 法 に よ り 公 表 す る 」 を 加 え 、 同 条 第 二 項 中 「 供 す る 」 の 下 に 「 と と も に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 方 法 に よ り

公 表 す る 」 を 加 え 、 同 条 第 三 項 中 「 及 び 要 約 書 」 を 「 等 」 に 改 め 、 「 供 す る 」 の 下 に 「 と と も に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の

方 法 に よ り 公 表 す る 」 を 加 え る 。

第 六 十 二 条 中 第 三 項 を 第 五 項 と し 、 第 二 項 を 第 四 項 と し 、 第 一 項 を 第 三 項 と し 、 同 条 に 第 一 項 及 び 第 二 項 と し て 次 の 二 項 を 加 え る 。

知 事 は 、 法 第 三 条 の 七 第 一 項 （ 法 第 三 条 の 十 第 二 項 の 規 定 に よ り 適 用 さ れ る 場 合 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） の 規 定 に よ り 意 見 を 述 べ る 場 合 に は 、 期 間 を 指 定 し

て 、 法 第 三 条 の 七 第 一 項 の 配 慮 書 の 案 又 は 配 慮 書 に つ い て 法 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 第 一 種 事 業 又 は 同 条 第 三 項 に 規 定 す る 第 二 種 事 業 に 係 る 環 境 影 響 を 受 け

る 範 囲 で あ る と 認 め ら れ る 地 域 を 管 轄 す る 市 町 村 長 に 環 境 の 保 全 の 見 地 か ら の 意 見 を 求 め る も の と す る 。
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2 前 項 に 規 定 す る 場 合 に お い て 、 知 事 は 、 法 第 三 条 の 七 第 一 項 の 配 慮 書 の 案 又 は 配 慮 書 に つ い て 審 査 会 の 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。

第 六 十 三 条 第 一 項 中 「 第 十 条 第 一 項 」 を 「 第 三 条 の 七 第 一 項 」 に 、 「 法 第 六 条 第 一 項 」 を 「 前 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 前 項 」 を 「 第 一 項 」 に 、 「 法

第 十 条 第 一 項 」 を 「 第 三 条 の 七 第 一 項 」 に 、 「 法 第 二 十 条 第 一 項 」 を 「 第 二 十 条 第 一 項 」 に 、 「 法 第 六 条 第 一 項 」 を 「 前 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 三 項 と

し 、 同 条 第 一 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

2 前 項 の 規 定 は 、 法 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 知 事 が 方 法 書 に つ い て 意 見 を 述 べ た 場 合 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 前 項 中 「 第 三 条 の 七 第 一 項 」

と あ る の は 「 第 十 条 第 一 項 」 と 、 「 前 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 法 第 六 条 第 一 項 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

第 六 十 七 条 第 二 項 中 「 供 す る 」 の 下 に 「 と と も に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 方 法 に よ り 公 表 す る 」 を 加 え る 。

第 十 二 章 の 章 名 中 「 環 境 影 響 評 価 、 事 後 調 査 そ の 他 の 」 を 削 り 、 同 章 を 第 十 四 章 と す る 。

第 五 十 三 条 中 「 に よ る 」 の 下 に 「 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 、 」 を 加 え る 。

第 十 一 章 を 第 十 三 章 と す る 。

第 四 十 九 条 第 三 項 及 び 第 四 項 中 「 場 合 に は 、 」 の 下 に 「 第 四 条 の 二 か ら 第 四 条 の 八 ま で の 規 定 に よ り 行 う べ き 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 そ の 他 の 手 続

及 び 」 を 、 「 に お い て 」 の 下 に 「 、 第 四 条 の 七 第 一 項 第 三 号 及 び 第 二 項 」 を 、 「 第 三 十 四 条 第 一 項 第 三 号 」 の 下 に 「 及 び 第 二 項 」 を 加 え る 。

第 五 十 条 第 二 項 中 「 第 十 五 条 」 を 「 第 十 五 条 第 一 項 」 に 、 「 第 二 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 評 価 書 、 同 項 の 要 約 書 及 び 第 二 十 四 条 第 一 項 の 書 面 」 を 「 評 価 書

等 」 に 改 め る 。

第 五 十 二 条 中 「 規 定 す る 」 の 下 に 「 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 、 」 を 加 え 、 「 説 明 会 」 を 「 方 法 書 説 明 会 及 び 準 備 書 説 明 会 」 に 改 め る 。

第 十 章 を 第 十 二 章 と す る 。

第 四 十 七 条 及 び 第 四 十 八 条 中 「 環 境 影 響 評 価 」 を 「 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 、 環 境 影 響 評 価 」 に 改 め る 。

第 九 章 の 章 名 中 「 環 境 影 響 評 価 、 事 後 調 査 そ の 他 の 」 を 削 り 、 同 章 を 第 十 一 章 と す る 。

第 四 十 一 条 第 一 項 中 「 関 係 地 域 内 に お い て 、 事 後 調 査 報 告 書 及 び 要 約 書 を 公 告 の 日 か ら 起 算 し て 一 月 間 縦 覧 に 供 し な け れ ば 」 を 「 公 告 の 日 か ら 起 算 し て 一 月

間 、 事 後 調 査 報 告 書 及 び 要 約 書 を 関 係 地 域 内 に お い て 縦 覧 に 供 す る と と も に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 方 法 に よ り 公 表 し な

け れ ば 」 に 改 め る 。

第 八 章 を 第 十 章 と す る 。

第 三 十 五 条 第 二 号 中 「 及 び 」 を 「 、 」 に 改 め 、 「 負 担 金 」 の 下 に 「 及 び 同 項 第 四 号 の 政 令 で 定 め る 給 付 金 の う ち 規 則 で 定 め る も の 」 を 加 え 、 同 条 第 五 号 中 「 第

四 条 」 を 「 第 五 条 」 に 改 め る 。

第 七 章 を 第 九 章 と し 、 第 六 章 を 第 八 章 と す る 。
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第 二 十 六 条 第 一 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

事 業 者 は 、 前 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 送 付 又 は 届 出 を し た と き は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 評 価 書 を 作 成 し た 旨 そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項 を 公 告 し 、 公 告

の 日 か ら 起 算 し て 一 月 間 、 評 価 書 （ 同 条 第 一 項 第 二 号 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ る 評 価 書 の 補 正 を し た と き は 、 当 該 補 正 後 の 評 価 書 。 以 下 同 じ 。 ） 、 こ れ を 要 約 し

た 書 類 及 び 第 二 十 四 条 第 一 項 の 書 面 （ 次 項 及 び 第 五 十 条 第 二 項 に お い て 「 評 価 書 等 」 と い う 。 ） を 関 係 地 域 内 に お い て 縦 覧 に 供 す る と と も に 、 規 則 で 定 め る

と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 方 法 に よ り 公 表 し な け れ ば な ら な い 。

第 二 十 六 条 第 二 項 中 「 、 要 約 書 及 び 第 二 十 四 条 第 一 項 の 書 面 」 を 「 等 」 に 改 め 、 「 供 す る 」 の 下 に 「 と と も に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト

の 利 用 そ の 他 の 方 法 に よ り 公 表 す る 」 を 加 え る 。

第 五 章 を 第 七 章 と す る 。

第 十 四 条 第 一 号 中 「 第 三 号 」 を 「 第 六 号 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

十 そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項

第 十 五 条 第 一 項 中 「 か ん が み 」 を 「 鑑 み 」 に 改 め 、 「 及 び 第 十 七 条 」 を 削 る 。

第 十 六 条 第 一 項 中 「 関 係 地 域 内 に お い て 、 準 備 書 及 び 要 約 書 を 公 告 の 日 か ら 起 算 し て 一 月 間 縦 覧 に 供 し な け れ ば 」 を 「 公 告 の 日 か ら 起 算 し て 一 月 間 、 準 備 書

及 び 要 約 書 を 関 係 地 域 内 に お い て 縦 覧 に 供 す る と と も に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 方 法 に よ り 公 表 し な け れ ば 」 に 改 め る 。

第 十 七 条 第 一 項 中 「 「 説 明 会 」 を 「 「 準 備 書 説 明 会 」 に 、 「 説 明 会 を 」 を 「 準 備 書 説 明 会 を 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

2 第 八 条 の 二 第 二 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 事 業 者 が 準 備 書 説 明 会 を 開 催 す る 場 合 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 条 第 二 項 中

「 第 七 条 に 規 定 す る 地 域 」 と あ る の は 「 第 十 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 関 係 地 域 」 と 、 同 条 第 四 項 中 「 第 二 項 」 と あ る の は 「 第 十 七 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 第

二 項 」 と 、 同 条 第 五 項 中 「 前 各 項 」 と あ る の は 「 第 十 七 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 前 三 項 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

第 十 七 条 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で を 削 る 。

第 十 九 条 中 「 説 明 会 」 を 「 準 備 書 説 明 会 」 に 改 め る 。

第 二 十 条 第 二 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

2 前 項 の 場 合 に お い て 、 知 事 は 、 期 間 を 指 定 し て 、 準 備 書 に つ い て 関 係 市 町 村 長 の 環 境 の 保 全 の 見 地 か ら の 意 見 を 求 め る も の と す る 。

第 二 十 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

3 第 一 項 の 場 合 に お い て 、 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 当 該 関 係 市 町 村 長 の 意 見 を 勘 案 す る と と も に 、 前 条 の 書 類 に 記 載 さ れ た 意 見 及 び 事 業 者 の 見 解 に 配 意 す

る も の と す る 。

第 四 章 を 第 六 章 と す る 。
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第 五 条 の 次 に 次 の 章 名 を 付 す る 。

第 四 章 方 法 書

第 六 条 中 「 事 業 者 は 」 の 下 に 「 、 配 慮 書 を 作 成 し て い る と き は そ の 配 慮 書 の 内 容 を 踏 ま え る と と も に 、 第 四 条 の 五 第 一 項 の 意 見 が 述 べ ら れ た と き は こ れ を 勘

案 し て 、 第 四 条 の 二 の 事 業 が 実 施 さ れ る べ き 区 域 そ の 他 の 規 則 で 定 め る 事 項 を 決 定 し 」 を 、 「 事 項 」 の 下 に 「 （ 配 慮 書 を 作 成 し て い な い 場 合 に お い て は 、 第 四 号

か ら 第 六 号 ま で に 掲 げ る 事 項 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 中 第 四 号 を 第 七 号 と し 、 第 三 号 の 次 に 次 の 三 号 を 加 え る 。

四 第 四 条 の 三 第 四 号 に 掲 げ る 事 項

五 第 四 条 の 五 第 一 項 の 意 見

六 前 号 の 意 見 に つ い て の 事 業 者 の 見 解

第 六 条 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

八 そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項

第 七 条 中 「 対 し 、 方 法 書 」 の 下 に 「 及 び こ れ を 要 約 し た 書 類 （ 次 条 に お い て 「 要 約 書 」 と い う 。 ） 」 を 加 え る 。

第 八 条 第 一 項 中 「 前 条 に 規 定 す る 地 域 内 に お い て 、 方 法 書 を 公 告 の 日 か ら 起 算 し て 一 月 間 縦 覧 に 供 し な け れ ば 」 を 「 公 告 の 日 か ら 起 算 し て 一 月 間 、 方 法 書 及

び 要 約 書 を 前 条 に 規 定 す る 地 域 内 に お い て 縦 覧 に 供 す る と と も に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 方 法 に よ り 公 表 し な け れ ば 」 に

改 め 、 同 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 説 明 会 の 開 催 等 ）

第 八 条 の 二 事 業 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 前 条 第 一 項 の 縦 覧 期 間 内 に 、 第 七 条 に 規 定 す る 地 域 内 に お い て 、 方 法 書 の 記 載 事 項 を 周 知 さ せ る た め の 説

明 会 （ 以 下 「 方 法 書 説 明 会 」 と い う 。 ） を 開 催 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 地 域 内 に 方 法 書 説 明 会 を 開 催 す る 適 当 な 場 所 が な い と き は 、 当

該 地 域 以 外 の 地 域 に お い て 開 催 す る こ と が で き る 。

2 事 業 者 は 、 方 法 書 説 明 会 を 開 催 す る と き は 、 そ の 開 催 を 予 定 す る 日 時 及 び 場 所 を 定 め 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 知 事 及 び 第 七 条 に 規 定 す る 地 域 を 管 轄

す る 市 町 村 長 に そ の 旨 を 通 知 す る と と も に 、 方 法 書 説 明 会 を 開 催 す る 旨 そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項 を 、 方 法 書 説 明 会 の 開 催 を 予 定 す る 日 の 一 週 間 前 ま で に 公 告

し な け れ ば な ら な い 。

3 事 業 者 は 、 方 法 書 説 明 会 の 開 催 を 予 定 す る 日 時 及 び 場 所 を 定 め よ う と す る と き は 、 知 事 の 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。

4 事 業 者 は 、 そ の 責 め に 帰 す る こ と が で き な い 事 由 で あ っ て 規 則 で 定 め る も の に よ り 、 第 二 項 の 規 定 に よ る 公 告 を し た 方 法 書 説 明 会 を 開 催 す る こ と が で き な

い 場 合 に は 、 当 該 方 法 書 説 明 会 を 開 催 す る こ と を 要 し な い 。

5 前 各 項 に 定 め る も の の ほ か 、 方 法 書 説 明 会 の 開 催 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

再校

１２５

平成27年2月議案



第 九 条 第 一 項 中 「 前 条 第 一 項 」 を 「 第 八 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

第 十 条 中 「 書 類 ） 」 の 下 に 「 並 び に 第 八 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 開 催 し た 方 法 書 説 明 会 の 概 要 を 記 載 し た 書 類 」 を 加 え る 。

第 十 一 条 の 次 に 次 の 章 名 を 付 す る 。

第 五 章 環 境 影 響 評 価 の 実 施 等

第 十 二 条 中 「 第 六 条 第 四 号 」 を 「 第 六 条 第 七 号 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 第 二 項 第 四 号 及 び 第 三 十 五 条 第 五 号 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 十 二 項 の 規 定 は 、 公 布 の 日

か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

2 改 正 後 の 徳 島 県 環 境 影 響 評 価 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 第 八 条 第 一 項 、 第 十 六 条 第 一 項 、 第 二 十 六 条 第 一 項 又 は 第 四 十 一 条 第 一 項 の 規 定 は 、 こ の 条

例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後 に 行 う 公 告 及 び 縦 覧 に 係 る 新 条 例 第 六 条 に 規 定 す る 環 境 影 響 評 価 方 法 書 （ 以 下 「 方 法 書 」 と い う 。 ） 、 新 条 例 第

十 四 条 に 規 定 す る 環 境 影 響 評 価 準 備 書 （ 以 下 「 準 備 書 」 と い う 。 ） 、 新 条 例 第 二 十 六 条 第 一 項 に 規 定 す る 評 価 書 等 又 は 新 条 例 第 三 十 九 条 に 規 定 す る 報 告 書 に つ

い て 適 用 す る 。

3 新 条 例 第 八 条 の 二 （ 新 条 例 第 十 七 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 は 、 施 行 日 以 後 に 行 う 公 告 及 び 縦 覧 に 係 る 方 法 書 又 は 準 備 書 に つ い て 適

用 す る 。

4 新 条 例 第 四 条 の 二 か ら 第 四 条 の 六 ま で の 規 定 は 、 施 行 日 前 に 方 法 書 を 公 告 し た 事 業 に つ い て は 、 適 用 し な い 。

5 こ の 条 例 の 施 行 の 際 、 新 条 例 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 第 一 種 事 業 （ 以 下 「 第 一 種 事 業 」 と い う 。 ） に つ い て 、 徳 島 県 行 政 手 続 条 例 （ 平 成 七 年 徳 島 県 条 例 第

四 十 八 号 ） 第 三 十 四 条 に 規 定 す る 行 政 指 導 そ の 他 の 措 置 の 定 め る と こ ろ に 従 っ て 作 成 さ れ た 次 の 各 号 に 掲 げ る 書 類 が あ る と き は 、 当 該 書 類 は 、 そ れ ぞ れ 当 該

各 号 に 定 め る 書 類 と み な す 。

一 第 一 種 事 業 に 係 る 計 画 の 立 案 の 段 階 に お い て 、 当 該 事 業 が 実 施 さ れ る べ き 区 域 そ の 他 の 規 則 で 定 め る 事 項 の 決 定 に 当 た っ て 、 一 又 は 二 以 上 の 事 業 の 実 施

が 想 定 さ れ る 区 域 に お け る 当 該 事 業 に 係 る 環 境 の 保 全 の た め に 配 慮 す べ き 事 項 に つ い て の 検 討 を 行 っ た 結 果 を 記 載 し た も の で あ る と 認 め ら れ る 書 類 新 条

例 第 四 条 の 三 の 計 画 段 階 環 境 配 慮 書

二 知 事 が 前 号 に 掲 げ る 書 類 に つ い て 環 境 の 保 全 の 見 地 か ら の 意 見 を 述 べ た も の で あ る と 認 め ら れ る 書 類 新 条 例 第 四 条 の 五 第 一 項 の 書 面

6 前 項 各 号 に 掲 げ る 書 類 は 、 知 事 が 指 定 す る も の と す る 。
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7 こ の 条 例 の 施 行 後 に 新 条 例 第 四 条 の 二 に 規 定 す る 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 と な る べ き 者 は 、 こ の 条 例 の 施 行 前 に お い て 、 新 条 例 第 四 条 の 二 か ら 第

四 条 の 七 ま で の 規 定 の 例 に よ る 新 条 例 第 四 条 の 二 に 規 定 す る 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 そ の 他 の 手 続 を 行 う こ と が で き る 。

8 前 項 の 規 定 に よ る 手 続 が 行 わ れ た 第 一 種 事 業 に つ い て は 、 当 該 手 続 は 、 新 条 例 の 相 当 す る 規 定 に よ り 施 行 日 に 行 わ れ た も の と み な す 。

9 前 二 項 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 後 に 新 条 例 第 四 十 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 新 条 例 第 四 条 の 二 に 規 定 す る 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 そ の 他 の 手 続 を

同 条 に 規 定 す る 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 に 代 わ る も の と し て 行 う 県 に つ い て 準 用 す る 。

10 附 則 第 七 項 及 び 第 八 項 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 後 に 新 条 例 第 四 十 九 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 新 条 例 第 四 条 の 二 に 規 定 す る 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討

そ の 他 の 手 続 を 同 条 に 規 定 す る 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 に 代 わ る も の と し て 行 う 市 町 村 等 に つ い て 準 用 す る 。

11 新 条 例 第 八 十 三 条 の 規 定 は 、 施 行 日 以 後 に 新 条 例 第 二 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 公 告 又 は 新 条 例 第 三 十 一 条 第 三 項 （ 新 条 例 第 三 十 二 条 第 三 項 に お い て 準 用

す る 場 合 を 含 む 。 ） 若 し く は 第 三 十 二 条 第 三 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 新 条 例 第 三 十 一 条 第 一 項 に 規 定 す る 公 告 が 行 わ れ る 事 業 に つ い て 適 用 し 、 そ の 他

の 事 業 に 係 る 環 境 影 響 評 価 そ の 他 の 手 続 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 規 則 へ の 委 任 ）

12 附 則 第 二 項 か ら 前 項 ま で に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 経 過 措 置 に 関 す る 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

提 案 理 由

環 境 影 響 評 価 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 鑑 み 、 事 業 の 計 画 の 立 案 段 階 に お け る 環 境 の 保 全 の た め に 配 慮 す べ き 事 項 に つ い て の 検 討 の 手 続 を 新 設 す る と と も

に 、 環 境 影 響 評 価 方 法 書 等 を 作 成 し た 場 合 の 公 表 に つ い て 定 め る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 の 十 の 項 及 び 十 一 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

十 及 び 十 一 削 除

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

歯 科 技 工 士 法 等 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 歯 科 技 工 士 国 家 試 験 の 実 施 主 体 が 都 道 府 県 知 事 か ら 厚 生 労 働 大 臣 に 変 更 さ れ た こ と に 伴 い 、 歯 科 技 工 士 国 家 試 験 の 実 施 及

び 歯 科 技 工 士 国 家 試 験 合 格 証 明 書 の 交 付 に 係 る 手 数 料 を 廃 止 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 四 十 一 号
徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 一 号 徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 保 健 師 、 助 産 師 、 看 護 師 及 び 准 看 護 師 修 学 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 保 健 師 、 助 産 師 、 看 護 師 及 び 准 看 護 師 修 学 資 金 貸 与 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 号 イ ()1 か ら ()3 ま で の 規 定 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 都 道 府 県 知 事 」 に 改 め る 。

第 七 条 第 一 号 ロ 中 「 第 八 条 第 二 十 五 項 」 を 「 第 八 条 第 二 十 七 項 」 に 改 め 、 同 号 ニ を 次 の よ う に 改 め る 。

ニ 次 に 掲 げ る 事 業 を 行 う 事 業 所

()1 介 護 保 険 法 第 四 十 一 条 第 一 項 本 文 の 指 定 に 係 る 同 法 第 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 （ 同 条 第 四 項 に 規 定 す る 訪 問 看 護 を 行 う 事 業 に 限 る 。 ）

()2 介 護 保 険 法 第 四 十 二 条 の 二 第 一 項 本 文 の 指 定 に 係 る 同 法 第 八 条 第 十 四 項 に 規 定 す る 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 事 業 の う ち 、 同 条 第 十 五 項 （ 第 一 号 に 係 る 部

分 に 限 る 。 ） に 規 定 す る 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 を 行 う も の 又 は 同 条 第 二 十 二 項 に 規 定 す る 複 合 型 サ ー ビ ス （ 同 条 第 四 項 に 規 定 す る 訪 問 看

護 又 は 同 条 第 十 五 項 （ 第 一 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） に 規 定 す る 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 提 供 さ れ る も の に 限 る 。 ）

を 行 う も の

()3 介 護 保 険 法 第 五 十 三 条 第 一 項 本 文 の 指 定 に 係 る 同 法 第 八 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 サ ー ビ ス 事 業 （ 同 条 第 三 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 訪 問 看 護 を

行 う 事 業 に 限 る 。 ）

附 則

1 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 七 条 第 一 号 ロ の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

2 改 正 後 の 第 七 条 第 一 号 ニ の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 に 結 ば れ る 貸 与 の 契 約 に 係 る 修 学 資 金 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 結 ば れ た 貸 与 の 契 約 に 係 る 修

学 資 金 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

第 四 十 二 号
徳 島 県 保 健 師 、 助 産 師 、 看 護 師 及 び 准 看 護 師 修 学 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 保 健 師 、 助 産 師 、 看 護 師 及 び 准 看 護 師 修 学 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 二 号 徳 島 県 保 健 師 、 助 産 師 、 看 護 師 及 び 准 看 護 師 修 学 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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提 案 理 由

看 護 師 等 の 人 材 確 保 の 促 進 に 関 す る 法 律 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 鑑 み 、 保 健 師 、 助 産 師 、 看 護 師 及 び 准 看 護 師 修 学 資 金 の 返 還 の 債 務 の 免 除 等 の 要 件 に 係 る

施 設 の 範 囲 を 改 め る と と も に 、 地 域 の 自 主 性 及 び 自 立 性 を 高 め る た め の 改 革 の 推 進 を 図 る た め の 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 に よ り 保 健 師 助 産 師 看 護 師 法 の 一

部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 七 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 六 号 中 「 昭 和 三 十 五 年 法 律 第 百 四 十 五 号 」 の 下 に 「 。 以 下 「 医 薬 品 医 療 機 器 等 法 」 と い う 。 」 を 加 え 、 同 条 第 七 号 中 「 そ れ を 濫 用 す る こ と に よ り 」

を 「 人 の 身 体 に 使 用 さ れ た 場 合 に 」 に 、 「 認 め ら れ る も の 」 を 「 認 め ら れ る 又 は 生 じ る お そ れ が あ る も の （ 医 薬 品 医 療 機 器 等 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 医 薬 品 、

酒 類 及 び た ば こ を 除 く 。 以 下 「 危 険 薬 物 」 と い う 。 ） 」 に 改 め る 。

第 六 条 に 次 の 二 項 を 加 え る 。

2 医 師 は 、 診 察 の 結 果 、 受 診 者 が 危 険 薬 物 を 吸 入 、 吸 引 、 摂 取 そ の 他 の 方 法 に よ り 身 体 に 使 用 し た こ と に よ る 中 毒 症 状 を 呈 す る も の で あ る と 診 断 し た と き は 、

そ の 症 状 そ の 他 規 則 で 定 め る 情 報 を 知 事 に 提 供 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

3 県 民 は 、 家 族 、 知 人 そ の 他 の 者 に つ い て 、 危 険 薬 物 の 製 造 、 販 売 等 又 は 身 体 に 使 用 し た こ と に よ る 健 康 被 害 に 関 す る 情 報 を 入 手 し た と き は 、 知 事 に 提 供 す

る よ う 努 め る も の と す る 。

第 二 十 一 条 中 「 第 十 七 条 か ら 前 条 ま で 」 を 「 第 二 十 五 条 、 第 二 十 六 条 及 び 前 条 」 に 改 め 、 同 条 を 第 二 十 九 条 と し 、 同 条 の 前 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

第 二 十 八 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 二 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。

一 第 二 十 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 に よ る 報 告 を せ ず 、 若 し く は 虚 偽 の 報 告 を し 、 又 は こ れ ら の 規 定 に よ る 立 入 調 査 を 拒 み 、 妨 げ 、 若 し く は 忌 避 し 、 若 し

く は こ れ ら の 規 定 に よ る 質 問 に 対 し 答 弁 を せ ず 、 若 し く は 虚 偽 の 答 弁 を し た 者

二 第 二 十 二 条 第 一 項 又 は 第 三 項 の 規 定 に よ る 命 令 （ 第 二 十 一 条 第 一 項 第 四 号 に 係 る も の を 除 く 。 ） に 違 反 し た 者

第 二 十 条 を 削 る 。

第 四 十 三 号
徳 島 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 三 号 徳 島 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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第 十 九 条 中 「 第 十 一 条 第 四 号 」 を 「 第 十 九 条 第 四 号 」 に 改 め 、 同 条 を 第 二 十 七 条 と す る 。

第 十 八 条 第 一 号 中 「 第 十 一 条 第 一 号 又 は 第 二 号 」 を 「 第 十 九 条 第 一 号 又 は 第 二 号 」 に 改 め 、 同 条 第 二 号 中 「 第 十 四 条 」 を 「 第 二 十 二 条 第 二 項 又 は 第 四 項 」 に 、

「 第 十 三 条 第 一 項 第 三 号 」 を 「 第 二 十 一 条 第 一 項 第 十 四 号 」 に 改 め 、 同 条 を 第 二 十 六 条 と す る 。

第 十 七 条 中 「 第 十 四 条 」 を 「 第 二 十 二 条 第 二 項 又 は 第 四 項 」 に 、 「 第 十 三 条 第 一 項 第 一 号 又 は 第 二 号 」 を 「 第 二 十 一 条 第 一 項 第 十 二 号 又 は 第 十 三 号 」 に 改 め 、

同 条 を 第 二 十 五 条 と す る 。

第 十 六 条 を 第 二 十 四 条 と す る 。

第 十 五 条 第 一 項 中 「 第 二 条 第 七 号 に 掲 げ る 薬 物 」 を 「 危 険 薬 物 」 に 、 「 第 八 条 第 一 項 」 を 「 第 十 六 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 条 を 第 二 十 三 条 と す る 。

第 十 四 条 第 二 項 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中 「 前 条 第 一 項 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で 」 を 「 前 条 第 一 項 第 十 二 号 か ら 第 十 四 号 ま で 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 前 条 第 一 項

第 一 号 か ら 第 三 号 ま で 」 を 「 前 条 第 一 項 第 十 二 号 か ら 第 十 四 号 ま で 」 に 、 「 同 項 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で 」 を 「 同 項 第 十 二 号 か ら 第 十 四 号 ま で 」 に 改 め 、 同 項 を

同 条 第 四 項 と し 、 同 項 の 前 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

3 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 前 条 第 一 項 第 一 号 か ら 第 七 号 ま で の い ず れ か に 該 当 す る 者 に 対 し 、 同 項 の 警 告 を 発 す る こ と な く 、 知 事 監

視 製 品 等 の 販 売 等 の 手 続 を 命 じ 、 又 は 危 険 薬 物 及 び 知 事 監 視 製 品 の 回 収 そ の 他 必 要 な 措 置 を 採 る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。

一 薬 物 の 濫 用 に よ る 危 害 か ら 県 民 の 健 康 及 び 安 全 を 守 る た め 緊 急 を 要 す る 場 合 で 、 前 条 第 一 項 の 警 告 を 発 す る い と ま が な い と き 。

二 前 条 第 一 項 第 一 号 か ら 第 七 号 ま で の い ず れ か に 該 当 す る 者 が 、 過 去 に 同 項 の 警 告 （ 同 項 第 一 号 か ら 第 七 号 ま で に 係 る も の に 限 る 。 ） を 受 け た こ と が あ る

と き 。

第 十 四 条 第 一 項 中 「 同 項 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で 」 を 「 同 項 第 十 二 号 か ら 第 十 四 号 ま で 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 二 項 と し 、 同 条 に 第 一 項 と し て 次 の 一 項 を 加 え 、

同 条 を 第 二 十 二 条 と す る 。

知 事 は 、 前 条 第 一 項 の 警 告 （ 同 項 第 一 号 か ら 第 七 号 ま で に 係 る も の に 限 る 。 ） に 従 わ な い 者 に 対 し 、 危 険 薬 物 の 容 器 等 へ の 記 載 事 項 の 記 載 、 知 事 監 視 製 品

の 販 売 等 の 届 出 、 知 事 監 視 製 品 の 販 売 等 の 際 の 説 明 書 の 交 付 若 し く は 誓 約 書 の 徴 収 、 知 事 監 視 製 品 に 関 す る 説 明 書 の 提 出 若 し く は 改 善 、 第 十 三 条 第 七 項 の 規

則 で 定 め る 事 項 の 書 面 へ の 記 載 若 し く は 当 該 書 面 若 し く は 誓 約 書 の 保 存 （ 以 下 「 知 事 監 視 製 品 等 の 販 売 等 の 手 続 」 と い う 。 ） を 命 じ 、 又 は 危 険 薬 物 及 び 知 事

監 視 製 品 の 回 収 そ の 他 必 要 な 措 置 を 採 る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。

第 十 三 条 第 一 項 第 六 号 中 「 第 十 一 条 第 六 号 」 を 「 第 十 九 条 第 六 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 十 七 号 と し 、 同 項 第 五 号 中 「 第 十 一 条 第 五 号 」 を 「 第 十 九 条 第 五 号 」

に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 十 六 号 と し 、 同 項 第 四 号 中 「 第 十 一 条 第 四 号 」 を 「 第 十 九 条 第 四 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 十 五 号 と し 、 同 項 第 三 号 中 「 第 十 一 条 第 三 号 」

を 「 第 十 九 条 第 三 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 十 四 号 と し 、 同 項 第 二 号 中 「 第 十 一 条 第 二 号 」 を 「 第 十 九 条 第 二 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 十 三 号 と し 、 同 項 第 一

号 中 「 第 十 一 条 第 一 号 」 を 「 第 十 九 条 第 一 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 十 二 号 と し 、 同 項 に 第 一 号 か ら 第 十 一 号 ま で と し て 次 の 十 一 号 を 加 え る 。
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一 第 九 条 第 一 項 の 規 定 に 違 反 し て 危 険 薬 物 の 容 器 等 に 同 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 せ ず 又 は 虚 偽 の 記 載 を し た 者

二 第 十 三 条 第 一 項 又 は 第 九 項 の 規 定 に 違 反 し て 届 出 を し な か っ た 者

三 第 十 三 条 第 三 項 の 規 定 に 違 反 し て 説 明 書 を 交 付 せ ず 、 若 し く は そ の 内 容 の 説 明 を せ ず 、 又 は 同 条 第 六 項 の 規 定 に 違 反 し て 誓 約 書 の 提 出 を 受 け ず に 知 事 監

視 製 品 を 販 売 し 、 若 し く は 授 与 し た 者

四 第 十 三 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 説 明 書 の 提 出 の 求 め に 応 じ な か っ た 者

五 第 十 三 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 説 明 書 の 改 善 の 指 導 に 応 じ な か っ た 者

六 第 十 三 条 第 七 項 の 規 定 に 違 反 し て 同 項 の 規 則 で 定 め る 事 項 を 書 面 に 記 載 し な か っ た 者

七 第 十 三 条 第 八 項 の 規 定 に 違 反 し て 誓 約 書 又 は 同 条 第 七 項 の 規 則 で 定 め る 事 項 を 記 載 し た 書 面 を 保 存 し な か っ た 者

八 第 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に 違 反 し て 誓 約 書 を 提 出 し な か っ た 者

九 第 十 四 条 第 二 項 の 規 定 に 違 反 し て 誓 約 書 の 内 容 を 遵 守 し な か っ た 者

十 第 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に 違 反 し て 誓 約 そ の 他 同 項 の 規 則 で 定 め る 事 項 を 記 載 し た 書 面 を 提 出 し な か っ た 者

十 一 第 十 五 条 第 三 項 の 規 定 に 違 反 し て 同 条 第 一 項 の 書 面 及 び 同 条 第 二 項 の 説 明 書 の 内 容 を 遵 守 し な か っ た 者

第 十 三 条 第 一 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

十 八 第 十 九 条 第 七 号 の 規 定 に 違 反 し て 危 険 薬 物 を 吸 入 、 吸 引 、 摂 取 そ の 他 の 人 の 中 枢 神 経 系 に 興 奮 等 の 作 用 を 及 ぼ す 方 法 に よ り み だ り に 使 用 し た 者

第 十 三 条 第 二 項 中 「 第 四 号 」 を 「 第 十 五 号 及 び 第 十 八 号 」 に 改 め 、 同 条 を 第 二 十 一 条 と す る 。

第 十 二 条 第 四 項 中 「 第 一 項 及 び 第 二 項 」 を 「 第 一 項 か ら 第 四 項 ま で 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 六 項 と し 、 同 条 第 三 項 中 「 前 二 項 」 を 「 前 各 項 」 に 改 め 、 同 項 を

同 条 第 五 項 と し 、 同 条 第 二 項 中 「 医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 」 を 「 医 薬 品 医 療 機 器 等 法 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 四 項

と し 、 同 条 第 一 項 を 同 条 第 三 項 と し 、 同 条 に 第 一 項 及 び 第 二 項 と し て 次 の 二 項 を 加 え 、 同 条 を 第 二 十 条 と す る 。

知 事 は 、 こ の 条 例 の 施 行 に 必 要 な 限 度 に お い て 、 危 険 薬 物 若 し く は こ れ に 該 当 す る 疑 い の あ る 物 （ 知 事 指 定 薬 物 及 び 知 事 監 視 製 品 並 び に こ れ ら に 該 当 す る

疑 い の あ る 物 を 除 く 。 ） を 販 売 し 、 授 与 し 、 販 売 若 し く は 授 与 の 目 的 で 所 持 し 、 若 し く は 人 の 身 体 に み だ り に 使 用 し た 者 に 対 し て 、 必 要 な 報 告 を さ せ 、 又 は

そ の 職 員 に 、 こ れ ら の 物 を 業 務 上 取 り 扱 う 場 所 そ の 他 こ れ ら の 行 為 に 関 係 の あ る 場 所 に 立 ち 入 り 、 帳 簿 書 類 そ の 他 の 物 件 を 調 査 さ せ 、 若 し く は 関 係 者 に 質 問

さ せ る こ と が で き る 。

2 知 事 は 、 こ の 条 例 の 施 行 に 必 要 な 限 度 に お い て 、 知 事 監 視 製 品 若 し く は こ れ に 該 当 す る 疑 い の あ る 物 を 販 売 し 、 授 与 し 、 若 し く は 販 売 若 し く は 授 与 の 目 的

で 所 持 し た 者 に 対 し て 、 必 要 な 報 告 を さ せ 、 又 は そ の 職 員 に 、 こ れ ら の 物 を 業 務 上 取 り 扱 う 場 所 そ の 他 こ れ ら の 行 為 に 関 係 の あ る 場 所 に 立 ち 入 り 、 帳 簿 書 類

そ の 他 の 物 件 を 調 査 さ せ 、 若 し く は 関 係 者 に 質 問 さ せ る こ と が で き る 。
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第 十 一 条 に 次 の 一 号 を 加 え 、 同 条 を 第 十 九 条 と す る 。

七 危 険 薬 物 （ 知 事 指 定 薬 物 を 除 く 。 ） を 吸 入 、 吸 引 、 摂 取 そ の 他 の 人 の 中 枢 神 経 系 に 興 奮 等 の 作 用 を 及 ぼ す 方 法 に よ り 人 の 身 体 に み だ り に 使 用 し て は な ら

な い 。

第 十 条 の 見 出 し を 「 （ 知 事 指 定 薬 物 の 指 定 の 解 除 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項 中 「 第 八 条 第 一 項 」 を 「 第 十 六 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 第 八 条 第 二 項 本 文

及 び 第 四 項 」 を 「 第 十 六 条 第 二 項 本 文 及 び 第 四 項 」 に 改 め 、 同 条 を 第 十 八 条 と す る 。

第 九 条 の 見 出 し を 「 （ 知 事 指 定 薬 物 の 指 定 の 失 効 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 第 十 七 条 か ら 第 二 十 一 条 ま で 」 を 「 第 二 十 五 条 か ら 第 二 十 九 条 ま で 」 に 改 め 、 同

条 を 第 十 七 条 と す る 。

第 八 条 の 見 出 し を 「 （ 知 事 指 定 薬 物 の 指 定 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項 中 「 第 二 条 第 七 号 に 掲 げ る 薬 物 」 を 「 危 険 薬 物 」 に 改 め 、 「 認 め る も の 」 の 下 に 「 で あ っ て

人 の 身 体 に 使 用 さ れ た 場 合 に 人 の 健 康 に 危 害 が 生 じ る と 認 め ら れ る も の 」 を 加 え 、 同 条 第 二 項 た だ し 書 を 次 の よ う に 改 め る 。

た だ し 、 次 に 掲 げ る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

一 県 民 の 健 康 及 び 安 全 を 守 る た め 緊 急 を 要 す る 場 合 で 、 あ ら か じ め 徳 島 県 薬 事 審 議 会 の 意 見 を 聴 く い と ま が な い と き 。

二 薬 物 の 濫 用 を 防 止 す る た め の 規 制 を 定 め る 都 道 府 県 の 条 例 で あ っ て 規 則 で 定 め る も の に 基 づ き 、 前 項 の 規 定 に よ る 指 定 に 相 当 す る 指 定 が な さ れ た と き 。

第 八 条 を 第 十 六 条 と し 、 第 七 条 の 次 に 次 の 八 条 を 加 え る 。

（ 危 険 薬 物 の 濫 用 者 へ の 治 療 等 ）

第 八 条 県 は 、 危 険 薬 物 を 濫 用 し て い る 者 に 対 し て 治 療 及 び 社 会 復 帰 の 支 援 を 行 う と と も に 、 そ の 家 族 へ の 支 援 を 行 う も の と す る 。

（ 危 険 薬 物 の 販 売 等 の 手 続 ）

第 九 条 危 険 薬 物 を 販 売 し 、 又 は 授 与 し よ う と す る 者 は 、 販 売 し 、 又 は 授 与 す る 危 険 薬 物 の 直 接 の 容 器 又 は 被 包 （ 以 下 「 容 器 等 」 と い う 。 ） に 次 に 掲 げ る 事 項

を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 正 当 な 理 由 が あ る 場 合 と し て 規 則 で 定 め る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

一 当 該 危 険 薬 物 に 第 二 条 第 一 号 か ら 第 六 号 ま で に 掲 げ る 薬 物 及 び 第 十 六 条 第 四 項 に 規 定 す る 知 事 指 定 薬 物 が 含 ま れ て い な い こ と を 確 認 し て い る こ と 。

二 当 該 危 険 薬 物 の 成 分 及 び そ の 含 有 量

（ 知 事 監 視 製 品 の 指 定 ）

第 十 条 知 事 は 、 危 険 薬 物 の う ち 、 そ の 名 称 、 成 分 、 使 用 方 法 等 の 表 示 内 容 、 販 売 場 所 、 販 売 方 法 、 広 告 そ の 他 の 情 報 か ら 、 そ の 用 途 及 び 使 用 方 法 に 反 し て 、

吸 入 、 吸 引 、 摂 取 そ の 他 の 方 法 に よ り 身 体 に 使 用 さ れ る お そ れ が あ る と 認 め る も の を 指 定 す る こ と が で き る 。

2 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 指 定 を し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 徳 島 県 薬 事 審 議 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 県 民 の 健 康 及 び 安 全 を 守

る た め 緊 急 を 要 す る 場 合 で 、 あ ら か じ め 徳 島 県 薬 事 審 議 会 の 意 見 を 聴 く い と ま が な い と き は 、 こ の 限 り で な い 。
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3 前 項 た だ し 書 の 場 合 に お い て は 、 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 指 定 を 行 っ た 後 、 速 や か に 、 そ の 旨 を 徳 島 県 薬 事 審 議 会 に 報 告 す る も の と す る 。

4 第 一 項 の 規 定 に よ る 指 定 は 、 同 項 の 規 定 に よ り 指 定 さ れ た 薬 物 （ 以 下 「 知 事 監 視 製 品 」 と い う 。 ） を 特 定 で き る 情 報 、 指 定 の 理 由 、 指 定 の 効 力 発 生 の 日 そ

の 他 必 要 な 事 項 を 公 示 す る こ と に よ っ て 行 う も の と す る 。

（ 知 事 監 視 製 品 の 指 定 の 失 効 ）

第 十 一 条 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 指 定 は 、 知 事 監 視 製 品 が 第 二 条 第 一 号 か ら 第 六 号 ま で に 掲 げ る 薬 物 若 し く は 第 十 六 条 第 四 項 に 規 定 す る 知 事 指 定 薬 物 に 該 当

す る に 至 っ た と き 又 は 知 事 監 視 製 品 に つ い て 医 薬 品 医 療 機 器 等 法 第 七 十 六 条 の 六 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ る 禁 止 が な さ れ た と き は 、 そ の 効 力 を 失 う も の と す

る 。

2 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 知 事 監 視 製 品 の 指 定 の 効 力 が 失 わ れ た と き は 、 当 該 知 事 監 視 製 品 を 特 定 で き る 情 報 、 効 力 が 失 わ れ た 理 由 そ の 他 必 要 な 事 項 を 公

示 す る も の と す る 。

3 第 二 十 八 条 か ら 第 三 十 条 ま で の 規 定 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 知 事 監 視 製 品 の 指 定 の 効 力 が 失 わ れ る 前 に し た 行 為 に つ い て も 、 適 用 す る 。

（ 知 事 監 視 製 品 の 指 定 の 解 除 ）

第 十 二 条 知 事 は 、 前 条 第 一 項 に 規 定 す る 場 合 の ほ か 、 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 指 定 の 必 要 が な く な っ た と 認 め る と き 又 は 当 該 指 定 を 継 続 す る こ と が 適 当 で

な い と 認 め る と き は 、 当 該 指 定 を 解 除 し な け れ ば な ら な い 。

2 第 十 条 第 二 項 本 文 及 び 第 四 項 の 規 定 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 指 定 の 解 除 に つ い て 準 用 す る 。

（ 知 事 監 視 製 品 の 届 出 及 び 販 売 等 の 手 続 ）

第 十 三 条 知 事 監 視 製 品 を 、 業 と し て 、 販 売 し 、 授 与 し 、 又 は 販 売 若 し く は 授 与 の 目 的 で 所 持 し よ う と す る 者 は 、 あ ら か じ め 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 販

売 し 、 授 与 し 、 又 は 販 売 若 し く は 授 与 の 目 的 で 所 持 す る 場 所 ご と に 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

2 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 届 出 が あ っ た と き は 、 当 該 届 出 を し た 者 （ 以 下 「 販 売 業 者 」 と い う 。 ） の 氏 名 （ 法 人 に あ っ て は 、 名 称 ） そ の 他 規 則 で 定 め る 事

項 を 公 示 す る も の と す る 。

3 販 売 業 者 は 、 知 事 監 視 製 品 を 販 売 し 、 又 は 授 与 す る と き は 、 購 入 し 、 又 は 譲 り 受 け よ う と す る 者 に 対 し 、 当 該 知 事 監 視 製 品 に 関 す る 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載

し た 書 面 （ 以 下 「 説 明 書 」 と い う 。 ） を 交 付 の 上 、 そ の 内 容 を 説 明 し な け れ ば な ら な い 。

一 名 称 、 用 途 及 び 使 用 方 法

二 み だ り に 吸 入 、 吸 引 、 摂 取 そ の 他 の 方 法 に よ り 身 体 に 使 用 し て は な ら な い こ と そ の 他 遵 守 す べ き 事 項

三 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 適 正 か つ 安 全 な 使 用 の た め に 必 要 な 情 報

4 知 事 は 、 説 明 書 の 内 容 を 確 認 す る た め 、 販 売 業 者 に 対 し 、 当 該 説 明 書 の 提 出 を 求 め る こ と が で き る 。
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5 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 提 出 さ れ た 説 明 書 の 内 容 が 適 正 か つ 安 全 な 使 用 の た め に 十 分 で な い と 認 め る と き は 、 販 売 業 者 に 対 し 、 当 該 説 明 書 の 改 善 を 指 導

す る こ と が で き る 。

6 販 売 業 者 は 、 知 事 監 視 製 品 を 販 売 し 、 又 は 授 与 す る と き は 、 購 入 し 、 又 は 譲 り 受 け よ う と す る 者 か ら 、 住 所 及 び 氏 名 （ 法 人 に あ っ て は 、 所 在 地 及 び 名 称 ） 、

説 明 書 の 記 載 内 容 を 遵 守 し 、 み だ り に 吸 入 、 吸 引 、 摂 取 そ の 他 の 方 法 に よ り 身 体 に 使 用 し な い 旨 の 誓 約 そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項 を 記 載 し た 書 面 （ 以 下 「 誓 約

書 」 と い う 。 ） の 提 出 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

7 販 売 業 者 は 、 知 事 監 視 製 品 を 購 入 し 、 又 は 譲 り 受 け た と き は 、 そ の 都 度 、 規 則 で 定 め る 事 項 を 書 面 に 記 載 し て お か な け れ ば な ら な い 。

8 販 売 業 者 は 、 知 事 監 視 製 品 を 販 売 し 、 若 し く は 授 与 し 、 又 は 購 入 し 、 若 し く は 譲 り 受 け た 日 か ら 三 年 間 、 誓 約 書 及 び 前 項 の 規 則 で 定 め る 事 項 を 記 載 し た 書

面 を 保 存 し な け れ ば な ら な い 。

9 販 売 業 者 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 届 け 出 た 事 項 を 変 更 し た と き は 、 そ の 日 か ら 十 五 日 以 内 に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 知 事 に そ の 旨 を 届 け 出 な け れ ば

な ら な い 。

10 販 売 業 者 は 、 知 事 監 視 製 品 を 販 売 し な く な っ た と き 、 授 与 し な く な っ た と き 、 又 は 販 売 若 し く は 授 与 の 目 的 で 所 持 し な く な っ た と き は 、 そ の 日 か ら 十 五 日

以 内 に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 知 事 に そ の 旨 を 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

11 知 事 は 、 前 二 項 の 規 定 に よ る 届 出 が あ っ た と き は 、 当 該 届 出 を し た 販 売 業 者 の 氏 名 （ 法 人 に あ っ て は 、 名 称 ） そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項 を 公 示 す る も の と す

る 。
（ 販 売 業 者 か ら 購 入 等 を す る 者 の 手 続 等 ）

第 十 四 条 販 売 業 者 か ら 知 事 監 視 製 品 を 購 入 し 、 又 は 譲 り 受 け よ う と す る 者 は 、 誓 約 書 を 当 該 販 売 業 者 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

2 前 項 の 規 定 に よ り 誓 約 書 を 提 出 し た 者 は 、 そ の 内 容 を 遵 守 し な け れ ば な ら な い 。

（ 販 売 業 者 以 外 の 者 か ら 購 入 等 を し た 者 の 手 続 等 ）

第 十 五 条 販 売 業 者 以 外 の 者 か ら 知 事 監 視 製 品 を 購 入 し 、 又 は 譲 り 受 け た 者 （ 販 売 業 者 を 除 く 。 ） は 、 当 該 知 事 監 視 製 品 を 県 内 で 所 持 し た と き は 、 直 ち に 、 住

所 及 び 氏 名 （ 法 人 に あ っ て は 、 所 在 地 及 び 名 称 ） 、 み だ り に 吸 入 、 吸 引 、 摂 取 そ の 他 の 方 法 に よ り 身 体 に 使 用 し な い 旨 の 誓 約 そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項 を 記 載

し た 書 面 を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

2 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 書 面 を 提 出 し た 者 に 対 し 、 そ の 者 が 購 入 し 、 又 は 譲 り 受 け た 知 事 監 視 製 品 に 関 す る 説 明 書 を 交 付 す る も の と す る 。

3 第 一 項 の 規 定 に よ り 書 面 を 提 出 し た 者 は 、 当 該 書 面 及 び 前 項 の 規 定 に よ り 交 付 さ れ た 説 明 書 の 内 容 を 遵 守 し な け れ ば な ら な い 。

本 則 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

第 三 十 条 第 二 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 警 告 （ 同 項 第 八 号 か ら 第 十 一 号 ま で 及 び 第 十 八 号 に 係 る も の に 限 る 。 ） に 従 わ な い 者 は 、 五 万 円 以 下 の 過 料 に 処 す る 。

再校

１３８

平成27年2月議案



附 則

1 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 八 条 第 二 項 た だ し 書 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

2 こ の 条 例 の 施 行 前 に し た 行 為 に 対 す る 罰 則 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

最 近 に お け る い わ ゆ る 危 険 ド ラ ッ グ に よ る 危 害 の 発 生 の 状 況 に 鑑 み 、 規 制 の 対 象 と な る 薬 物 の 範 囲 を 拡 大 す る と と も に 、 薬 物 の 濫 用 を 防 止 す る た め の 規 制 を

強 化 す る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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介 護 保 険 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

介 護 保 険 法 施 行 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 た だ し 書 中 「 第 四 十 五 条 に お い て 準 用 す る 省 令 第 三 十 七 条 第 二 項 、 省 令 」 及 び 「 、 省 令 第 百 十 五 条 に お い て 準 用 す る 省 令 第 百 六 条 第 二 項 」 を 削 る 。

第 十 条 た だ し 書 中 「 第 三 十 七 条 第 二 項 、 」 及 び 「 、 第 百 六 条 第 二 項 」 を 削 る 。

第 十 一 条 第 一 項 中 第 六 号 を 削 り 、 第 七 号 を 第 六 号 と し 、 第 八 号 か ら 第 十 二 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 上 げ 、 同 条 第 二 項 中 「 第 八 号 か ら 第 十 二 号 ま で 」 を 「 第 七 号

か ら 第 十 一 号 ま で 」 に 改 め る 。

第 十 二 条 中 「 第 八 号 、 第 十 号 及 び 第 十 一 号 」 を 「 第 七 号 、 第 九 号 及 び 第 十 号 」 に 改 め る 。

第 十 三 条 中 「 第 八 号 か ら 第 十 二 号 ま で 」 を 「 第 七 号 か ら 第 十 一 号 ま で 」 に 改 め る 。

附 則

1 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

2 地 域 に お け る 医 療 及 び 介 護 の 総 合 的 な 確 保 を 推 進 す る た め の 関 係 法 律 の 整 備 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 八 十 三 号 。 以 下 「 整 備 法 」 と い う 。 ） 附

則 第 十 一 条 又 は 第 十 四 条 第 二 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ た 整 備 法 第 五 条 の 規 定 （ 整 備 法 附 則 第 一 条 第 三 号 に 掲 げ る 改 正 規 定 に 限 る 。 ）

に よ る 改 正 前 の 介 護 保 険 法 （ 平 成 九 年 法 律 第 百 二 十 三 号 。 以 下 「 旧 法 」 と い う 。 ） 第 五 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 該 当 す る 旧 法 第 八 条

の 二 第 二 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 訪 問 介 護 若 し く は 同 条 第 七 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 通 所 介 護 又 は 介 護 保 険 法 第 五 十 四 条 第 一 項 第 二 号 に 規 定 す る 基 準 該 当 介 護 予

防 サ ー ビ ス に 該 当 す る 旧 法 第 八 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 訪 問 介 護 若 し く は 同 条 第 七 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 通 所 介 護 若 し く は こ れ ら に 相 当 す る サ ー ビ

ス に つ い て は 、 改 正 前 の 介 護 保 険 法 施 行 条 例 （ 以 下 「 旧 条 例 」 と い う 。 ） 第 三 条 た だ し 書 、 第 十 条 た だ し 書 及 び 第 十 一 条 の 規 定 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。

第 四 十 四 号
介 護 保 険 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

介 護 保 険 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 四 号 介 護 保 険 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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こ の 場 合 に お い て 、 旧 条 例 第 三 条 た だ し 書 及 び 第 十 条 た だ し 書 中 「 さ れ る 」 と あ る の は 、 「 さ れ る 介 護 保 険 法 施 行 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 省 令 （ 平 成 二 十 七

年 厚 生 労 働 省 令 第 四 号 ） 第 五 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 」 と す る 。

提 案 理 由

介 護 保 険 法 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 介 護 予 防 サ ー ビ ス の う ち 介 護 予 防 訪 問 介 護 及 び 介 護 予 防 通 所 介 護 が 介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 に 移 行 す る こ と に 伴 い 、

指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 に つ い て 所 要 の 整 備 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 森 林 整 備 加 速 化 ・ 林 業 飛 躍 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 森 林 整 備 加 速 化 ・ 林 業 飛 躍 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

附 則 第 三 項 を 削 る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

森 林 整 備 加 速 化 ・ 林 業 再 生 事 業 費 補 助 金 等 に 係 る 事 業 の 実 施 期 限 が 廃 止 さ れ た こ と に 鑑 み 、 徳 島 県 森 林 整 備 加 速 化 ・ 林 業 飛 躍 基 金 条 例 の 失 効 規 定 を 廃 止 す る

必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 四 十 五 号
徳 島 県 森 林 整 備 加 速 化 ・ 林 業 飛 躍 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 森 林 整 備 加 速 化 ・ 林 業 飛 躍 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 五 号 徳 島 県 森 林 整 備 加 速 化 ・ 林 業 飛 躍 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 三 十 三 の 二 の 項 及 び 三 十 三 の 三 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

三 十 三 の 二 長 期 優 良 住 宅 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 年 法 律 第 八 十 七 号 ） 第 五 条

第 一 項 か ら 第 三 項 ま で の 規 定 に 基 づ く 長 期 優 良 住 宅 建 築 等 計 画 （ 三 十 三 の 四 の 項 に お い て

「 計 画 」 と い う 。 ） の 認 定 の 申 請 に 対 す る 審 査

1 長 期 優 良 住 宅 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 法 律 第 二 条 第 四 項

各 号 に 掲 げ る 措 置 の う ち 住 宅 の 品 質 確 保 の 促 進 等 に 関 す

る 法 律 （ 平 成 十 一 年 法 律 第 八 十 一 号 ） 第 三 条 の 二 第 一 項

に 規 定 す る 評 価 方 法 基 準 へ の 適 合 を 要 件 と す る 部 分 に つ

い て 同 法 第 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 登 録 住 宅 性 能 評 価 機 関

（ 三 十 三 の 五 の 項 に お い て 「 登 録 住 宅 性 能 評 価 機 関 」 と

い う 。 ） が そ の 適 合 を 証 す る 書 類 （ 三 十 三 の 四 の 項 に お

い て 「 適 合 証 」 と い う 。 ） の 添 付 が あ る 場 合 で あ っ て 、

申 請 す る 住 宅 に 係 る 建 築 物 の 床 面 積 の 合 計 が 二 百 平 方 メ

ー ト ル 以 下 の と き は 一 万 千 円 、 二 百 平 方 メ ー ト ル を 超 え

五 百 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 一 万 三 千 円 、 五 百 平 方 メ

ー ト ル を 超 え 千 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 三 万 円 、 千 平

方 メ ー ト ル を 超 え 二 千 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 四 万 五

第 四 十 六 号
徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 六 号 徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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三 十 三 の 三 長 期 優 良 住 宅 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 法 律 第 六 条 第 二 項 （ 同 法 第 八 条 第 二 項 に お

い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に 基 づ く 申 出 に 伴 う 建 築 基 準 関 係 規 定 に 適 合 す る か ど

う か の 審 査

千 円 、 二 千 平 方 メ ー ト ル を 超 え 一 万 平 方 メ ー ト ル 以 下 の

と き は 十 二 万 七 千 円 、 一 万 平 方 メ ー ト ル を 超 え る と き は

十 八 万 七 千 円

2 そ の 他 の 場 合 で あ っ て 、 申 請 す る 住 宅 に 係 る 建 築 物 の

床 面 積 の 合 計 が 二 百 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 五 万 六 千

円 、 二 百 平 方 メ ー ト ル を 超 え 五 百 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と

き は 七 万 二 千 円 、 五 百 平 方 メ ー ト ル を 超 え 千 平 方 メ ー ト

ル 以 下 の と き は 十 六 万 二 千 円 、 千 平 方 メ ー ト ル を 超 え 二

千 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 二 十 六 万 円 、 二 千 平 方 メ ー

ト ル を 超 え 一 万 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 八 十 万 円 、 一

万 平 方 メ ー ト ル を 超 え る と き は 百 二 十 万 円

三 十 九 の 項 下 欄 に よ り 算 定 し た 額

別 表 第 一 の 三 十 三 の 四 の 項 の 3 中 「 三 十 三 の 二 の 項 下 欄 2 イ 」 を 「 三 十 三 の 二 の 項 下 欄 2 」 に 改 め 、 「 、 変 更 後 の 計 画 に つ い て 建 築 基 準 法 第 六 条 第 一 項 の 規

定 に 基 づ く 確 認 の 申 請 を 要 す る 場 合 は 変 更 後 の 確 認 済 証 を 同 2 イ 又 は ロ に 規 定 す る 確 認 済 証 と 」 を 削 る 。

別 表 第 一 の 三 十 三 の 六 の 項 中 「 三 十 三 の 三 の 項 下 欄 」 を 「 三 十 九 の 項 下 欄 」 に 改 め る 。

別 表 第 一 の 三 十 九 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

三 十 九 建 築 基 準 法 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 確 認 の 申 請 に 対 す る 審 査 次 に 掲 げ る 計 画 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 金 額 （ 次

に 掲 げ る 区 分 の う ち 二 以 上 の 区 分 に 該 当 す る 場 合 に あ っ て

は 、 該 当 す る 区 分 ご と に 算 定 し た 額 の 合 計 額 ）

イ 建 築 物 を 建 築 す る 場 合 （ ロ に 掲 げ る 場 合 及 び 移 転 す る

場 合 を 除 く 。 ） で あ っ て 、 当 該 建 築 に 係 る 部 分 の 床 面 積

の 合 計 が 三 十 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 五 千 円 、 三 十 平

方 メ ー ト ル を 超 え 百 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 九 千 円 、
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百 平 方 メ ー ト ル を 超 え 二 百 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 一

万 四 千 円 、 二 百 平 方 メ ー ト ル を 超 え 五 百 平 方 メ ー ト ル 以

下 の と き は 一 万 九 千 円 、 五 百 平 方 メ ー ト ル を 超 え 千 平 方

メ ー ト ル 以 下 の と き は 三 万 四 千 円 、 千 平 方 メ ー ト ル を 超

え 二 千 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 四 万 八 千 円 、 二 千 平 方

メ ー ト ル を 超 え 一 万 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 十 四 万

円 、 一 万 平 方 メ ー ト ル を 超 え 五 万 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と

き は 二 十 四 万 円 、 五 万 平 方 メ ー ト ル を 超 え る と き は 四 十

六 万 円

ロ 確 認 を 受 け た 建 築 物 の 計 画 の 変 更 を し て 建 築 物 を 建 築

す る 場 合 （ 移 転 す る 場 合 を 除 く 。 ） は 、 当 該 計 画 の 変 更

に 係 る 部 分 の 床 面 積 の 二 分 の 一 （ 床 面 積 が 増 加 す る 部 分

に あ っ て は 、 当 該 増 加 す る 部 分 の 床 面 積 ） を イ に 掲 げ る

床 面 積 の 合 計 と み な し て イ に よ り 算 定 し た 額

ハ 建 築 物 を 移 転 し 、 そ の 大 規 模 の 修 繕 又 は 大 規 模 の 模 様

替 を す る 場 合 （ ニ に 掲 げ る 場 合 を 除 く 。 ） は 、 当 該 移 転 、

修 繕 又 は 模 様 替 に 係 る 部 分 の 床 面 積 の 二 分 の 一 を イ に 掲

げ る 床 面 積 の 合 計 と み な し て イ に よ り 算 定 し た 額

ニ 確 認 を 受 け た 建 築 物 の 計 画 の 変 更 を し て 建 築 物 を 移 転

し 、 そ の 大 規 模 の 修 繕 若 し く は 大 規 模 の 模 様 替 を し 、 又

は そ の 用 途 を 変 更 す る 場 合 は 、 当 該 計 画 の 変 更 に 係 る 部

分 の 床 面 積 の 二 分 の 一 を イ に 掲 げ る 床 面 積 の 合 計 と み な

し て イ に よ り 算 定 し た 額

別 表 第 一 の 三 十 九 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

三 十 九 の 二 建 築 基 準 法 第 六 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 構 造 計 算 適 合 性 判 定 （ 以 下 こ の 項 次 に 掲 げ る 構 造 計 算 の 区 分 に 応 じ そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 金 額
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に お い て 「 構 造 計 算 適 合 性 判 定 」 と い う 。 ） の 申 請 に 対 す る 審 査

三 十 九 の 三 建 築 基 準 法 第 六 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に 準 じ て 行 わ れ る 構 造 計 算 適 合 性 判 定 の 申

請 に 対 す る 審 査

（ 同 一 敷 地 内 に 二 以 上 の 構 造 計 算 適 合 性 判 定 を 要 す る 建 築

物 （ 建 築 基 準 法 第 二 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 建 築 物 の 部 分

が 別 の 建 築 物 と み な さ れ る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 建 築 物 の

部 分 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） が あ る 場 合 は 、 そ れ ぞ

れ の 建 築 物 に つ き 次 に よ り 算 定 し た 額 の 合 計 額 ）

イ 建 築 基 準 法 第 二 十 条 第 一 項 第 二 号 イ に 規 定 す る 方 法 に

よ る 場 合 で あ っ て 、 当 該 建 築 物 に お け る 構 造 計 算 適 合 性

判 定 に 係 る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が 千 平 方 メ ー ト ル 以 下 の

と き は 二 十 一 万 円 、 千 平 方 メ ー ト ル を 超 え 二 千 平 方 メ ー

ト ル 以 下 の と き は 二 十 七 万 九 千 円 、 二 千 平 方 メ ー ト ル を

超 え 一 万 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 三 十 二 万 円 、 一 万 平

方 メ ー ト ル を 超 え 五 万 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 四 十 二

万 五 千 円 、 五 万 平 方 メ ー ト ル を 超 え る と き は 七 十 七 万 四

千 円

ロ 建 築 基 準 法 第 二 十 条 第 一 項 第 二 号 イ 又 は 第 三 号 イ に 規

定 す る プ ロ グ ラ ム に よ る 場 合 で あ っ て 、 当 該 建 築 物 に お

け る 構 造 計 算 適 合 性 判 定 に 係 る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が 千

平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 十 四 万 六 千 円 、 千 平 方 メ ー ト

ル を 超 え 二 千 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 十 八 万 千 円 、 二

千 平 方 メ ー ト ル を 超 え 一 万 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 二

十 万 千 円 、 一 万 平 方 メ ー ト ル を 超 え 五 万 平 方 メ ー ト ル 以

下 の と き は 二 十 五 万 四 千 円 、 五 万 平 方 メ ー ト ル を 超 え る

と き は 四 十 二 万 八 千 円

三 十 九 の 二 の 項 下 欄 イ 中 「 二 十 一 万 円 」 と あ る の は 「 二 十

二 万 六 千 円 」 と 、 「 二 十 七 万 九 千 円 」 と あ る の は 「 三 十 万

千 円 」 と 、 「 三 十 二 万 円 」 と あ る の は 「 三 十 四 万 五 千 円 」
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と 、 「 四 十 二 万 五 千 円 」 と あ る の は 「 四 十 五 万 八 千 円 」 と 、

「 七 十 七 万 四 千 円 」 と あ る の は 「 八 十 三 万 五 千 円 」 と 、 同

ロ 中 「 十 四 万 六 千 円 」 と あ る の は 「 十 五 万 八 千 円 」 と 、 「 十

八 万 千 円 」 と あ る の は 「 十 九 万 五 千 円 」 と 、 「 二 十 万 千 円 」

と あ る の は 「 二 十 一 万 六 千 円 」 と 、 「 二 十 五 万 四 千 円 」 と

あ る の は 「 二 十 七 万 四 千 円 」 と 、 「 四 十 二 万 八 千 円 」 と あ

る の は 「 四 十 六 万 千 円 」 と 読 み 替 え た 額 に よ り 算 定 し た 額

別 表 第 一 の 四 十 の 項 中 「 三 十 九 の 項 1 」 を 「 三 十 九 の 項 下 欄 」 に 改 め 、 同 表 の 四 十 八 の 項 中 「 第 七 条 の 六 第 一 項 第 一 号 」 の 下 に 「 又 は 第 二 号 」 を 加 え 、 「 承

認 」 を 「 認 定 」 に 改 め 、 同 表 の 四 十 八 の 二 の 項 中 「 第 十 八 条 第 三 項 」 を 「 第 十 八 条 第 四 項 」 に 改 め 、 「 審 査 （ 同 条 第 四 項 の 」 及 び 「 を 要 す る 場 合 に 限 る 。 ） 」 を

削 り 、 「 三 十 九 の 項 下 欄 2 イ 又 は ロ 」 を 「 三 十 九 の 二 の 項 下 欄 イ 又 は ロ 」 に 、 「 建 築 基 準 法 施 行 令 第 八 十 一 条 第 四 項 」 を 「 建 築 基 準 法 第 二 十 条 第 二 項 」 に 改 め 、

同 表 の 六 十 五 の 二 の 項 中 「 第 六 十 七 条 の 二 第 三 項 第 二 号 」 を 「 第 六 十 七 条 の 三 第 三 項 第 二 号 」 に 改 め 、 同 表 の 七 十 九 の 二 の 項 中 「 第 十 一 条 第 二 項 」 を 「 第 五 条

第 三 項 」 に 、 「 書 換 交 付 」 を 「 書 換 え 交 付 」 に 改 め 、 同 表 の 九 十 三 の 項 中 「 宅 地 建 物 取 引 主 任 者 資 格 試 験 」 を 「 宅 地 建 物 取 引 士 資 格 試 験 」 に 改 め 、 同 表 の 九 十

四 の 項 中 「 宅 地 建 物 取 引 主 任 者 資 格 登 録 簿 」 を 「 宅 地 建 物 取 引 士 資 格 登 録 簿 」 に 改 め 、 同 表 の 九 十 六 の 項 及 び 九 十 七 の 項 中 「 取 引 主 任 者 証 」 を 「 宅 地 建 物 取 引

士 証 」 に 改 め 、 同 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

九 十 七 の 二 宅 地 建 物 取 引 業 法 施 行 規 則 （ 昭 和 三 十 二 年 建 設 省 令 第 十 二 号 ） 第 十 四 条 の 十 五

第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 宅 地 建 物 取 引 士 証 の 再 交 付 の 申 請 に 対 す る 審 査

四 千 五 百 円

附 則

こ の 条 例 は 、 建 築 基 準 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 五 十 四 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 一 の 七 十 九 の 二 の 項 の 改 正 規 定 は

建 築 士 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 九 十 二 号 ） の 施 行 の 日 か ら 、 同 表 の 九 十 三 の 項 、 九 十 四 の 項 、 九 十 六 の 項 及 び 九 十 七 の 項 の 改 正 規 定 並 び

に 同 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 改 正 規 定 は 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

建 築 基 準 法 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 建 築 主 が 構 造 計 算 適 合 性 判 定 を 都 道 府 県 知 事 又 は 指 定 構 造 計 算 適 合 性 判 定 機 関 に 直 接 申 請 で き る こ と と さ れ た こ と に 伴 い 、 建
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築 確 認 の 申 請 に 対 す る 審 査 に 係 る 手 数 料 に つ い て 所 要 の 整 備 を 行 う 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 都 市 公 園 条 例 （ 昭 和 三 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 七 条 第 三 項 の 表 水 泳 プ ー ル 及 び こ れ に 附 属 す る 有 料 公 園 施 設 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

駐 車 場 一 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で 午 前 零 時 か ら 午 後 十 二 時 ま で 。 た だ し 、 自 動

車 を 駐 車 場 へ 入 車 さ せ る こ と の で き る 時 間

は 、 午 前 六 時 か ら 午 後 十 時 ま で と す る 。

第 十 三 条 第 二 項 た だ し 書 を 次 の よ う に 改 め る 。

た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 有 料 公 園 施 設 の 使 用 料 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ り 徴 収 す る 。

一 水 泳 プ ー ル （ 共 用 す る 場 合 に 限 る 。 ） 入 場 の 際 、 入 場 券 を 発 行 し て 徴 収 す る 。

二 駐 車 場 利 用 の 終 了 の 際 、 現 金 に よ り 徴 収 す る 。 た だ し 、 知 事 が 相 当 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。

第 十 四 条 中 「 場 合 」 の 下 に 「 そ の 他 知 事 が 特 別 の 事 情 が あ る と 認 め る 場 合 」 を 加 え る 。

別 表 第 一 徳 島 県 蔵 本 公 園 の 項 中 「 放 送 施 設 」 を 「 放 送 施 設 駐 車 場 」 に 改 め 、 同 表 徳 島 県 鳴 門 総 合 運 動 公 園 の 項 中 「 講 演 会 等 の た め の 用 具 」 を 「 講 演 会 等 の

た め の 用 具 帯 状 映 像 装 置 」 に 改 め る 。

別 表 第 三 の そ の 二 の 表 に 次 の よ う に 加 え る 。

駐 車 場 一 台 一 回 普 通 自 動 車 駐 車 時 間 が 、 二 時 間 を 超 え 四 時 間 以 内

第 四 十 七 号
徳 島 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 七 号 徳 島 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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の 場 合 は 一 ○ ○ 円 、 四 時 間 を 超 え 五 時

間 以 内 の 場 合 は 二 ○ ○ 円 、 五 時 間 を 超

え 六 時 間 以 内 の 場 合 は 三 ○ ○ 円 、 六 時

間 を 超 え 七 時 間 以 内 の 場 合 は 四 ○ ○

円 、 七 時 間 を 超 え 十 二 時 間 以 内 の 場 合

は 五 ○ ○ 円 、 十 二 時 間 を 超 え る 場 合 は

一 、 ○ ○ ○ 円

大 型 自 動 車 駐 車 時 間 が 、 二 時 間 を 超 え 四 時 間 以 内

の 場 合 は 二 ○ ○ 円 、 四 時 間 を 超 え 五 時

間 以 内 の 場 合 は 四 ○ ○ 円 、 五 時 間 を 超

え 六 時 間 以 内 の 場 合 は 六 ○ ○ 円 、 六 時

間 を 超 え 七 時 間 以 内 の 場 合 は 八 ○ ○

円 、 七 時 間 を 超 え る 場 合 は 一 、 ○ ○ ○

円

別 表 第 三 の そ の 三 の 表 中
「

講 演 会 等 の た め の 用 具 一 日

一 六 、 二 三 ○ 円 を 超 え な い 範 囲

内 で 規 則 で 定 め る 額

」
を

「
講 演 会 等 の た め の 用 具 一 日

帯 状 映 像 装 置 一 式 一

一 六 、 二 三 ○ 円 を 超 え な い 範 囲

内 で 規 則 で 定 め る 額
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日

職 業 と し て ス ポ ー

ツ を す る 者

二 九 、 四 六 ○ 円

そ の 他 の 者 一 一 、 二 七 ○ 円

に 改 め る 。

」

別 表 第 三 備 考 第 十 三 項 中 「 陸 上 競 技 場 用 大 型 映 像 装 置 」 の 下 に 「 又 は 帯 状 映 像 装 置 」 を 加 え 、 同 備 考 に 次 の 二 項 を 加 え る 。

14 「 普 通 自 動 車 」 と は 道 路 交 通 法 （ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第 百 五 号 ） 第 三 条 に 規 定 す る 普 通 自 動 車 及 び 小 型 特 殊 自 動 車 を い い 、 「 大 型 自 動 車 」 と は 同 条 に 規

定 す る 大 型 自 動 車 、 中 型 自 動 車 及 び 大 型 特 殊 自 動 車 を い う 。

15 駐 車 時 間 が 不 明 で あ る 場 合 の 駐 車 場 の 使 用 料 の 額 は 、 駐 車 時 間 を 普 通 自 動 車 に あ つ て は 十 二 時 間 を 、 大 型 自 動 車 に あ つ て は 七 時 間 を 超 え る も の と み な

し て 算 定 し た 額 と す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 起 算 し て 五 月 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 一 徳 島 県 鳴 門 総 合 運 動 公 園 の 項 の 改 正 規 定 、

別 表 第 三 の そ の 三 の 表 の 改 正 規 定 及 び 別 表 第 三 備 考 第 十 三 項 の 改 正 規 定 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

徳 島 県 蔵 本 公 園 の 駐 車 場 を 有 料 化 す る こ と 及 び 徳 島 県 鳴 門 総 合 運 動 公 園 に お い て 帯 状 映 像 装 置 を 供 用 す る こ と に 伴 い 、 関 係 規 定 に つ い て 所 要 の 改 正 を 行 う 必

要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 風 致 地 区 内 に お け る 建 築 等 の 規 制 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 風 致 地 区 内 に お け る 建 築 等 の 規 制 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 五 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 中 「 風 致 地 区 」 の 下 に 「 （ 二 以 上 の 市 町 村 の 区 域 に わ た る も の に 限 る 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。

た い

第 二 条 第 一 項 中 「 知 事 」 の 下 に 「 （ 市 の 区 域 内 に あ つ て は 、 当 該 市 の 長 。 以 下 「 知 事 等 」 と い う 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 第 七 号 中 「 堆 積 」 を 「 堆 積 」 に 改 め 、 同 条

第 三 項 中 「 又 は 県 」 を 「 、 県 又 は 市 町 村 」 に 、 「 知 事 」 を 「 知 事 等 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

二 国 立 研 究 開 発 法 人 森 林 総 合 研 究 所

第 二 条 第 三 項 中 第 八 号 を 第 十 号 と し 、 同 号 の 前 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

九 独 立 行 政 法 人 国 立 病 院 機 構

第 二 条 第 三 項 中 第 七 号 を 第 八 号 と し 、 第 六 号 を 第 七 号 と し 、 第 五 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

六 独 立 行 政 法 人 中 小 企 業 基 盤 整 備 機 構

第 三 条 中 「 知 事 」 を 「 知 事 等 」 に 改 め 、 同 条 第 五 号 中 「 （ 同 項 第 四 号 を 除 く 。 ） に 規 定 す る 業 務 」 を 「 第 一 号 、 第 二 号 イ 若 し く は 第 三 号 （ 水 資 源 開 発 施 設 に 係

る 部 分 に 限 る 。 ） に 規 定 す る 業 務 又 は 同 法 附 則 第 四 条 第 一 項 に 規 定 す る 業 務 （ こ れ に 附 帯 す る 業 務 を 除 く 。 ） 」 に 改 め る 。

ぼ う た い

第 四 条 第 一 項 各 号 列 記 以 外 の 部 分 及 び 第 五 号 ハ の ()2 中 「 知 事 」 を 「 知 事 等 」 に 改 め 、 同 項 第 九 号 イ 中 「 地 貌 」 を 「 地 貌 」 に 改 め 、 同 項 第 十 号 中 「 堆 積 」 を 「 堆

積 」 に 改 め る 。

第 五 条 第 一 項 中 「 知 事 」 を 「 知 事 等 」 に 、 「 一 に 」 を 「 い ず れ か に 」 に 、 「 附 し 」 を 「 付 し 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 み ず か ら 」 を 「 自 ら 」 に 改 め 、 同 項 第 三

号 中 「 附 し た 」 を 「 付 し た 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 知 事 」 を 「 知 事 等 」 に 改 め る 。

第 四 十 八 号
徳 島 県 風 致 地 区 内 に お け る 建 築 等 の 規 制 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 風 致 地 区 内 に お け る 建 築 等 の 規 制 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 八 号 徳 島 県 風 致 地 区 内 に お け る 建 築 等 の 規 制 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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第 六 条 第 一 項 中 「 知 事 」 を 「 知 事 等 」 に 、 「 行 な う 」 を 「 行 う 」 に 、 「 行 な わ れ て い る 」 を 「 行 わ れ て い る 」 に 改 め る 。

第 八 条 中 「 知 事 」 を 「 知 事 等 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

2 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 効 力 を 有 す る 改 正 前 の 徳 島 県 風 致 地 区 内 に お け る 建 築 等 の 規 制 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 旧 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 一 項 、 第 四 条 第

二 項 若 し く は 第 五 条 の 規 定 に よ り 知 事 が 行 っ た 許 可 そ の 他 の 行 為 又 は 現 に 旧 条 例 第 二 条 第 一 項 若 し く は 第 三 項 の 規 定 に よ り 知 事 に 対 し て 行 っ て い る 許 可 の 申

請 そ の 他 の 行 為 で 、 改 正 後 の 徳 島 県 風 致 地 区 内 に お け る 建 築 等 の 規 制 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 一 項 若 し く は 第 三 項 又 は 第 五 条 の 規

定 に よ り 市 長 が 行 う こ と と な る 事 務 に 係 る も の は 、 そ れ ぞ れ こ れ ら の 規 定 に よ り 当 該 市 長 が 行 っ た 許 可 そ の 他 の 行 為 又 は 当 該 市 長 に 対 し て 行 っ た 許 可 の 申 請

そ の 他 の 行 為 と み な す 。

3 こ の 条 例 の 施 行 前 に 旧 条 例 第 三 条 の 規 定 に よ り 知 事 に 対 し 通 知 を し な け れ ば な ら な い 事 項 で 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に そ の 通 知 が さ れ て い な い も の に つ い

て は 、 こ れ を 新 条 例 第 三 条 の 規 定 に よ り 市 長 に 対 し て 通 知 を し な け れ ば な ら な い 事 項 に つ い て そ の 通 知 が さ れ て い な い も の と み な し て 、 同 条 の 規 定 を 適 用 す

る 。

4 こ の 条 例 の 施 行 前 に し た 行 為 に 対 す る 罰 則 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

風 致 地 区 内 に お け る 建 築 等 の 規 制 に 係 る 条 例 の 制 定 に 関 す る 基 準 を 定 め る 政 令 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 規 制 の 対 象 と な る 風 致 地 区 を 面 積 が 十 ヘ ク タ

ー ル 以 上 で あ っ て 二 以 上 の 市 町 村 の 区 域 に わ た る も の に 限 る と と も に 、 風 致 地 区 内 に お け る 行 為 の 許 可 等 を 行 う 者 を 市 の 区 域 に あ っ て は 当 該 市 の 長 と す る 等 の

必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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建 築 基 準 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

建 築 基 準 法 施 行 条 例 （ 昭 和 四 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 一 項 第 一 号 中 「 第 八 条 第 一 項 」 を 「 第 九 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 地 す べ り 、 が け 崩 れ 」 を 「 地 滑 り 、 崖 崩 れ 」 に 改 め る 。

第 九 条 中 「 又 は 幼 稚 園 」 を 「 、 幼 稚 園 又 は 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 七 十 七 号 ） 第 二 条 第

七 項 に 規 定 す る 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 」 に 改 め る 。

附 則

1 こ の 条 例 は 、 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 四 年 法 律 第 六 十 六 号 ） の 施 行 の 日

か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 三 条 第 一 項 第 一 号 の 改 正 規 定 に つ い て は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

2 こ の 条 例 の 施 行 前 に し た 行 為 に 対 す る 罰 則 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 木 造 の 建 築 物 で 中 学 校 等 の 用 途 に 供 す る も の に 係

る 基 準 を 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に 適 用 す る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 四 十 九 号
建 築 基 準 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

建 築 基 準 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 九 号 建 築 基 準 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 港 湾 施 設 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 港 湾 施 設 管 理 条 例 （ 昭 和 三 十 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 の 四 の 表 に 次 の よ う に 加 え る 。

小 勝 緑 地 ソ フ ト ボ ー ル 場

半 日 一 、 七 ○ ○ 円

一 日 三 、 一 ○ ○ 円

別 表 第 二 の 四 の 表 の 注 第 二 項 中 「 四 時 間 以 上 の 」 を 「 四 時 間 を 超 え る 」 に 、 「 四 時 間 未 満 」 を 「 四 時 間 以 下 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 五 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

橘 港 の 小 勝 緑 地 に ソ フ ト ボ ー ル 場 を 新 設 す る こ と に 伴 い 、 使 用 料 の 額 を 定 め る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 五 十 号

徳 島 県 港 湾 施 設 管 理 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 港 湾 施 設 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 号 徳 島 県 港 湾 施 設 管 理 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例

（ 徳 島 県 教 育 委 員 会 委 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 教 育 委 員 会 委 員 定 数 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

「 六 人 」 を 「 五 人 」 に 改 め る 。

（ 教 育 長 の 給 与 、 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 教 育 長 の 給 与 、 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

題 名 を 次 の よ う に 改 め る 。

教 育 長 の 給 与 そ の 他 の 勤 務 条 件 及 び 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 特 例 に 関 す る 条 例

第 一 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 四 条 第 二 項 及 び 第 三 項 並 び に 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 三 十

一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ） 第 十 一 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 、 教 育 長 の 給 与 そ の 他 の 勤 務 条 件 及 び 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 特 例 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と

す る 。

第 五 十 一 号
地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る

条 例 の 制 定 に つ い て

地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例 を 次

の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 一 号 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例 の 制 定 に つ い て
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第 二 条 第 二 項 中 「 に よ り 、 教 育 委 員 会 が 知 事 と 協 議 し て 定 め る 」 を 「 に よ る 」 に 改 め る 。

第 三 条 中 「 定 め る と こ ろ 」 を 「 適 用 を 受 け る 企 業 局 長 の 例 」 に 改 め る 。

第 五 条 の 見 出 し を 「 （ そ の 他 の 勤 務 条 件 ） 」 に 改 め 、 同 条 中 「 勤 務 時 間 そ の 他 の 」 を 削 り 、 「 に つ い て は 」 の 下 に 「 、 前 三 条 に 定 め る も の の ほ か 」 を 加 え る 。

本 則 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 ）

第 六 条 教 育 長 は 、 教 育 委 員 会 が 定 め る 場 合 に お い て は 、 あ ら か じ め 教 育 委 員 会 の 承 認 を 得 て 、 そ の 職 務 に 専 念 す る 義 務 を 免 除 さ れ る こ と が で き る 。

（ 徳 島 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 徳 島 県 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 二 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 中 「 教 育 長 及 び 」 を 削 る 。

（ 職 員 の 旅 費 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 職 員 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 三 十 二 条 第 一 項 第 一 号 ロ 中 「 、 病 院 事 業 管 理 者 及 び 教 育 長 」 を 「 及 び 病 院 事 業 管 理 者 」 に 改 め る 。

（ 特 別 職 の 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 特 別 職 の 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 中 第 二 項 を 削 り 、 第 三 項 を 第 二 項 と す る 。

別 表 教 育 委 員 会 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

教 育 委 員 会 委 員 日 額 二 七 、 一 ○ ○ 円

副 知 事 及 び 識 見 を 有 す る 者 の う ち か ら 選 任 さ れ た 常

勤 の 監 査 委 員 が 職 員 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十

七 年 徳 島 県 条 例 第 九 号 ） の 規 定 に 基 づ い て 受 け る 旅

費 の 額 に 相 当 す る 額 （ 以 下 「 副 知 事 等 相 当 額 」 と い

う 。 ）

（ 徳 島 県 の 公 務 員 倫 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 徳 島 県 の 公 務 員 倫 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 五 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 中 「 副 知 事 」 の 下 に 「 、 教 育 長 」 を 加 え る 。
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（ 徳 島 県 吏 員 恩 給 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 七 条 徳 島 県 吏 員 恩 給 条 例 （ 昭 和 二 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 三 条 第 一 項 第 六 号 中 「 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 」 を 「 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 六

年 法 律 第 七 十 六 号 ） に よ る 改 正 前 の 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 」 に 改 め る 。

（ 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 八 条 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 第 五 号 中 「 （ 教 育 長 を 除 く 。 ） 」 を 削 る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 徳 島 県 教 育 委 員 会 委 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

2 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 七 十 六 号 。 以 下 「 改 正 法 」 と い う 。 ） 附 則 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ

り 教 育 長 が 在 職 す る 場 合 に お い て は 、 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 徳 島 県 教 育 委 員 会 委 員 定 数 条 例 の 規 定 は 適 用 せ ず 、 同 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 徳 島 県 教 育

委 員 会 委 員 定 数 条 例 の 規 定 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。

（ 教 育 長 の 給 与 、 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

3 前 項 に 規 定 す る 場 合 に お い て は 、 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 教 育 長 の 給 与 そ の 他 の 勤 務 条 件 及 び 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 特 例 に 関 す る 条 例 第 一 条 、 第 二 条

第 二 項 、 第 五 条 及 び 第 六 条 の 規 定 は 適 用 せ ず 、 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 教 育 長 の 給 与 、 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 一 条 、 第 二 条 第 二 項 及

び 第 五 条 の 規 定 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。

（ 特 別 職 の 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

4 附 則 第 二 項 に 規 定 す る 場 合 に お い て は 、 第 五 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 特 別 職 の 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 別 表 教 育 委 員 会 委 員 の 項 の 規 定 は 適 用

せ ず 、 同 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 特 別 職 の 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 第 三 条 第 二 項 及 び 別 表 教 育 委 員 会 の 項 の 規 定 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。

（ 徳 島 県 の 公 務 員 倫 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

5 改 正 法 附 則 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 在 職 す る 教 育 長 の 職 務 に 係 る 倫 理 の 保 持 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

再校

１６３

平成27年2月議案



提 案 理 由

地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 教 育 長 が 常 勤 の 特 別 職 に 属 す る 職 員 と さ れ た こ と 等 に 伴 い 、 関 係 条 例 に つ い て 所 要 の 整 備 を 行

う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 学 校 職 員 定 数 条 例

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ） 第 三 十 一 条 第 三 項 及 び 第 四 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、

県 立 学 校 の 職 員 及 び 県 費 負 担 教 職 員 の 定 数 を 定 め る も の と す る 。

（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 県 立 学 校 の 職 員 」 と は 、 県 立 の 中 学 校 、 高 等 学 校 及 び 特 別 支 援 学 校 の 職 員 （ 臨 時 又 は 非 常 勤 の 職 員 を 除 く 。 ） を い う 。

2 こ の 条 例 に お い て 「 県 費 負 担 教 職 員 」 と は 、 市 町 村 立 学 校 職 員 給 与 負 担 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 三 十 五 号 ） 第 一 条 及 び 第 二 条 に 規 定 す る 職 員 （ 臨 時 又 は

非 常 勤 の 職 員 を 除 く 。 ） を い う 。

3 こ の 条 例 に お い て 「 学 校 職 員 」 と は 、 県 立 学 校 の 職 員 及 び 県 費 負 担 教 職 員 を い う 。

（ 学 校 職 員 の 定 数 ）

第 三 条 学 校 職 員 の 定 数 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 相 当 下 欄 に 掲 げ る と お り と す る 。

区 分 定 数

県 立 学 校 の 職 員 二 、 七 九 ○ 人

県 費 負 担 教 職 員 五 、 一 一 五 人

第 五 十 二 号
徳 島 県 学 校 職 員 定 数 条 例 の 制 定 に つ い て

徳 島 県 学 校 職 員 定 数 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 二 号 徳 島 県 学 校 職 員 定 数 条 例 の 制 定 に つ い て
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2 結 核 性 疾 患 の た め 長 期 の 療 養 休 暇 を 要 す る 学 校 職 員 、 心 身 の 故 障 に よ る 休 職 者 又 は 育 児 休 業 を し て い る 学 校 職 員 で 、 徳 島 県 教 育 委 員 会 が 必 要 と 認 め る も の

に つ い て は 予 算 に 定 め る 範 囲 内 に お い て 、 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 五 号 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 団 体 、 他 の 地 方 公 共 団 体 又 は 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 五 号 ） 第 二

条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 機 関 に 派 遣 さ れ た 学 校 職 員 、 長 期 の 研 修 を 命 ぜ ら れ た 学 校 職 員 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 六 条 の 五 第

一 項 に 規 定 す る 自 己 啓 発 等 休 業 又 は 同 法 第 二 十 六 条 の 六 第 一 項 に 規 定 す る 配 偶 者 同 行 休 業 を し て い る 学 校 職 員 、 教 育 公 務 員 特 例 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 一 号 ）

第 二 十 六 条 第 一 項 に 規 定 す る 大 学 院 修 学 休 業 を し て い る 学 校 職 員 及 び 登 録 を 受 け た 職 員 団 体 又 は 労 働 組 合 の 役 員 と し て 当 該 職 員 団 体 又 は 労 働 組 合 の 業 務 に 専

ら 従 事 す る 学 校 職 員 に つ い て は 徳 島 県 教 育 委 員 会 が 必 要 と 認 め る 限 度 に お い て 、 そ れ ぞ れ 前 項 に 定 め る 学 校 職 員 の 定 数 の 外 に 置 く こ と が で き る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

学 校 職 員 の 定 数 に つ い て 、 よ り 一 層 の 適 正 な 管 理 を 図 る た め 、 県 立 学 校 の 職 員 及 び 県 費 負 担 教 職 員 の 定 数 を 条 例 で 定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を

提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 立 牟 岐 少 年 自 然 の 家 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 立 牟 岐 少 年 自 然 の 家 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 号 の 表 宿 泊 室 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

宿 泊 室

少 年 及 び こ れ に 準 ず る 者 一 人 一 日 四 四 ○ 円

そ の 他 の 者 一 人 一 日 六 四 ○ 円

別 表 の 備 考 第 一 項 中 「 す べ て 」 を 「 全 て 」 に 改 め 、 同 備 考 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

5 第 二 号 の 表 に お い て 「 こ れ に 準 ず る 者 」 と は 、 学 齢 に 達 し な い 者 及 び 高 等 学 校 の 生 徒 、 大 学 の 学 生 そ の 他 の 生 徒 又 は 学 生 を い う 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

施 設 の 改 修 に よ り 利 用 者 の 利 便 性 が 向 上 す る こ と に 伴 い 、 設 置 の 目 的 が 類 似 す る 他 県 の 施 設 と の 均 衡 を 勘 案 し 、 利 用 料 金 の 額 を 改 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、

こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 五 十 三 号
徳 島 県 立 牟 岐 少 年 自 然 の 家 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 立 牟 岐 少 年 自 然 の 家 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 三 号 徳 島 県 立 牟 岐 少 年 自 然 の 家 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 地 方 警 察 職 員 定 員 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 地 方 警 察 職 員 定 員 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 一 項 中
「 四 二 四 人

四 三 七 人

四 四 九 人

一 、 五 三 五 人 」
を

「 四 二 六 人

四 三 九 人

四 五 二 人

一 、 五 四 二 人 」
に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

警 察 法 施 行 令 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 地 方 警 察 職 員 た る 警 察 官 の 都 道 府 県 警 察 ご と の 定 員 の 基 準 が 改 め ら れ る こ と に 伴 い 、 本 県 警 察 官 の 定 員 を 改 め る 必 要 が あ る 。

こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 五 十 四 号
徳 島 県 地 方 警 察 職 員 定 員 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 地 方 警 察 職 員 定 員 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 四 号 徳 島 県 地 方 警 察 職 員 定 員 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 四 十 八 の 項 の 1 中 「 に 掲 げ る 者 」 を 「 又 は 第 三 号 に 掲 げ る 者 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 五 の 項 の 1 中 「 四 千 六 百 円 」 を 「 四 千 四 百 円 」 に 、 「 七 千 七 百

円 」 を 「 七 千 四 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 2 中 「 千 八 百 円 」 を 「 千 七 百 五 十 円 」 に 、 「 千 九 百 円 」 を 「 千 八 百 五 十 円 」 に 、 「 三 千 五 十 円 」 を 「 三 千 百 円 」 に 改 め 、 同

項 の 3 中 「 三 千 五 十 円 」 を 「 二 千 九 百 五 十 円 」 に 、 「 四 千 六 百 円 」 を 「 四 千 五 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 4 中 「 千 九 百 円 」 を 「 千 八 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 5 中

「 四 千 六 百 円 」 を 「 四 千 五 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 6 中 「 三 千 円 」 を 「 二 千 八 百 五 十 円 」 に 、 「 四 千 五 百 五 十 円 」 を 「 四 千 四 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 五 の

二 の 項 の 1 中 「 三 千 八 百 五 十 円 」 を 「 三 千 六 百 五 十 円 」 に 、 「 六 千 九 百 五 十 円 」 を 「 六 千 六 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 2 中 「 四 千 五 十 円 」 を 「 三 千 八 百 五 十 円 」

に 、 「 四 千 九 百 円 」 を 「 四 千 七 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 六 の 項 の 1 中 「 二 千 八 百 円 」 を 「 二 千 八 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 2 中 「 千 七 百 円 」 を 「 千 七 百

五 十 円 」 に 、 「 三 千 二 百 五 十 円 」 を 「 三 千 三 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 3 中 「 千 円 」 を 「 千 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 八 の 項 の 1 中 「 三 千 六 百 円 」 を 「 三 千 五 百

円 」 に 改 め 、 同 表 の 六 十 の 項 中 「 千 五 百 五 十 円 」 を 「 千 四 百 五 十 円 」 に 、 「 三 千 百 円 」 を 「 三 千 円 」 に 改 め 、 同 表 の 六 十 一 の 項 中 「 千 二 百 円 」 を 「 千 百 円 」 に

改 め 、 同 表 の 六 十 二 の 項 の 1 中 「 二 万 三 千 五 百 円 」 を 「 二 万 三 千 四 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 4 中 「 二 万 千 八 百 五 十 円 」 を 「 二 万 千 七 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 5

の ㈠ 中 「 四 千 百 五 十 円 」 を 「 四 千 円 」 に 、 「 三 千 七 百 五 十 円 」 を 「 三 千 六 百 円 」 に 、 「 四 千 四 百 五 十 円 」 を 「 四 千 二 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 5 の ㈡ 中 「 七 千 円 」

を 「 六 千 七 百 円 」 に 、 「 六 千 四 百 円 」 を 「 六 千 百 円 」 に 、 「 二 千 二 百 円 」 を 「 二 千 百 円 」 に 、 「 七 千 八 百 円 」 を 「 七 千 四 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 5 の ㈢ 及 び ㈣ 中 「 、

中 型 自 動 車 免 許 又 は 特 定 第 一 種 運 転 免 許 」 を 「 又 は 中 型 自 動 車 免 許 」 に 、 「 二 千 百 円 」 を 「 二 千 四 百 五 十 円 」 に 改 め 、 「 普 通 自 動 車 免 許 」 の 下 に 「 又 は 特 定 第 一

種 運 転 免 許 」 を 加 え 、 「 千 八 百 五 十 円 」 を 「 千 九 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 5 の ㈤ を 次 の よ う に 改 め る 。

㈤ 技 能 検 定 の 実 施 に 関 す る 知 識

第 五 十 五 号
徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 五 号 徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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()1 大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 二 千 円

()2 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 千 九 百 五 十 円

()3 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 二 千 五 百 円

別 表 第 一 の 六 十 二 の 項 の 5 の ㈥ 中 「 千 八 百 五 十 円 」 を 「 千 七 百 五 十 円 」 に 、 「 千 九 百 五 十 円 」 を 「 二 千 百 円 」 に 、 「 二 千 四 百 五 十 円 」 を 「 二 千 五 百 五 十 円 」 に 、

「 三 千 百 五 十 円 」 を 「 三 千 七 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 5 の ㈦ 中 「 二 千 七 百 円 」 を 「 二 千 五 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 六 十 三 の 項 中 「 千 二 百 円 」 を 「 千 百 円 」 に 改

め 、 同 表 の 六 十 四 の 項 の 1 中 「 一 万 五 千 円 」 を 「 一 万 四 千 九 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 3 中 「 九 千 四 百 五 十 円 」 を 「 九 千 四 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 4 中 「 一 万 二

千 八 百 五 十 円 」 を 「 一 万 二 千 七 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 5 の ㈠ 中 「 四 千 百 五 十 円 」 を 「 四 千 円 」 に 、 「 三 千 七 百 五 十 円 」 を 「 三 千 六 百 円 」 に 、 「 四 千 四 百 五 十

円 」 を 「 四 千 二 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 5 の ㈡ 中 「 千 四 百 五 十 円 」 を 「 千 三 百 五 十 円 」 に 、 「 千 四 百 円 」 を 「 千 二 百 五 十 円 」 に 、 「 千 五 百 円 」 を 「 千 三 百 円 」

に 、 「 千 九 百 円 」 を 「 二 千 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 5 の ㈢ 中 「 千 三 百 五 十 円 」 を 「 千 二 百 五 十 円 」 に 、 「 千 三 百 円 」 を 「 千 二 百 円 」 に 、 「 千 百 五 十 円 」 を 「 千 百

円 」 に 改 め 、 同 項 の 5 の ㈣ 及 び ㈤ 中 「 千 四 百 五 十 円 」 を 「 千 五 百 五 十 円 」 に 、 「 千 二 百 円 」 を 「 千 三 百 五 十 円 」 に 、 「 千 二 百 五 十 円 」 を 「 千 三 百 円 」 に 改 め 、 同

項 の 5 の ㈥ を 次 の よ う に 改 め る 。

㈥ 教 習 指 導 員 と し て 必 要 な 教 育 に つ い て の 知 識

()1 大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 千 四 百 円

()2 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 千 三 百 円

()3 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 千 二 百 円

別 表 第 一 の 六 十 四 の 項 の 5 の ㈦ 中 「 二 千 七 百 円 」 を 「 二 千 五 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 六 十 六 の 項 中 「 七 百 円 」 を 「 七 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 六 十 七 の 項

中 「 二 千 四 百 五 十 円 」 を 「 二 千 三 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 六 十 八 の 項 中 「 二 千 二 百 円 」 を 「 二 千 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 六 十 九 の 項 の 1 中 「 四 千 七 百 円 」 を 「 四

千 六 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 七 十 の 項 の 1 中 「 四 千 百 五 十 円 」 を 「 四 千 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 2 中 「 四 千 五 十 円 」 を 「 四 千 円 」 に 改 め 、 同 表 の 七 十 二 の 項 中

「 三 千 百 五 十 円 」 を 「 三 千 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 七 十 三 の 項 中 「 千 二 百 五 十 円 」 を 「 千 三 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 七 十 五 の 項 の 1 中 「 二 千 百 円 」 を 「 二 千 五 十 円 」

に 改 め 、 同 項 の 2 中 「 二 千 七 百 五 十 円 」 を 「 二 千 七 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 3 中 「 二 千 六 百 円 」 を 「 二 千 五 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 4 中 「 二 千 四 百 五 十 円 」 を

「 二 千 四 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 七 十 六 の 項 の 1 中 「 六 百 円 」 を 「 五 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 2 中 「 九 百 五 十 円 」 を 「 八 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 3 中 「 千 五 百 円 」 を

「 千 三 百 五 十 円 」 に 、 「 九 百 五 十 円 」 を 「 八 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 七 十 七 の 項 の 1 中 「 五 千 八 百 円 」 を 「 五 千 六 百 円 」 に 、 「 五 千 三 百 五 十 円 」 を 「 五 千 二 百 円 」

に 改 め 、 同 項 の 2 中 「 二 千 三 百 五 十 円 」 を 「 二 千 二 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 七 十 八 の 項 中 「 一 万 三 千 三 百 五 十 円 」 を 「 一 万 三 千 二 百 円 」 に 、 「 九 千 二 百 円 」

を 「 九 千 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。
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七 十 八 の 二 道 路 交 通 法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 十 四 号 の 規 定 に 基 づ く 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 千 九 百 円

別 表 第 一 の 七 十 九 の 項 中 「 八 百 五 十 円 」 を 「 九 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 八 十 の 項 中 「 千 五 百 円 」 を 「 千 三 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 八 十 の 二 の 項 の 1 中 「 五 千

八 百 円 」 を 「 五 千 六 百 円 」 に 、 「 五 千 三 百 五 十 円 」 を 「 五 千 二 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 備 考 の 七 中 「 二 千 九 百 五 十 円 」 を 「 二 千 八 百 円 」 に 、 「 九 百 円 」 を 「 八 百 五

十 円 」 に 、 「 三 千 五 十 円 」 を 「 三 千 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 備 考 の 八 中 「 、 中 型 自 動 車 免 許 」 を 「 又 は 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る 審 査 に つ い て は 五 百 五 十 円 を 、 普 通

自 動 車 免 許 」 に 改 め 、 「 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 審 査 に つ い て は 二 百 円 を 」 を 削 り 、 同 表 の 備 考 の 九 中 「 三 千 円 」 を 「 二 千 八 百 五 十 円 」 に 、 「 九 百 五 十 円 」 を 「 九

百 円 」 に 、 「 千 五 十 円 を 、 」 を 「 千 百 円 を 、 」 に 、 「 三 千 五 十 円 」 を 「 三 千 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 備 考 の 十 中 「 、 中 型 自 動 車 免 許 又 は 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 審

査 に つ い て は 百 円 を 、 」 を 「 又 は 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る 審 査 に つ い て は 二 百 五 十 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 又 は 」 に 、 「 五 十 円 」 を 「 百 円 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

一 別 表 第 一 の 四 十 八 の 項 の 改 正 規 定 公 布 の 日

二 別 表 第 一 の 七 十 八 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 改 正 規 定 道 路 交 通 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 四 十 三 号 ） 附 則 第 一 条 第 三 号 に 掲 げ る

規 定 の 施 行 の 日

提 案 理 由

道 路 交 通 法 等 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 運 転 免 許 試 験 、 自 転 車 の 運 転 に よ る 交 通 の 危 険 を 防 止 す る た め の 講 習 等 に 係 る 手 数 料 に つ い て 所 要 の 改 正 を 行

う と と も に 、 銃 砲 刀 剣 類 所 持 等 取 締 法 等 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 災 害 に よ り 許 可 済 猟 銃 を 亡 失 し た 者 等 に 対 す る 講 習 会 に 係 る 手 数 料 を 定 め る 必 要 が あ

る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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◯174再校

平成27年2月議案



提案理由

平成26年度県営土地改良事業費に対する受益市町負担金について，事業費の変更等に伴い追加する必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第56号

平成26年度県営土地改良事業費に対する受益市町負担金の追加について

平成26年10月21日議決を経た県営土地改良事業費に対する受益市町負担金について次のとおり追加する。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

事 業 の 名 称 負 担 市 町 事 業 内 容 事 業 費 負 担 金
事業費に対
する負担金
の割合

付 記

県 営 土 地 改 良 事 業 阿 南 市 県営耕地災害復旧事業 21，405，000 2，183，310 1．75／10以内 事業費を増額又は減額
した場合は，事業費に対
する負担金の割合に応
じ，知事は負担金を増額
又は減額することができ
る。

三 好 市 基幹農道整備事業 3，000，000 258，000 0．86／10以内

円 円

第56号 平成26年度県営土地改良事業費に対する受益市町負担金の追加について
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◯176再校
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提案理由

平成26年度県単独砂防事業費等に対する受益市町村負担金について，事業費の変更等に伴い追加する必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第57号

平成26年度県単独砂防事業費等に対する受益市町村負担金の追加について

平成26年10月21日議決を経た県単独砂防事業費等に対する受益市町村負担金について次のとおり追加する。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

事 業 の 名 称 負担市町村 事 業 内 容 事 業 費 負 担 金
事業費に対
する負担金
の割合

付 記

県 単 独 砂 防 事 業 等 神 山 町 県単独砂防事業 4，250，000 1，062，500 25／100 事業費を増額又は減額

した場合は，事業費に対

する負担金の割合に応

じ，知事は負担金を増額

又は減額することができ

る。

那 賀 町 県単独砂防事業 4，250，000 1，062，500 25／100

海 陽 町 県単独砂防事業
災害関連緊急急傾斜地崩壊
対策事業

6，800，000

59，520，000

1，700，000

2，976，000

25／100

5／100

小 計 66，320，000 4，676，000 ―

円 円

第57号 平成26年度県単独砂防事業費等に対する受益市町村負担金の追加について

三校

１７７

平成27年2月議案



◯178再校

平成27年2月議案



特定事業契約書中「4 契約金額 県営住宅整備等事業に係る対価 5，726，337，570円に金利変動を基に算定した増減額及び物価変動を基に算定した増減額

等を加算した額」を「4 契約金額 県営住宅整備等事業に係る対価 5，870，130，805円に金利変動を基に算定した増減額及び物価変動を基に算定した増減額

等を加算した額」に改める。

提案理由

特定事業契約の契約金額の変更に伴い，民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律第12条の規定により議決を経る必要がある。これが，

この案件を提出する理由である。

第58号

徳島県県営住宅集約化ＰＦＩ事業の特定事業契約の変更特定事業契約について

平成26年3月13日議決を経た徳島県県営住宅集約化ＰＦＩ事業の特定事業契約の変更特定事業契約を次のとおり
締結する。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第58号 徳島県県営住宅集約化ＰＦＩ事業の特定事業契約の変更特定事業契約について

再校

１７９

平成27年2月議案



◯180再校

平成27年2月議案





◯182再校

平成27年2月議案





提案理由

権利の放棄について，地方自治法第96条第1項第10号の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

再校

１８４

平成27年2月議案



1 契 約 の 目 的 当該契約に基づく監査及び監査の結果に関する報告

2 契 約 の 始 期 平成27年4月1日

3 契 約 金 額 12，342，857円を上限とする額

4 費 用 の 支 払 方 法 契約の定めるところによる。

5 契 約 の 相 手 方 徳島市南常三島町1丁目4番地1

山 本 啓 司（弁護士）

提案理由

包括外部監査契約について，地方自治法第252条の36第1項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第61号

包括外部監査契約について

地方自治法第252条の36第1項の規定により，次のとおり包括外部監査契約を締結する。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第61号 包括外部監査契約について

再校

１８５

平成27年2月議案



◯186再校

平成27年2月議案



提案理由

県道の認定について，道路法第7条第2項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

認 定 路 線 名 起 点 終 点 重 要 な 経 過 地 備 考

津田インター線 徳島市津田本町 徳島市津田海岸町

第62号

県 道 の 認 定 に つ い て

道路法第7条第1項の規定により，次の道路を県道に認定する。

平 成27年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第62号 県道の認定について

再校

１８７

平成27年2月議案



◯188再校

平成27年2月議案









◯192再校

平成27年2月議案



損害賠償の額の決定及び和解について

交通事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

報告第2号

損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

地方自治法第180条第1項の規定により，次のとおり専決処分したので，同条第2項の規定により報告する。

平 成27年 2 月12日

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所 専決処分年月日

徳島市在住 1名 160，000 平成26年7月14日 徳島市地内 平成27年1月22日

美馬市所在 1法人 59，400 平成26年8月5日 美馬市地内 平成27年1月22日

徳島市在住 1名 88，394 平成26年8月6日 徳島市地内 平成27年1月22日

吉野川市在住 1名 780，282 平成26年8月19日 名西郡石井町地内 平成27年1月22日

徳島市在住 1名 226，295 平成26年8月26日 徳島市地内 平成27年1月22日

吉野川市在住 1名 63，173 平成26年9月18日 吉野川市地内 平成27年1月22日

名西郡石井町在住 1名 142，500 平成26年10月23日 阿波市地内 平成27年1月22日

円

報告第2号 損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

三校

１９３

平成27年2月議案



那賀郡那賀町在住 1名 167，171 平成26年5月9日 徳島市地内 平成27年1月23日

鳴門市在住 2名 1，264，869 平成26年9月5日 鳴門市地内 平成27年1月23日

吉野川市所在 1法人 12，204 平成26年10月29日 吉野川市地内 平成27年1月23日

徳島市在住 1名 110，000 平成26年10月29日 徳島市地内 平成27年1月23日

徳島市在住 1名 9，449，207 平成25年5月29日 徳島市地内 平成27年1月26日

三校

１９４

平成27年2月議案



損害賠償の額の決定及び和解について

道路事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

報告第3号

損害賠償（道路事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

地方自治法第180条第1項の規定により，次のとおり専決処分したので，同条第2項の規定により報告する。

平 成27年 2 月12日

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所 専決処分年月日

美馬市在住 1名 40，000 平成26年7月22日 美馬市地内
（国道492号） 平成27年1月7日

阿波市在住 1名 83，000 平成26年8月9日 阿波市地内
（県道鳴門池田線） 平成27年1月7日

徳島市在住 1名 96，000 平成26年8月26日 徳島市地内
（県道徳島環状線） 平成27年1月7日

那賀郡那賀町在住 1名 130，000 平成26年8月26日 那賀郡那賀町地内
（国道195号） 平成27年1月7日

三好郡東みよし町在住 1名 214，000 平成26年8月28日 三好郡東みよし町地内
（県道三加茂東祖谷山線） 平成27年1月7日

那賀郡那賀町所在 1法人 173，000 平成26年9月26日 那賀郡那賀町地内
（県道木沢上那賀線） 平成27年1月7日

三好市所在 1法人 113，000 平成26年10月15日 三好市地内
（国道439号） 平成27年1月7日

円

報告第3号 損害賠償（道路事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

再校

１９５

平成27年2月議案



三好市所在 1法人 205，000 平成26年10月27日 三好市地内
（県道西祖谷山山城線） 平成27年1月7日

那賀郡那賀町所在 1法人 259，000 平成26年10月29日 那賀郡那賀町地内
（国道195号） 平成27年1月7日

再校

１９６

平成27年2月議案



損害賠償の額の決定及び和解について

公園事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

報告第4号

損害賠償（公園事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

地方自治法第180条第1項の規定により，次のとおり専決処分したので，同条第2項の規定により報告する。

平 成27年 2 月12日

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所 専決処分年月日

板野郡北島町在住 1名 137，060 平成26年8月24日 徳島市庄町1丁目
県蔵本公園 平成26年12月26日

円

報告第4号 損害賠償（公園事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

三校

１９７

平成27年2月議案



◯198再校

平成27年2月議案



平成27年2月議案



初校

平成27年2月議案
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